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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






[image: ]







　CONTENTS









第一話　学園祭をやってみる

第二話　ヴェンデリンの受難

第三話　決死の脱出劇

第四話　髪は長い友達

第五話　兄と弟、弟と兄

第六話　卒業とその後の進路

巻末おまけ　メイド、修学旅行に同行する






第一話　学園祭をやってみる







「……以上です。では今日の講義はこれまで」

「起立！　礼！」

「「「「「「「「「「ありがとうございました！」」」」」」」」」」




　バウルブルクに新設された冒険者予備校も、大分普通の冒険者予備校らしくなってきた……というほど、俺は他の冒険者予備校を知らないのだが、前世の経験を生かし、講義の開始と終わりに礼と挨拶を導入したりしていた。

　ブライヒブルクの予備校には、決められた挨拶とかなかったからな。

　先生によっては、最後にみんなで礼をするくらい。

　先生の方も、講義が終わるや、とっとと教室から出ていってしまったりもしていた。

　そんな状況だったところに、俺が日本の学校と同じく、起立、礼、『ありがとうございました』を導入したわけだ。

　初めは嫌がられるかと思ったが、ちゃんと区切りがつくし、先生も生徒たちから礼儀正しい挨拶をされるのは悪くないようで、短期間で定着した。

　視察に来たヘリック校長がその様子を見て気に入り、王都の予備校でも導入してみるそうだ。

『冒険者になろうなんてガキ共の中には、礼儀もへったくれもない奴がいるからな。少しはそういうことも教えておけば、将来ちっとはマシになるかもしれない』

　ベテラン冒険者であったヘリック校長は、人生はむしろ冒険者稼業を終えてからの方が長いことをよく知っている。

　場合によっては冒険者以外の職に就くこともあるわけで、最低限の礼儀は教えなければいけないと思っていたそうだが、なかなか手がつけられなかったらしい。

　生徒たちからすれば、そんな時間があったら他のもっと実戦的なことを教えてほしい、アルバイトで狩りに行った方が金になる、と考えてしまうのだ。

　講義の前後の挨拶だけなら、それほど時間もかからない。

　人にものを教わるのだから、ちゃんとお礼くらいは言え、と教育できるわけだ。

　その程度のことと思わなくもないが、冒険者でも酷ひどいのになると、人に挨拶すらできない奴がいるそうだ。

　俺は、まだそんな酷い奴に出会ったことはないけど。

「今日の掃除当番は？」

「私たちです」

「急いでやりますね」

「頑張ります」

　もう一つ、バウルブルクの予備校では掃除当番制度も作った。

　他の予備校では、近所の主婦やお婆ばあさんがアルバイトとして掃除を担当していたため、生徒たちが直接掃除をすることはなかった。

　だがバウルブルクの予備校では、開寮ギリギリになってようやく寮母さんが決まったくらいの人手不足なので、自分たちの学校の掃除は自分たちでやろうと、当番制にしたというわけだ。

　魔法使いクラスでは、十日に一回くらいは掃除当番が回ってくる。

　今日は、アグネス、シンディ、ベッティを含めた六人が掃除当番であった。

「うちは、他のクラスとルールが違うからね。じゃあ、掃除開始」

「「「「「「は───い！」」」」」」

　アグネスたちは元気いっぱい返事をすると、それぞれに『念力』を用いて掃除を始めた。

　魔法使いクラスの掃除は、魔法の訓練も兼ねているというわけだ。

　まずは、教室内の椅子を『念力』で持ち上げて机の上に載せる。

　続けて、その机を教室の後ろに『念力』で移動させた。

「机の上に載せた椅子を落とさないように。机は平行に移動させるんだ」

「「「「「「はいっ！」」」」」」

　掃除は俺が監督しているので、アグネスたちは一生懸命に魔法を使い机を移動させていた。

「それが終わったら、ホウキとチリトリでゴミを掃きましょう」

「「「「「「「はい！」」」」」」

　当然、ホウキもチリトリも『念力』で動かすのだ。

　掃き方が雑だったり、チリトリの置き方が悪くてゴミを掬すくえなかったりすると、俺が注意をした。

「次は雑巾を絞って」

「「「「「「はいっ！」」」」」」

　教室の外で乾かしていた雑巾を『念力』で引き寄せ、水の入ったバケツに浸してからよく濯すすぎ、固く絞る。

　絞り方が甘かったり、濯ぎ方が雑でバケツの水を零こぼしたりしたらやり直しだ。

　それが終わったら、自分が担当するエリアの床を雑巾で拭いていく。

　当然拭き方が甘かったら、それもやり直しである。

「ふう……結構辛つらいなぁ」

「そうだろう？　たかが掃除でも、工夫すれば魔法の鍛錬になる。目標のものを的確にコントロールすることは、魔物を狩る時にも役に立つんだ」

　拭き掃除が終わると、今度は後ろに下げた机を前に移動させる。

　あとは、教室の後ろの部分をホウキで掃き、雑巾で拭き、最後に机を元の位置に戻して終了だ。

　あ、そうだ、窓拭きもさせなければ。

「疲れました」

「掃除でも、全部魔法でやると意外と大変です」

「疲れると、コントロールが難しいです」

　魔法使いクラスでトップ３のアグネス、シンディ、ベッティであるが、慣れない魔法での掃除に疲労感を漂わせていた。

「というわけで、掃除も鍛錬のうちです。真面目にやるように」

「「「「「「わかりました！」」」」」」

　俺が理論的に、魔法使いクラスにおける掃除の利点を説明したので、以後は魔法使いクラスにおいて掃除当番は定着していくのであった。

　だが……。




「他のクラスは駄目じゃん！」

「掃除が鍛錬になるってわけでもないからな」

「なるだろう？」

「運動不足の貴族の奥さんなら騙だまされるかもしれないけど、冒険者の卵たちだからな。元々運動量が凄すごいし、バウルブルクは校外に狩猟場も多いから、掃除よりアルバイトしたいのが本能じゃねえ？」

　エルの言うとおり、魔法使いクラス以外では、あまり掃除当番制度は定着しなかったのであった。

　というか、掃除くらい自分たちでやれ！





　　　　＊　　　＊　　　＊






「あなた、ようやく学校も落ち着いてきましたね」

「エリーゼたちも、もうそろそろ安定期かな？」

「そうですね」

　バウルブルクの冒険者予備校が落ち着いてきた頃、エリーゼたちのお腹も膨らみ、安定期に入ったようだ。

「安定期ですよね？」

「そうね。もうよほど無茶しなければ大丈夫かな」

　アマーリエ義ね姉えさんが太鼓判を押してくれたので、これで一安心だ。

「ただ、このお腹で講義をするのも辛いですわね」

「やめた方が無難かな」

　バウルブルクに冒険者予備校ができてから、無理をしない程度にエリーゼたちも臨時講師をしていたのだが、さすがに、もうそろそろお休みにした方がいいだろう。

「臨時講師が一斉にお休みだけど、大丈夫？」

「なんとかなるさ」

　イーナが心配してくれたが、エリーゼたちは元々臨時講師なのだ。

　ここは、お父さんになる俺が頑張ればいい。

「どうせ魔法使いのクラスって、一つだけだものね」

　ルイーゼの言うとおりで、他は魔法使いではない生徒たちのクラスなので、わざわざエリーゼたちが大変な思いをしてまで教えることもないのだ。

　たまに、エルやうちの家臣たちが、武器の扱い、野営の仕方、狩猟の実技などの講義をしているので、むしろ他の予備校よりもカリキュラムが実戦的で役に立つと、評判がいいくらいなのだから。

　そのせいで来年以降は志願者が増えそうだと、パーチオ校長がその準備に大忙しであった。

　パーチオ校長は、元々ヘリック校長と同じパーティで活躍していたベテラン冒険者であった。

　彼は、ヘリック校長の推薦でバウルブルクの予備校の校長になったのだが、新人校長なのに、来年以降、生徒数が増えそうなこの予備校の運営で大変そうである。

　歴史の古い予備校は近くに狩猟のアルバイトができるポイントが少ないが、バウルブルクの予備校だと狩猟場が近くにあり荒れていないため稼ぎやすいというのも、志願者数が増えている理由のようである。

「校舎や寮は足りるのか？」

「それは大丈夫」

「自信があるな、ヴェンデリン」

「だって、パーチオ校長がいるから」

　俺は、バウマイスター伯爵。

　なんでも自分でやるのはよくない。できる者に仕事を任せてこその貴族なのだから。

「それは正しいのじゃが、なにかモヤモヤするの」

　テレーゼめ、まるで俺が面倒な仕事をパーチオ校長に丸投げしているような言い草だな。

　まあ、事実だけど。

「それでだ」

「いきなり話を切り替えるの」

「学校の運営は、パーチオ校長に一任しているので。それよりも、俺からいい提案があります」

「いい提案？　どんなんだ？　旦那」

「学園祭をやろうと思います。きっと楽しいぞ」

「「「「「「「「「「……」」」」」」」」」」

　あれ？

　俺はもの凄くいい提案をしたはずなのに、なぜかみんな静かになってしまったな。

　だって予備校とはいえ学校なんだし、一年しかないから、学園祭をやって思い出を作るっていいことだと思うんだけどなぁ。

　それなのに、なぜみんな黙っているんだ？

「なあ、ヴェル。学園祭って、予備校で祭りをやるってことか？」

「他になにがあるよ？」

「学園、祭、だから、祭りをやるのかなって。みんなそう思っているけど。なあ、みんな？」

　エルの問いに、全員が一斉に首を縦に振った。

「どうして学校で祭りをするんだ？　旦那」

「楽しいから」

「それだけ？」

「……」

　あれ？

　今、カチヤに指摘されて初めて気がついた。

　日本の学園祭って、どうしてやるんだろう？

　教育の一環というお題目は知っているけど、屋台で焼きそばやタコ焼きを売ったり、喫茶店をやったりするのが教育なのか？

　将来、飲食店を開いた時のためということなら、店の準備をしたり、道具を借りたり、材料を少しでも安く仕入れたり、社会勉強にはなるのか。

　そういうのって、実はこの世界の方が役に立つのかもしれないな。

　よし、考えが纏まとまった。

「まず、予備校にいる冒険者たちの大半は、引退後は普通の仕事をしなければいけないだろう。特に魔法使いじゃない生徒は」

　優秀な人は、その経験を生かして貴族に雇われたり、予備校の講師になったりと、第二の人生で苦労することはないだろう。

　だがそうでない人は、冒険者をやめたあと他の仕事をしなければならない。

　そうなった時のための、学園祭での屋台や店舗の運営というわけだ。

「つまり一種の社会勉強なのです」

「冒険者はガサツで、一般人に煙たがられている人もいますからね。そういうお店を運営して外のお客さんを呼んで交流するわけですね」

「そのとおり！」

　リサは鋭いな。

　予備校とアルバイトの狩猟場の往復だけでは社会性が身につかないので、学園祭で店舗などを運営させ、バウルブルクの住民も呼ぶ。

　そうすることで、冒険者も普通の人が多いのですよ、といった感じでイメージアップを狙う。

　さすれば、引退後もバウマイスター伯爵領で第二の人生を送りやすいというわけだ。

　勿もち論ろん、冒険者として大成した者は、犯罪さえ犯さなければもう好きにやってくれていい。

「店舗の設置、道具や食材の用意、当然帳簿もつけてもらう。一番売り上げた生徒たちに賞金を出してもいいな」

「冒険者をやめて、飲食店ってパターンも多いからな。今のうちに感覚を掴つかんでおくのもいいか」

「そういう人は多いんだ」

「あたいの知り合いにもいるよ。失敗して潰つぶしたのもいるけど」

　なるほど。

　冒険者で、引退前にある程度纏まった金を貯ためることに成功する人は多い。

　そのお金で、第二の人生だと飲食店を開く冒険者もいるそうだが、当然『武士の商法』で、失敗する者も後を絶たないというわけだ。

　カチヤの知り合いも、そういう手合いなのだろう。

「普通は、他のお店で働いて、修行してから店を開く」

「ヴィルマの意見が正論なんだけど、そこまで考えが至らない奴がいるんだよ。金はあるからって」

　金はあるので見切り発車で店舗をオープンさせ、客が来なくて赤字になったり、冒険者は世間知らずな面もあるので従業員に金を持ち逃げされたりと、上う手まくいかない者が多いそうだ。

「なるほどね。学園祭ってやつで実際にやらせておけば、引退後に、そういう失敗をする冒険者も減るってことだね」

「そうなんだよ、これも教育の一環だからさ」

　俺はルイーゼに、学園祭はあくまでも学習の場なのだと言った。

「ヴェルがやりたいのなら、いいんじゃないかな？」

「じゃあ、やろう」

　これで決まりだな。

　冒険者予備校バウルブルク支部において、俺はこの世界で初めて学園祭を開くのだ。

「あの、あなた」

「どうしたの？　エリーゼ」

「でしたら、同時に教室で普段学習したことの発表なども行ってはいかがでしょうか？」

　さすがは、真面目で完璧超人のエリーゼ。

　学園祭において一番必要のない部分……本来はこれが正しい内容なのだけど……文化祭の部分に気がついてしまうとは。

　しかしながら、その要素はつまらないので排除したい。

　もしそんな、聞いているだけで眠たくなりそうな発表を『先生、聞いてください』なんて全部聞かされた日には、俺は居眠りばかりしてしまうであろう。

　本来の意義的な要素は、この際カットだ。

　この世界に普及させてなるものか。

「普段と違うことをする、これはレクリエーションでもあるんだよ。学園祭の時くらいは、毎日の講義や勉学から離れてみるのもいいものさ」

「なるほど。そういう心の入れ替えも目的なのですね」

「そうなんだ」

　学園祭は、リフレッシュのためでもある。

　と、かなり苦しい言い訳だったが、エリーゼが本物の学園祭を知らないおかげで助かった。

　ちょっと悪い気もしてしまうが、とにかく俺は予備校で学園祭を開くことにするのであった。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「ということで、魔法使いクラスも十チームくらいに分かれてお店をやりましょう。売り上げがいい店舗のチームには賞金も出ます。あと、当日はバウルブルクの町の人たちも来るので、ちゃんとしたお店をやるように。他のクラスも同様にお店を出すのですが、あまり販売するものが被かぶらないよう、そこはよく話し合ってください」




　俺は、一週間後に学園祭を行うことと、学園祭とはどういうものなのかを生徒たちに説明した。

　説明は終わったので、あとはアグネスにお任せである。

　別に決めたわけじゃないんだが、いつの間にかアグネスがクラス委員長のような存在になっていたのだ。

「チーム分けは、掃除当番と同じでいいでしょうか？」

「「「「「「「「「「賛成！」」」」」」」」」」

　アグネスの提案は、すぐクラスメイトたちに受け入れられた。

　さすがは、クラス委員長である。

　しかも、掃除当番のチームを利用するなんて、なかなかのアイデアだ。

　チーム分けで揉もめると、時間がかかるからな。

　仲間外れとか出ると、イジメみたいで嫌だし。

「あとは、十店舗で販売するものが被らないようにしましょう。それぞれに決めて、黒板に書いてください」

「アグネス、手際いいなぁ」

　前世でクラス委員なんてやったことのない俺では、ここまで上手く仕切れないと思う。

「では、チームごとに話し合ってください」

　本当、アグネスって優秀だな。

　そして十分後、黒板に各チームが販売したいものが書かれた。

「ジュース、ジュース、ジュース、ジュース……かぁ───！　みんな、あまりに無個性じゃないか！」

　俺は、先生になって初めて生徒たちを怒った。

「みんなジュースって、お客さんがお腹タプタプになるし！」

「先生、そこはあまり重要じゃないです」

　どうやら、頭に血が上りすぎていたようだ。

　シンディに指摘され、俺は冷静になった。

「みんな、どの店舗も必ず魔法を利用して作ったものを販売するんだ。なぜなら、これも魔法の修行だからです。真面目にやるように。ジュースなんて、バウルブルクの町で果物を仕入れてくればいいとか、そういう風に考えていたのかな？」

　そもそもジュースの屋台なんて、魔法使い以外のクラスで取り合いになっているはず。

　この魔法使いクラスでは、まず認められない。

「なるべくお店が被らないようにしてください」

「じゃあ、僕は氷の魔法が得意なので、うちのチームはシャーベットの屋台をやります」

「それはいいな」

　クラスでも優秀な、氷魔法を使う男子生徒が、果物を使って作るシャーベットの屋台をやりたいと提案した。

　これなら魔法使いにしかできないというか、魔道具を借りて作ると高くつくので、うちがやった方がいい。

「次は？」

「俺は火魔法しか使えないので、魔法で肉を焼いているのを見せながら売るのはどうでしょうか？　王都で見たことがあるんです」

「それもいいね」

　なんだ。ちゃんとアイデアが出てくるじゃないか。

　大規模なお祭りで屋台の内容が被ることはざらだけど、魔法で肉を焼いているところを見せる、といったような独自の工夫があれば被っても問題ないであろう。

「他には？」

「私、子供の頃からお爺じいちゃんにお酒を作っていました。あまり美お味いしくないんですけど」

「美味しくない？」

「味がないんです。本当にお酒の成分だけで、お爺ちゃんは果汁とかで割って飲んでいました」

「バウルブルクでは、魔の森産の果物が手に入りやすいです。その果汁で割って売れば問題ないですね」

　なるほど。

　この女子生徒の魔法では、ほぼアルコール分だけのホワイトリカーのようなお酒しか作れないのか。

　俺もできるけど、考えようによっては色々と使えるので便利だろうな。

　これも採用だ。

「私は、河で魚を獲とってきて、火魔法で焼こうかな？」

「『ウィンドカッター』を工夫して、カットフルーツを売るのはどうですか？」

「両方採用！」

　若いというのは素晴らしいことである。

　次々といいアイデアが出てきて、どうやら順調に学園祭の用意ができそうであった。




「うわぁ、綺き麗れいな海ですね」

「いかにも南国って感じです」

「先生、泳ぎましょう」

「シンディ、それはあとでね」

　学園祭で出す屋台の内容はすべて決まったので、今日は魔の森以外で仕入れられるというか、獲れる材料の入手である。

　場所は、以前ヴィルマと一緒に海鮮バーベキューを楽しんだ、魔の森の南にある砂浜交じりの海岸地帯である。

　そういえば、あの時はヴィルマがサーペントの首を大斧おので一撃で刎はねていたな。

　懐かしい思い出だ。

「そんなとんでもないことを、『懐かしい思い出』で済ますヴェルが凄いけどな」

「ヴィルマもそう思っていると思うぞ」

「まあ、ヴィルマは動じない奴だからな……」

　今日は、アグネス、ベッティ、シンディの他に、エルも護衛役としてついてきていた。

「先生、サーペントも屋台で出すんですか？」

「さすがにそれはないかな？」

　アグネスの質問に俺は答える。

　すでにこの近くには港などができており、当然バウマイスター伯爵家の警備隊も常駐しているわけで、サーペントの目撃例はほとんどなくなってしまったそうだ。

　サーペントは、大勢の人間がそこにいると襲撃するのが面倒臭いとでも思うのか、途端に出現しなくなってしまうらしい。

　港町などには、滅多に出現しないというわけだ。

「今日の目的は、この南の海の海産物です」

　出店する屋台をクラスで話し合った結果、海産物を火魔法で焼いて出すというアイデアが出た。

　川魚を塩焼きにして出す屋台もやるのだが、やっぱり魚介は海のものに限る。

　だが、それをバウルブルクで仕入れると高い。

　そこで、俺とアグネスたちで獲りに来たというわけだ。

　ちなみに、魔法使いクラスのみならず、他のクラスが出店する何店舗かにも材料を提供することになっているため、出し抜きや贔ひい屓きといったものではない。

「沢山獲らなければいけないので大変なんだ」

「近くの港町で仕入れれば安いだろう？」

「ふんっ！」

「あがっ！」

　エルの奴め。ここでいきなり正論を言うな。

「今日俺たちが大量に仕入れてしまったら、それは回り回ってバウルブルクの海産物の値段を上げてしまうことになるだろう」

　俺は領主なので、領民たちに安定した物価で買い物をしてもらわなくてはいけないのだから。

「先生、さすがは先生です」

「もの凄い魔法使いなのに、領主様としてもお優しいなんて」

「尊敬してしまいます」

　ほら見ろ。

　アグネスたちは、ちゃんと俺の行いを評価してくれるじゃないか。

「もう一つ、学園祭では町の人たちも呼ぶから、売るものの値段をなるべく安くしたいんだ」

　年に一度、予備校の中に普通の人たちに入ってきてもらい、冒険者の卵たちと少しでも交流してもらえれば、彼らが卒業したあとも、冒険者としてやりやすいであろう。

　相互理解の場でもあるので、販売するものは少しでも安い方がいいというわけだ。

　ずっと安く売られるとなればバウルブルクの商人たちに怒られてしまうだろうが、そこは俺が事前に話を通してあった。

　『年に一度だけのお祭りで、屋台をやるのも素人だから』と。

　生徒数から考えても、販売できる量には限りがあるからな。

「というわけだよ、エル君。領主はそういうことも考えないとね」

「先生、先生は素晴らしい人です」

「私も、今先生の話を聞いて感動しました」

「さすがは、私たちの先生です」

　可愛かわいい弟子たちからの、賞賛の声が心地いいな。

「ただ自分がやりたかっただけのくせに……」

「ふんっ！」

　エルめ、お腹の筋肉が硬いな。

「痛いっての！」

　肘が痛くなってきた。

　それにしてもエルめ、さすがにつき合いが長いだけのことはある。

　俺の真意に、すぐ気がついてしまうのだから。

「とにかくだ！　今日はここで獲れるだけの海産物を獲る。この三人以外のメンバーは屋台の設営を頑張っているから、沢山獲って安心させてあげないとな」

「「「頑張ります！」」」

「俺も手伝うのか？」

「当たり前だ」

　エルは貴重な男手である。

　使わないでどうするというのだ。

「俺、ヴェルの護衛……」

「こんなところに刺客なんていない」

「そんなの絶対じゃないし……」

「エルヴィン様、私たちもいますから」

「先生になにかしようとしたら、『火炎』で焼いてしまいます！」

「『ウィンドカッター』で切り裂いちゃうんだから！」

「お前の弟子たち、みんな怖いわ」

　エルがアグネスたちに失礼なことを抜かしたが、あとで扱こき使って罰を与えればいいのだと、早速、魚介類の確保を始めるのであった。




「エル、獲れたか？」

「沢山獲れるけど、ヴィルマのようにはいかないな」

「ヴィルマはプロだからな。アグネスたちも順調なようだ」

　魚介類を獲り始めるが、さすがはあまり荒らされていないポイント。

　運動神経抜群なエルが素潜りをする度に、大きなエビや貝を大量に獲ってきた。

　日本でこんなに沢山獲れたら、きっと多くの漁師たちが殺到するだろうな。

「先生、沢山いますね」

「こんなにいっぱい獲れましたよ、先生」

　アグネスとシンディも、『魔法障壁』を応用して顔の周りだけを空気で覆い、海に長時間潜って獲物を獲っていた。

　ベッティに追加の網を運んでもらうほどの大漁だ。

「アグネスとシンディの勝ち」

「俺、魔法は使えないから、潜れる時間に限界があるんだけど……」

　ハンデがありすぎて勝負にもならんと、エルが俺に文句を言った。

「景色は悪くないな」

　今日は海に潜っての漁なので、アグネスたちもワンピースタイプの水着姿であった。

　漁に必要なので、俺が用意したのだ。

　必要だから用意したわけで、決して他意はない。

　三人の水着姿を見て鼻の下を伸ばしているエルとは違ってな。

「そう言っているエルの水着姿は汚いわけだが」

「人のことが言えるのか？」

　野郎の海パン姿への評価など、どこの世界でもほぼ同じというわけだ。

「ヴェルは、どうだったんだ？」

「大漁でしたよ」

　俺とベッティで底引き網モドキをやり、大量の魚を獲ることに成功した。

　これも魔法の袋に入れて鮮度を保ち、当日焼いて売れば儲もうかるだろう。

「先生、次は私が網を引っ張ります」

「次は私ですね」

　『飛ひ翔しょう』で海上に浮かびながら、二人で息を合わせて網を引くというのも魔法の特訓なので、次はシンディ、最後にアグネスが交替して網を引いて大量の魚を獲得できた。

　俺ともう一人が網を引いている間は、残り二人は海に潜って貝やエビなどを獲る。

「空中に浮かびながら網を引くのは、『飛翔』と同時に他の魔法や動作を行うための訓練でもある。海上で行動できるというのは、冒険者として圧倒的に有利だ。年を取って魔物を狩るのが難しくなっても、漁で稼げるかもしれないから」

「先生はやっぱり凄いです！」

「先生の訓練には無駄がないんですね！」

「私、もっと頑張ります」

　いやあ、本当に弟子たちからの賞賛が心地いいわ。

「……あの子たちは魔法があるからいいけど、俺、もう限界……」

　そういえば、エルはずっと素潜りして獲物を獲っているはずだけど、どうなったんだろう？

　と思っていたら、彼は砂浜の上でバテていた。




「疲れたなぁ……焼いたエビが美う味まい」

「エルヴィン様、貝も焼けましたよ。ここに先生から貰もらったおショウユを垂らして……っと」

「これも美味いなぁ」

　数時間で予定していた量の魚介類の確保に成功し、俺たちは昼飯を兼ねてそれを網で焼いて食べることにした。

　午前中ずっと素潜りしていたエルは疲労困こん憊ぱいのようであったが、ベッティから焼けたエビや貝を貰うと、美味しそうに食べていた。

　可愛い女の子から給仕されるのも嬉うれしいはずだ。

「先生、このくらいで大丈夫でしょうか？」

「あまり獲っても、というのもある」

　予備校の生徒たちが一日で調理して提供できる量には限りがあるし、あまり獲りすぎると、ここに魚介類がいなくなってしまう。

「先生、売り切れたらどうするのですか？」

　飲食店経営者を兄に持つだけあって、ベッティはそういうことにも敏感だった。

　最初、お兄さんがあの様ざまだったので、一人でも多くのお客さんに提供できた方がいいと思っているのだ。

「一日だけの行事で、プロのお店ではないのだから、むしろ余らせない方がいいんだ。少し足りないくらいが、来年以降も盛り上がる秘ひ訣けつかな」

　次の年こそは学園祭の屋台で食べようと、またお客さんが来てくれるわけだ。

「それに、お腹いっぱいにならなかった人は、学園祭の帰りに近くの飲食店に入る。うちは本業じゃないんだから、近所の飲食店のパイを全部奪うのはよくない。交流のための行事でもあるんだから」

「なるほど！　さすがは先生です！」

「そこまで深く考えられるなんて！」

「凄いです！」

　いやあ、ただ前世の分も含めて年の功なだけなんだけど、弟子たちの賞賛が心地いいな。

「本当、自分の願望を満たすため、よくぞここまで表向きの理由を考えられるよな」

「ふんっ！」

「うぐ……図星だからか？」

　俺の肘打ちを受けたエルが、苦く悶もんの表情を浮かべながらもさらに反撃を続けた。

　しつこい奴め。

「あのぅ、バウマイスター伯爵様。今日の成果はいかがでしたか？」

　とそこに、近くの港町に住む老漁師が俺たちの様子を見にやってきた。

　彼がここの情報をくれたのだが、それだけに漁の結果が気になっていたようだ。

「おかげ様で助かったよ」

「それはよかったですな」

　老漁師にも焼けた魚介を勧めながら、俺たちは話を続ける。

「そういえば、『悪魔の使い』は獲れなかったようですな」

「悪魔の使い？」

「はい。獲れるポイントは限定されているのですが、人間ほどの大きさで、足が八本もあって、体表はヌルヌルしておりまして。見かけが悪く不気味なので、現地の人間は悪魔の使いと呼んでおります」

　それって、あの生き物だよな。

　北方には普通にいて、ミズホ人が大好きなアレだ。

「茹ゆでて食べると、実は淡白で、歯ごたえがあって。これがなかなかイケるのですよ」

　間違いないな。

　話からすると北方のものよりちょっと大きいけど、ここにもいたのか。

　食べられるタコが。

「珍しい魚介類か。これも獲って帰るか」

「判断早っ！」

　俺の即断に、エルが驚きの声をあげた。

　というかエルよ、つき合いが長いくせに、俺が食べ物のことで妥協するとでも思ったのか？

「でも、先生。この辺は粗方探りましたけど、そんな生き物いませんでしたよ」

「私も見ませんでした」

「私もです」

　アグネスたちは、タコを見ていないと言う。

　そういえば、俺も見ていないな。

「悪魔の使いは、岩場の穴の中とか、とにかく隠れやすい場所にいます。悪魔の使いがいそうなポイントを意識して探るのが捕まえるコツです」

　なるほど、タコが隠れたいような場所を集中的に探す。

　いわば、タコの気持ちになって探せばいいというわけか。

「では、早速……」

「先生、私がやります！」

　アグネスが志願して、最初に潜ることになった。

「この辺ですかね？」

「わかりました、お爺さん」

　老漁師のアドバイスに従い、アグネスは海に潜っていく。

　そして、数分が経たった。

「大丈夫か？　あの子」

「大丈夫だよ」

　だって、アグネスたちは『魔法障壁』を応用した魔法で顔を覆って空気を確保しているのだから。

「こんなに潜っていられるとは、魔法ってのは便利ですな」

　老漁師は、潜水の名人でもこんなに長時間海に潜れる人は少ないと、アグネスに感心していた。

「出てくるぞ」

　みんなで話をしていたら、どうやらアグネスがなにかを捕まえたようだ。

　アグネスは海上に浮かび上がると、さらに『飛翔』を用いて砂浜に見事着地……したと思ったら、なんか様子がおかしい。

「先生ぇ───！　抜けられませぇ───ん！　なんかヌルヌルしますぅ───！」

　なるほど。

　俺は一瞬で状況を理解してしまった。

　アグネスは、自分の身長よりも大きなタコに纏わりつかれていたのだ。

　ワンピースタイプの水着の上を大きなタコの足が這はいまわり、タコの粘液でヌルヌルしてかなり大変な状況になっていた。

「おおっ！　これはいい！」

「いいわけあるか！」

「痛ぇ！」

　俺は、わけのわからないことを口走ったエルに肘打ちをかました。

　身長差で、拳を頭上に落とせないのが恨めしい。

「若い頃を思い出すのぉ……婆さんと……」

　ちなみに、老漁師の爺さんもエルの同類だった。

　というか、あんたは若い頃に奥さんとなにをしていたんだよ！

「などと余計なことを考えている場合ではない！　アグネス、先生に任せて冷静になれ」
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「はい」

　アグネスが暴れたままだと近づけないので、まずは彼女に落ち着くように言った。

　すぐに彼女が大人しくなったので、俺はすかさず魔法の袋から取り出した長いキリで、大ダコの目と目の間に一撃を入れる。

　タコは、こうすると簡単に締められるのだ。

　大ダコなので、長いキリを使うなどの工夫は必要だけど。

「アグネス、大丈夫か？」

「先生、助かりました」

　随分と大げさな気もするが、タコは見た目がアレなので、女の子だと余計気持ち悪いのかもしれない。

「なんか、ヌルヌルします」

「海水で洗えば大丈夫」

「先生って冷静で、大人の男性ですね。ありがとうございました」

　アグネスは俺にお礼を言うと、海水で体を洗い始めた。

「つうか、不気味だな、これ」

　初めて大ダコを見たのであろう。エルも『こんなの、本当に食えるのか？』とでも言いたげな表情を浮かべていた。

「とても美味しいのですが、見た目のせいで人気がないですね。港にある教会の司祭様が『悪魔の使いだ！』なんて言うから、通称が『悪魔の使い』なんです」

　アグネスを見ればわかるとおり、獲るのも大変で、しかも売れない。そのため、漁師たちか地元の人たちだけで楽しむ食材なのだと、老漁師が説明した。

「食べてみればわかることだ」

　俺たちは、早速この大ダコを調理することにした。

「内臓と口の部分を取り除き、ヌルヌルは塩でよく揉んでから洗えばいい」

「ヴェル、妙に詳しいんだな」

「というか、想像つくから」

　勿論、知っていたからなんだが。

「我々も、同じように調理しますな」

「先生、大きな鍋にお湯が沸きました」

「ありがとう、ベッティ」

　大ダコのヌメリが取れたら、それを水を沸騰させた大鍋の中に足先から入れていく。

　大ダコなので時間はかかるが、煮えてしまえば下ごしらえは終了だ。

「味見をしよう」

　足先をナイフで切り分け、ショウユをつけて食べる久々のタコはとても美味しかった。

　ワサビがあれば、もっとよかったかも。

「見かけによらない美味しさだな」

「苦労した甲か斐いがあります」

「適度な歯ごたえがいいですね。味が淡白なので、色々な料理に使えるかもしれません」

「先生、もっと食べたいです」

　茹で上がった大ダコの身を、俺たちは心ゆくまで楽しんだ。

「では、次は私もいきます！」

　まだ大ダコの身は大量に残っていたが、学園祭の屋台で使える量にはまったく足りていない。

　そこでシンディが、自分も大ダコを獲ると宣言して準備を始めた。

「シンディ、アグネスがあんな感じになってしまったわけで、無理をする必要はないと思うよ」

「いいえ！　これも魔法を上達させる試練なのです！　アグネスがやり遂げたのだから、私も頑張ります！」

「でもな……」

「行きます！」

　シンディは、俺の静止を振り切って海に潜ってしまった。

　そして再び数分後……。

「先生ぇ───！　どうしていちいち体に絡みついてくるんですかぁ───！　悪魔の使いだからですかぁ───！」

　またも、予想された悲劇が発生した。

　大ダコの足が全身に絡みついたシンディが、『飛翔』を使って強引に砂浜に着地したのだ。

　アグネスに続いて、なにか心の奥底から本能に訴えてきそうな光景ではある。

「おおっ！　俺の中のなにかが変わりそうだ……」

「変わるな！」

　俺は、アグネスの時に続き妙なことを口走ったエルに肘打ちを食らわす。

「若い頃、近所の後家さんに……」

　だから、爺さん。あんたの若い頃のそんな話なんてどうでもいいんだって。

　俺は、またも長いキリで大ダコの目と目の間を突いて締めた。

「先生、ありがとうございます」

「次は私ですね。兄はともかく、ローザさんにいい食材だと教えられるかもしれません。行きます！」

「別に、自分で獲りに行かなくてもなぁ……」

　ベッティも、自分だけ俺からの試練を受けていないような仲間外れ感に陥ったようで、俺の制止を振り切って海へと飛び込んでいった。

　そしてやはり……。

「どうしてこんな場所に絡みつくのよぉ───！　悪魔の使いめ！　そこに絡みつくな！」

　残念ながら、二度あることは三度ある。

　ベッティも、大ダコの足を全身に絡ませながら砂浜に着地した。

「水着の中に足を入れるなぁ！」

「頑張れ！　悪魔の使い！」

「頑張れじゃない！」

　今日はもうこれで何度目になるのか。

　俺はエルに肘打ちを食らわせてから、長いキリで大ダコを締めた。

「なるほど、これからは若い女子に悪魔の使い漁をさせれば……」

　この老漁師、とんでもないことを計画していやがるな。

　アグネスたちは『飛翔』で海中から脱出できるからいいけど、魔法が使えない人には危険な漁だというのに。

「そうですか？　長いキリで目と目の間を突けばよろしいのでは？」

「そうなんですけどね……」

　その後も順調に大ダコは獲れ、この日の食材採取は予想以上の成果を挙げることに成功したのであった。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「それでは、冒険者予備校学園祭の開始です！」




　遂ついに学園祭当日となった。

　俺が上空に開始の花火代わりの『ファイヤーボール』をあげると同時に門が開き、多くのバウルブルクの住民たちが校内に入ってくる。

　普段訓練で使うグラウンドには一週間の準備期間で作られた各種屋台が並び、入ってきた住民たちは早速興味があるものから購入して食べ始めていた。

　素人屋台ゆえの安さなので、どこの屋台の商品も飛ぶように売れていく。

　生徒たちも調理や接客で大忙しのようであった。

「さあさあ、お立ち合い！　このように空中に投げたフルーツが、私の魔法でひと口大にカットされます」

「事前に魔法で冷やしてありますよ」

「得意の火魔法でこのとおり、猪いのしし肉の串焼きも焼き立ての熱々です」

「うちは、特別ルートで仕入れた大きな貝、エビ、魚を焼いています。是非お試しください」

「魔法で仕留めた貴重なホロホロ鳥の焼き鳥が、なんとこのお値段！　早い者勝ちですよ」

「カキ氷はいかがですか？　秘伝の魔法で細かく削ります！　シロップの種類も豊富です」

　魔法使いのクラスも、それ以外のクラスも、予想以上の盛況ぶりでとてもよく売れていた。

　売り上げトップには賞金が出るし、屋台での収益はチームで山分けとなるので、みんな気合を入れて屋台を回していた。

　そんな中、俺とエルはアグネスたちがやっている屋台へと向かった。

　本当はエリーゼたちも連れてきたかったのだが、この人混みでお腹も大きいとなれば仕方がない。

　ローデリヒがひどく反対していたな。

「あとでお土産でも買って帰るかな。ハルカさんに」

「そうだな。俺もエリーゼたちに」

　せっかくの学園祭なのに、ここに来れなかったから残念がっているだろう。

　お土産くらい買って帰るのが、優しい夫の務めなのだから。

「そういえば、ヴェルの弟子たちの屋台って、あの悪魔の使いを使った料理を出すんだろう？　大丈夫なのか？」

「ふふっ、大丈夫。だって、この屋台は俺が自らプロデュースしたのだから」

「それ、卑ひ怯きょうじゃねえ？」

「だから、売り上げ競争からは除外してある」

　さすがに、そこまでの依え怙こ贔ひい屓きはしないさ。

　その分、売り上げはいいはずだから、利益を分け合えば十分な金額になると思う。

「自信あるんだな……って！　マジで人並んでるよ！」

　俺の予想どおり、アグネスたちの大ダコを使った料理の屋台には、珍しさもあってか多くの人が並んでいた。

「随分と変わった形の鉄板なんだな」

「俺が特注したからな。領主権限で」

「そこまでやるのかよ……」

　大凡おおよその予想はつくと思うが、俺がアグネスたちにやらせている料理とは、『タコ焼き』であった。

　せっかく新鮮なタコが手に入ったので、つい作りたくなってしまったのだ。

　茹でたタコは先日獲ったもの。小麦粉と卵はどこにでもあるし、出だ汁し、紅ショウガ、天カス、青あお海の苔り、カツオブシ、ネギはミズホで安く売っていた。

　ソースとマヨネーズは、アルテリオ商会から安く仕入れられる。

　鉄板は特注で少し高かったが、これからも使えるので問題ない。

　必要なものさえ揃そろえたら、あとはちゃんと焼けるように練習を重ねるのみ。

　タコ焼き用の鉄板に油を馴な染じませる必要があるので、三日ほど前からアグネスたちはタコ焼きを焼く練習をしていたのだ。

　しかも、魔法を使って。

　火力の調整、鉄板にハケで油を塗る、タネを流し込む、タコや他の具材を入れる、焼けたタコ焼きをひっくり返す。

　これらすべての動作を魔法で行い、それをお客さんたちに見せる。

　お客さんが来れば来るほど、アグネスたちにとっては魔法の修練にもなるというわけだ。

「スパルタだな」

「アグネスたち六人で、材料が尽きるまでタコ焼きを焼き続けられるか。学園祭も訓練なのだ」

　魔法使い以外のクラスだって、肉や川魚などの材料を狩猟や漁で自分たちで得ている。

　必要な器具を近所の飲食店と交渉して借りたり、仕入れで適正価格になるように値段交渉したり。冒険者としてのみならず、学園祭は社会人としての訓練の場でもあるというわけだ。

　この世界に、社会人という単語はないけれど。

「みんな、調子はどうだ？」

「焼いても焼いても終わりません」

　アグネスは、忙しそうにタコ焼きを焼いていた。

　魔法で焼いているので集中しなければならず、俺たちがこれ以上邪魔をするのはよくないな。

　俺はこの予備校のオーナーなので、すべての屋台を視察せねばならず、時おり串焼きなどを購入してエルと食べながら視察を続けた。

　昼時になるとさらにお客さんが増え、そこから二時間ほどですべての屋台の商品が売り切れてしまったので、そこで学園祭は終わりとなった。

　予想以上の盛り上がりで、学園祭はとても上手くいった。

　この調子なら、来年以降も大丈夫であろう。

　売り上げの表彰も行われ、狩猟で得た猪やウサギの肉の串焼きを売っていたチームが賞金をゲットした。

　無論、アグネスたちのタコ焼き屋が最も売り上げていたのだが、当初の決まりどおりに除外されている。

「肉は外さないな」

「とりあえず、食いたくなるよな」

　実際に焼けているところを見ると、人は肉が欲しくなるのであろう。

　表彰が終わると、予備校関係者のみの後夜祭となった。

　もっとも、バウルブルクは街灯の数が少なく夜はかなり暗くなるので、日が落ちるまでの間であったが。

　取っておいた食材でそれぞれ調理をし、交換しながら楽しむというわけだ。

「先生、私も大分上手になりましたよ」

　アグネスたちのタコ焼き屋台へ向かうと、シンディが自分で焼いたタコ焼きを出してくれた。

　味見をすると、前世で食べたタコ焼きと同じ味であった。

「これ、お兄さんのお店でも使えるかもしれませんね」

「材料次第かな？」

　結構ミズホ頼りの食材が多いので、安く出すには現地で入手可能な食材を組み合わせて作らないといけないかもしれない。俺は、ベッティにそう説明した。

「そのくらいの工夫はできると思うんです。お兄さんも一応料理人なので」

「そうだね」

　ベッティは、相変わらず兄に厳しい妹だなと思ってしまった。

　その厳しさがないと、彼はまたおかしな方向に進むのかもしれないけど。

「先生、奥様たちの分も作ってあるので、持ち帰ってくださいね」

「ありがとう、みんな。気を使ってもらって悪いな」

「とても楽しかったですよ」

「来年もやりたいです」

「シンディ、予備校に留年はないのよ」

「そうだった！」

　こうして無事に学園祭は終わり、翌年以降もこの行事は続けられることとなった。

　さらに、学園祭を視察したヘリック校長が王都の予備校にも導入し、続けて他の予備校にも学園祭という行事が普及していくのであった。
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「美味しいですね。ですが……」

「美味しいけど……」

「そうだね、美味しくはあるんだよ」

「美味しい。でも、疑問はある」

「ですわね」

「そうだな、どうしてなんだろうな？」

「どこかの郷土料理なのでしょうか？」

「聞いたことがないの」




　お土産にアグネスたちが焼いたタコ焼きを持ち帰ったのだが、試食したエリーゼたちはタコ焼きという料理に疑問点があるらしい。

　味は褒めてくれたが、首を傾かしげながら食べていた。

「そんなにおかしいかな？」

「ねえ、ヴェル君」

「はい」

「この料理って、どうして南で獲ってきた悪魔の使いの身が入っているのかしら？　別にお肉でもお魚でも、お野菜でも、チーズとかでもいいような気がするわ」

「どうして、ですか……」

　そう言われると、確かにそうだ。

　タコ焼きって、どうしてタコが入っているんだろう？

　考えたこともなかった。

「美味しいからじゃないでしょうか？」

　正直なところまったくわからなかったので、俺はアマーリエ義姉さんからの問いに対し、お茶を濁しながら答えるのであった。




　結局、タコはバウルブルクでもまったく普及せず、タコ焼きっぽい料理なら街角でも売られるようになったが、中身は肉、魚、チーズなど、タコ以外の具材が主流となった。

　残念ながら、タコ焼きが普及するのは大分先のことであった。





第二話　ヴェンデリンの受難







「これが、古代魔法文明時代に作られた地下遺跡なのであるな。残念ながら経年劣化も激しく、考古学的な資料も少ない。当然、貴殿ら冒険者たちが求めるお宝などもないのであるな。バウルブルク内にあるので、今日貴殿らが見学したあと、地下室のある警備隊駐屯地に改築されるのであるな」

「お宝ないんですか、残念」

「シンディ、もしお宝があったとしても、とっくに運び出されていると思うな」

「アグネスの言うとおりだよね。予備校生の私たちが実習でここに入れる時点で、ここにはお宝はないと思う」

「もう持ち出されているのかぁ……本当に残念」

「ここに限っては、持ち出せるものすらなかったのであるな、お嬢ちゃんたち」




　予備校の講義は、基本的に一部行事を除いて校内のみで行われる。

　だが、バウマイスター伯爵領内には多数の地下遺跡があり、その中にはバウルブルク内に存在するものもある。

　それらの探索と調査はとっくに終わっており、この地下遺跡もそうであった。

　お宝は存在せず、アーネストが求めるような考古学的な価値があるものやその痕跡は、経年劣化が激しくて確認できなかったが、地下の部分は再利用できるということで、警備隊の新しい駐屯地に改装されることが決まっていた。

　警備隊は治安維持組織なので、地下に牢ろう屋やとか倉庫があった方が都合がいいというわけだ。

　その改装が始まる前に、冒険者の卵たちに古代魔法文明時代の地下遺跡を見てもらおうというのが、今日の実習の趣旨であった。

　講師役は、魔道具で長い耳を隠したアーネストである。

　最初は居候のくせに、生意気にも渋っていたが、別の新しい地下遺跡が探索できると知ったら、すんなりと受け入れた。

　アーネストは大学の教授でもあったそうで、魔法使いクラスの生徒たちへの説明を無難にこなしていた。

　とはいえ、この地下遺跡は本当にただの石造りの地下室なので、生徒たちの関心は薄いようだ。

　冒険者を目指す以上、やはり地下遺跡にはお宝があってほしいと考えるのは当然だからだ。

「みんな、成人するまではそういう場所に入れないから、今日は地下遺跡の雰囲気を感じ取って帰るように」

「「「「「「「「「「はいっ！」」」」」」」」」」

　まさか、予備校の生徒たちを未探索の地下遺跡に入れるわけにはいかない。

　今はここが限界というわけだ。

「地下に潜るだけで、地上とは雰囲気が変わるだろう？　そういうのを知っているだけでも、いい経験になったと思ってくれ」

　今のところは、地下に潜った時の雰囲気だけでも覚えておいてくれと説明した。




「バウマイスター伯爵、約束を守るのであるな」

「あ───、はいはい」

　無事、その日の地下遺跡見学が終わると、アーネストは臨時講師役をした見返りにちゃんと新しい地下遺跡探索を手伝うようにと、殊更強く言った。

　伯爵様である俺が約束を破るなんて、そんなことは絶対にない……と思っていたら、実は一つ大切なことを忘れていた。

「エリーゼたちは参加できないじゃん。俺だけじゃあ駄目だろう」

「そういえばそうだった」

　エルに指摘されるまで、エリーゼたちが産休中であることをすっかり失念していた。

　もうそろそろお腹も目立ち始めているというのに……。

　安請け合いしてしまったなと反省した俺は、アーネストに延期を申し出た。

「貴族は約束を守るもの、だったのでは？　であるな」

「行かないとは言っていない。エリーゼたちが出産して、冒険者としての勘を取り戻してからだ」

　二、三年後にはなるであろうが、別に嘘うそはついていない。

　アーネストはその間、沢山論文を書いていればいいのだ。

「というわけで、今は無理」

「さすがに、それはないのであるな。バウマイスター伯爵領には無数に地下遺跡が点在しているのであるから、そんなに期間を開けられると困るのであるな」

　魔族は長生きするくせに、意外とせっかちな奴だな。

「いくら魔族が人間よりも長生きするとはいえ、別にその分、気が長いわけではないのであるな」

「しかしだなぁ……」

　アーネストの場合、あまり外部の人間にその存在を知られたくないので、他の冒険者に委託するわけにはいかないのだ。

　普段発掘を手伝っている家臣たちは戦闘力がないので、彼らも同行者には適さない。

「人間も魔族も、時に諦めが必要だって」

「うぬぬ……なのであるな。では、純粋な学術調査に切り替えるのであるな」

　そう言うと、アーネストは地図を取り出し、バウルブルクに隣接、といっても過言ではない位置にある地下遺跡を示した。

「つい最近見つかった地下遺跡であるな。警備隊による調査で安全は確認されていて、我が輩たちはここに入る許可を申請中なのであるな。お役所特有の仕事の遅さで、いつ許可が下りるかわからぬのであるな」

「お前、何気に俺を批判しているだろう……」

　バウルブルクに隣接している地下遺跡なら、警備隊が調査後に封鎖していても不思議ではない。

　子供が入り込んでしまうかもしれないし、お宝はなくても装飾品や地下遺跡を構成している石材などが盗まれるかもしれない。

　最近、バウルブルクは人口の急増により家屋が不足しており、その材料として地下遺跡にある石材が盗まれたなんて話もあったからだ。

　アーネストの申請がなかなか通らないのは……こいつを知っているうちの家臣が少ないからというのもある。

　まさか、『バウマイスター伯爵家で匿かくまっている魔族の学者なので、優先的に地下遺跡を学術調査する許可を与えるように』と、俺が通達するわけにいかないからだ。

「ああ、あそこの地下遺跡ね」

「知っているのか？」

　エルは、アーネストが教えてくれた地下遺跡の存在を知っていた。

「地下二階までしかなく、お宝はなにもない地下遺跡だな。内部の装飾とかは大分派手で、考古学者好みだろうな」

　つまり、金銭的な価値はさほどでもないが、学術的な価値が高い地下遺跡というわけか。

「じゃあ、そこにはつき合ってやるから」

「三人でか？」

「別によくないか？」

　警備隊が見張っているのなら、そこから何人か借りればいいのだから。

「現地には侵入を防ぐためだけの人員しか配置されていないから、人を借りるのは無理じゃないかな。それでなくても警備隊は人数不足なのだから、そんな余計な仕事を増やしたら可哀かわい想そうだろうが」

　となると、俺を護衛する人員が必要になるのか？

「あの娘っ子たちで問題ないのであるな」

「娘っ子たち？」

「バウマイスター伯爵の弟子である、あの三人であるな」

　アーネストは、アグネスたちを俺の護衛にすればいいと言った。

「どうせ地下遺跡の中で、我が輩が下調べをするだけであるな。危険もないので、あの娘っ子たちで十分であるな」

　若いながらも、あの三人は将来を嘱望された魔法使いである。

　形だけとはいえ、護衛役に任じるのは悪くないか。

　本当は未成年なので駄目なんだが、俺は貴族でこの地の領主だ。

　過去に俺が未成年でグレードグランド討伐の任に就いたように、当主命令で護衛を頼んでも問題はない。

「それはいいな。あの三人が加われば問題ない」

　まったく危険のない地下遺跡での護衛に、未成年とはいえ魔法使いが三人。

　過剰というか、他の貴族が聞けば『贅ぜい沢たくだ！』と言うかもしれないな。

「三人に聞いてみるかな……」

　予備校の講義が終わる午後からにすればいいし、アルバイト代も色をつければ問題ないであろう。

　実質、仕事などほとんどないので、結構割のいいアルバイトだと喜んでくれるかもしれない。




「地下遺跡で先生の護衛役ですか？　引き受けます」

「先生、私頑張りますよ」

「どんな地下遺跡だろう？」

　早速三人に仕事を打診したところ、喜んで引き受けてくれたので、俺たちはアーネストに付き添い地下遺跡探索へと向かうのであった。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「なるほど……学術的な価値は高いわけか」

「おおっ───！　これは予想以上なのであるな！」




　翌日の午後、俺たちはバウルブルクの端に見つかった件くだんの地下遺跡へと潜った。

　入り口では二名の警備隊員が見張りをしており、彼らが言うには、盗掘に備え交替制で見張りをしているそうだ。

　早速地下遺跡の中に入ると、その天井も壁も立体的に彫られた竜で埋め尽くされていた。

　地下遺跡は神殿のような造りで、様々な姿格好の竜の石像が配置され、大理石と思われる石柱のすべてに躍動感溢あふれる竜が彫られていた。

　それを見たアーネストは、大はしゃぎしながらあちこち見て回り、熱心にメモなどを取っていた。

　俺も最初は感動したのだが……こういうのは、三十分も見れば飽きるな。

「先生、この地下遺跡は神殿なのでしょうか？」

　俺と一緒に地下遺跡を見ていたアグネスが質問してきた。

「どうだろう？　実はその昔、竜を信仰する古代宗教があったりして」

「そういう宗教はたしかに実在していたのであるが、この地下遺跡とは関係ないのであるな」

　俺の代わりに、アーネストがアグネスの質問に答えた。

「言い切ったな」

　言い切ったということは、よほど自分の説に自信があるのであろう。

「ここに彫られた竜は見事であるが、過去に出土した、竜を崇あがめる宗教施設にあったものとはまるでデザインが違うのであるな。完全に装飾目的だと思うのであるな」

「なるほどねぇ」

　地下二階のほぼすべてを竜で装飾かぁ……この地下遺跡、なんのために作られたんだろう？

「それは、後日、学術調査をする予定なのであるな。ところで、エルヴィンはどこに行ったのであるな？」

「あれ？　そういえば……」

　周囲を見渡してもエルがいなかったので、俺は巨大な石柱に彫られた竜を見ているアグネスに聞いてみた。

「エルヴィン様なら、トイレだそうです」

「先に行っとけよ……」

　この地下遺跡で立ちションというわけにもいかないが、幸いこの地下遺跡は町に隣接している。

　俺に危険もなさそうなので、外にトイレを借りに行ったようだ。

「まあいいけど。アーネスト、もうそろそろいいだろう？」

「そうであるな」

　今日は学術調査に向けた下調べなので、一時間ほどでアーネストもやることがなくなってしまったようだ。

　俺がもう帰ろうと言ったら、珍しく文句も言わず賛同した。

「アグネス、シンディ、ベッティも帰るぞ」

「もうですか？」

「これで報酬が出るのは申し訳ないです」

「まだ一時間ほどですよ」

　アグネスたちは、こんなに簡単な仕事で普段よりも多くの報酬を貰もらうことを後ろめたく思ってしまったようだ。

「思っていたよりも早く終わったけど、三人はちゃんと与えられた仕事をこなしたんだ。気にするな」

「でも、地下遺跡を見ていただけですし」

「俺になにかないように護衛するのが、アグネスたちの仕事なんだ。現に俺はなんともなっていないし、あとは地上に戻るだけ。仕事には成功しているんだから気にする必要はないさ」

　やはり、アグネスは真面目だよな。

　こんな簡単な仕事で報酬を貰うことを、悪いと思っているのだから。

「そういうことだから帰ろうか」

「先生、あれは？」

　俺が撤収命令を出した直後、シンディがなにかを見つけたようだ。

　それがなんなのか確認しようと彼女の指差す方を見ると、そこにいたのは一匹のネズミだった。

　この地下遺跡に入ってから、初めて見る生き物だな。

「ネズミかぁ……」

「先生、ただのネズミにしては……」

「あれ？　これは……」

　ベッティに指摘されたので改めてネズミを見てみると、それは生きたネズミではなかった。

　ちゃんと毛が生えていて巧妙にカモフラージュされているが、よく見ると肌の部分が金属のような色をしている……。

「造り物であるな。しかも、相当古いものなのであるな」

　アーネストが、ネズミを造り物だと断言した。

「貴重な学術資料なのであるな。魔導技術の研究にも使えるのであるな」

　本物と同じ大きさの、人工のネズミだからな。

　これを捕まえて研究すれば、魔導技術の発展に期待できるというわけだ。

「じゃあ、私が捕まえますね」

　それを知ったシンディは、ネズミを捕まえようと無防備に接近してしまう。

　ネズミの造り物なので、そこまで危険はないと思ったからであろう。

　だがそれは、冒険者としては軽率で、かつ危険な行動であった。

　俺は慌てて彼女を止めようとする。

「シンディ！　不用意に近づ……」

「えっ？」

　俺の言葉でシンディが振り向いたその瞬間、造り物のネズミの口からなにかの魔法が発射されたように感じた。

　今の今まで、ネズミからはなんの魔力も感じられなかった。いったいどういう仕組みなんだ……いや、今はそれどころじゃない。

　このままでは、シンディに魔法が直撃してしまう。

　『魔法障壁』では間に合わないと、俺は無意識にシンディを横に突き飛ばし、ネズミの魔法をこの身に受けた。

　目視できるような魔法ではないので、直接的なダメージはないはず。

　それでも、エルがいたら怒られただろうなとは思った。




「……？　あれ、特になんともないぞ？」

　ネズミの魔法を食らった俺だが、痛みは一切感じなかった。

　だが、やけに視界が低くなったような……。

「シンディ、大丈夫か？」

「はい……でも、先生が！」

「俺か？　……おや？　急にシンディが大きくなったような気がするな」

　なぜなら、今の俺はシンディの顔を見上げているのだから。

　一体どうしたというのだ？

「先生！　なんともないですか？」

「お体の具合はどうですか？」

　俺を心配してアグネスとベッティも駆け寄ってきたが、二人とも随分と大きくなった気がする。

「バウマイスター伯爵、現実を直視するのであるな。三人が大きくなったのではないのであるな。鏡を見てみるのであるな」

　俺は魔法の袋から手鏡を取り出して自分の顔を見てみた。

　というか、魔法の袋も、他の装飾品も、ローブすら随分と大きくなったような……。

　ローブに至っては、完全にブカブカではないか。

　そして、手鏡に映った俺の顔も……。

「まるで子供だな」

　この世界に転生してきたばかりの頃を思い出す。

「バウマイスター伯爵、いい加減、現実逃避をやめるのであるな」

「ああ、わかったよ」

　実は、ネズミが放った謎の魔法を食らった時から、ほぼ気がついてはいたさ。

　だが今までこんな魔法は聞いたこともなく、まさかという気持ちが残っていたのだ。しかし実際に体がこうも小さくなっているのを見るとな。

「ローブや服がブカブカすぎて、動きにくいであろう？」

「それもあるが、いきなりこんなに小さくなってしまったら、エリーゼたちがなんて言うかな？」

　もうすぐ子供も生まれるというのに、これではまるでお父さんではなく、お兄さんではないか。

「それを現実逃避と言うのであるな」

　アーネストの野郎……他ひ人と事ごとだからって……。

「先生、ごめんさない……でも、可愛かわいいです」

「先生、私たちがついていながら……可愛い」

「先生、大丈夫ですか？　可愛いなぁ」

　そして、アグネスたちに可愛いと言われながら囲まれてしまう俺。

「娘っ子たち、結構いい性格しているのであるな」

　ネズミの魔法を食らった俺は、なぜか子供になってしまったのであった。




「ネズミを追いかけるのであるな」

「どうしてだ？」

「我が輩が推察するに、バウマイスター伯爵を子供にしたネズミは、古代魔法文明時代の最先端魔道具であるな。大人の人間を子供にしてしまう特殊な魔法を使う造り物のネズミ。この魔法を解くキーは、ネズミの破壊と推察するのであるな」

　俺が子供になってしまって困惑していると、アーネストがとんでもないことを言い出した。

　なんと、俺が元に戻るには魔法を放ったネズミを破壊しなければいけないらしい。

「魔法は、いつか切れるのでは？」

「普通ならそうであるが、造り物のネズミはとてつもない長い時間、この地下遺跡に籠こもって活動を続けていたのであるな。ということは、バウマイスター伯爵を子供にし続けることも可能と見るのが賢明なのであるな。ネズミがなにかしらの方法で魔力を補充し続けて活動している限り、かけた魔法も継続し続けると見るのが、正しいのであるな」

　アグネスの疑問に対し、アーネストは自分の見解を述べた。

「ということは、あのネズミを逃がしてはいけないのでは？」

「そうであるな。小さい形なりでどこかに隠れられでもしたら、バウマイスター伯爵は死ぬまで子供のままであるな」

　アーネストの野郎、のん気にとんでもないことを抜かしやがって！

「先手必勝！　『フレイムアロー』！」

　ならば話は早い。俺は火の矢の魔法で、数メートル先にいるネズミを狙撃した。

　この近距離なら外す可能性はない……。

「そんなバカな！」

　俺が放った『フレイムアロー』は、調整したはずの威力にまったく届かなかったようで、小さなネズミに命中するもまったく効果がなかった。

「チュー」

「完全にバカにされてるな」

　造り物のネズミは、見た目に反してかなり頑丈な造りのようだ。

　今の俺の魔法では破壊できなかった。

[image: ]

「バウマイスター伯爵、造り物のネズミが人をバカにすることはないのであるな。気のせいであるな」

「……」

　そんなことはわかってるよ！

　物の例えだよ！

　それよりも、俺の魔法の威力がここまで落ちてしまっているとは……。

「体が子供に戻ったのと同時に、その年代の魔力量に戻っているのであるな」

　つまり今の俺は、魔法を習い始めた直後くらいの力しかないのか。

　あの『フレイムアロー』から推察すると、完全に初級レベルにまで実力が落ちてしまっているわけだ。

「あのネズミ、魔力を蓄えているせいで、今のバウマイスター伯爵の魔法くらいでは壊れないのであるな」

「冷静に言うな！」

「大変です！　それなら私が！」

「私も！」

「可愛いから惜しいけど……じゃなかった！　ネズミめ！」

　今の俺ではネズミを破壊できないと知ったアグネスたちは、では自分たちがと、ネズミに向けて魔法を放とうとした。

　するとその前に、ネズミは竜が彫られた石柱の裏側に隠れてしまう。

「待てぇ───！」

「隠れても無駄よ！」

「壊してやる！」

　アグネスたちは急ぎ石柱の裏側に回ったが、すぐにどうしようといった表情を浮かべながら戻ってきてしまった。

「どうしたんだ？　みんな」

「ネズミが穴から逃げてしまいました」

「なんだって！」

　俺も慌てて確認したが、ちょうど石柱の根元にネズミが通れるくらいの穴が開いていた。

　穴は、どうやら地下に通じているようだ。

「う───む、これは」

「なにが『う───む』なんだ？　アーネスト」

「どうやらこの地下遺跡、もっと地下に広がっているようであるな」

「前に調査した連中はなにやってたんだ？」

　この石柱の根元にある穴を辿たどれば、下層に新たな空間が存在している……。

　……これ、気がつかない方がおかしいんじゃないか？

「穴を見ると新しいのであるな。さしずめ、前の調査で上が騒がしかったから、地下にいたネズミが穴を開けて確認しに出てきた、といったところであるな」

　なるほどな。事前調査の音でネズミが活動を始め、ちょうど俺たちが来た今、出くわしてしまったというわけか。

　調査した家臣たちを疑ってしまい、悪かったと心の中で反省した。

「とにかくエルと合流してだな……」

　トイレに行っているエルも加えて地下へと通じる道を探し、ネズミを破壊しなければ、俺は子供のまま……。

「おおっ！　魔族の国にもたまにいるのであるな。裸でいることを好む魔族が」

「ちゃうわ！」

　急に体が小さくなって服がブカブカだから、今走った時に全部ズリ落ちてしまっただけだ。

　ローブだけ辛うじて背負っている状態だが、体が子供なので重たいな……。

　魔力は落ちてしまうし、真っ裸だし、散々じゃないか。

「とにかく、一刻も早くネズミを破壊するのであるな」

「バウマイスター伯爵家の総力でこの地下遺跡を攻略するのはどうだ？」

　このまま、このメンバーで地下遺跡に突入すると危険かもしれない。

　苦渋の選択だが、ここは一いっ旦たん撤退して……、と思ったら。

「この穴の下にさらなる地下遺跡が……急ぎネズミを破壊しなければ」

「先生は子供のまま……クラスメイトのみんなに怒られちゃうよ」

「一秒でも早くネズミを捕まえるためには……この穴を魔法で広げる！」

　子供になってしまった俺を助けなければと思ったのか、アグネスたち三人が、一斉にネズミが逃げた石柱の根元にある穴を魔法で広げようとしていた。

　随分と短絡的な……よほど焦ってしまったのであろう。

　あんなネズミがいる地下遺跡なのだから、他にも予想だにしない罠が待っていると見て間違いない。

　俺は三人を止めようとしたのだが……その前に、石柱に彫られた竜の目が光っているのに気づいてしまった。

「アーネスト！」

「石柱に彫られた竜が、娘っ子たちの高まる魔力に反応したのであるな」

「それで、どうなるんだ？」

「我が輩にもわからないのであるな」

　しかし、その答えはすぐに判明した。

　俺たちの足元に、以前見たような魔法陣が浮かび上がったからだ。

　同時に、まるで地面に縫い付けられたかのように足が動かない。

「魔法陣なんてあったか？」

「我が輩が推測するに、あの石柱の竜の目は魔法陣を映す映写機のようなものであるな。娘っ子たちの魔力を吸い上げ、魔法陣を対象の足元に転写する。この地下遺跡、当たりなのであるな」

「喜んでいる場合か！」

　足元に浮かび上がる魔法陣に、俺はデジャブを感じていた。

　冒険者デビュー戦の時に経験した『逆さ縛り殺し』に似ているなと。

　あれも古代魔法文明時代の遺物だったので、あの時と同じように、どこかに飛ばされる可能性が高い。

　それも、俺は子供で、エルは不在、アーネストは専門外、アグネスたちは経験不足で戦力として不安が残る、といった状況でだ。

「「「先生！」」」

「事ここに至っては仕方がない。三人とも、心を落ち着けるように」

　アドバイスのしようもないからなと思った瞬間、足元の魔法陣がさらに光り輝き、俺は目の前が真っ暗になってそのまま意識を失ってしまうのであった。
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「ううっ……やはり、どこかに飛ばされたか……」

「先生、大丈夫ですか？」

　謎の魔法陣でどこかに飛ばされてしまった俺が目を覚ますと、至近にアグネスの顔があった。

　どうやら、気絶した俺に膝枕をして介抱してくれているようだ。

　魔法の耐性が低い子供の体に戻ってしまったせいで回復に時間がかかったらしく、俺が目覚めるまで皆待っていてくれたようだ。

「おお、目を覚ましたようであるな」

「先生、動けますか？」

「なんとか……あれ？」

　そのまま立ち上がろうとしたが、眩暈めまいがして再びアグネスの膝の上に倒れ込んでしまった。

　残念ながら、今の俺はこの世界に転生した直後、五歳前後の体力しかないようだ。

　魔力があるだけマシ。

　魔力量は初級であまり戦力にもならず、アーネストとアグネスたちが頼りというわけだ。

　この先なにがあるのか不明だが、魔法使いのみのパーティは偏りすぎている。エルがいないのは痛いな。

「先生、もう少し休まないと」

「残念だが、今の俺ではそのようだな」

　今はとにかく、転移で失った体力を回復させないと。

　俺はアグネスに膝枕をしてもらっている状態だが、恥ずかしいとか思っている余裕もなかった。

　どうせ他に人もいないからな……。

「戻り次第、この地下遺跡の調査をしたいのであるな」

「そんなことは、戻ってから言ってくれ」

　後日、この地下遺跡を調査できるかどうかは、俺たちが無事地上に戻れるかにかかっているのだから。

「アグネスちゃん、代わるね」

「お願い。ちょっと周辺の様子を探ってみるから」

「アグネス、あまりここから離れるな。『探知』で探ってみるように」

「はい、わかりました」

　休んでいる俺だけに構っている余裕はないので、この中で一番魔力が多いアグネスは──アーネストは別にして──膝枕をベッティに代わってもらうと、『探知』で周辺を探り始めた。

「特に魔物らしき反応はありません」

　やはり、俺が回復してから実際に移動してみないとわからないか。

「先生、頭の下、硬くないですか？」

「大丈夫だけど」

　アグネスのフトモモは柔らかかったな。

　彼女は座学が首席なので、運動よりも家で勉強している時間が長いからであろう。

　よく狩猟をするベッティのフトモモは、アグネスよりも締まっているがスベスベしている。

　シンディのフトモモはどんな感触……って！　俺はスケベオヤジか！

　今は、そんなことを確認している場合じゃないってのに！

「先生、ごめんなさい。私が不用意にネズミに近づいたから……」

　そのシンディは、こんな事態になってしまって、自分のせいだと落ち込んでいた。

「シンディ、こうなってしまった以上、終わったことを悔やんでも仕方がないさ。今は無事ここから脱出することだけを考える。それこそが、冒険者として大切なことなんだ」

「はいっ！」

　そう言いながらシンディの頭を撫なでてあげると、彼女はようやくいつもの明るさを取り戻したようだ。

　気が萎なえていると、ここからの脱出に大きな障害となるからな。




「ようやく眩暈がなくなったな」

「先生、まだ寝ていた方が……」

「ベッティ、心配してくれて嬉うれしいが、ここがいつまでも安全って保証もないからな。俺はもう大丈夫だ」

「先生、疲れたらすぐに言ってくださいね」

「それは当然。なにしろ、この体だからなぁ……」

　俺たちは地上を目指すべく、まずは周辺の状況を偵察することから始めた。

　俺が休んでいる間なにも襲撃してこなかったので、今のところこの近辺だけは安全というわけだ。

「バウマイスター伯爵、着替えた方がいいのであるな」

「そうだな」

　今の俺では、着ていた服はブカブカ、ローブも長すぎ重すぎで、着けて歩くと地面を引きずってしまう。

　そこで、急ぎ服とローブを魔法の袋に仕舞い、子供の頃に着ていた服を取り出した。

「随分と物持ちがいいのであるな」

「捨てるのを忘れてた」

　いつか使うかもしれないという貧乏性と、捨てるのが面倒だというずぼらさが幸いした形だ。

　多少ボロいが、着れないわけではない。

　ついでに、今の俺は初級レベルの魔力しかないので、一番軽くて短い杖つえを取り出して装備した。

　これで、少しは魔法の威力がマシになるはずだ。

「まったく……とんだ災難だったな……って君たち、どうしてそんなに顔が赤いんだ？」

　俺は、彼女たちが顔を赤くさせながらこちらを見ているのに気がついた。

「先生、着替える時は最初に言ってください」

「悪いが、今は緊急事態だ」

　一秒でも時間を無駄にしたくないし、今の俺の体は子供と同じだ。

　その裸を見たからなんだというのだとアグネスに言った。

「先生、デリカシーの問題もありますよ」

　冒険者になってパーティが男女混合なら、思わず異性の裸が見えてしまうことがなくもない。

　そんな時に変に意識したり、ましてや興奮している場合ではないし、それが原因でパーティのチームワークに影響が出たら困る。

　気にせず、急ぎ移動する準備をすればいいのだと、俺はアグネスたちに説明した。

「わかりました。先生の小さいのは見てません」

「あのさぁ……今の俺は子供なわけ」

　ベッティの奴、お兄さんへの態度も含めて、実はかなりＳなのではないかと俺は思ってしまうのであった。




「……通路と考えると広いな。奥が見えない……」

「横幅と高さは十メートルほどで、随分と先まで伸びているのであるな」

　俺が着替え終わると、急ぎ飛ばされたポイントから移動を始める。

　ただ岩を掘っただけに見える洞窟というか通路を、俺たちは魔道具であるランプを頼りに進んでいく。

「歩幅が……」

　いきなり子供になってしまったので、とにかく歩幅が狭く、歩く速度も遅いので困ってしまう。

　俺に合わせて、アグネスたちも歩く速度を落としているし、すぐに疲れてしまうので休憩の頻度も増やさなければならない。

　これまで普通にできていたことができないと、本当に辛つらいものだ。

「先生、大丈夫ですか？」

「私が手を繋つなぎましょうか？」

「私がおぶった方がいいかも」

「アグネスは前だけに注意するように。シンディ、手を繋ぐのは片手が塞ふさがってしまうので駄目だ。ベッティもだ。後衛で俺をおぶったら、俺がかえって危険じゃないか」

　今、一番先頭で警戒しているのがアグネスで、シンディは真ん中で俺とアーネストを守り、ベッティが後ろを警戒しながら進んでいるが、三人とも、俺にばかり注意を向けてくるので駄目出しをした。

「今は事前に決めた役割に従って進むように。勝手な行動をした時に、急に罠や魔物に襲われることもあるのだから」

　俺は、命に関わるのだからと、三人に強く注意した。

「その形なりで注意しても、説得力がないのであるな」

「大きなお世話だ！」

　子供の姿で注意しても効果は薄いと言い放ったアーネストに対し、俺は強く言い返した。

　魔力量からいえばこいつが一番の戦力のはずなんだが、とにかく使いにくいな。

「怒っている先生も可愛いですね」

「……」

　よりによって、良識の最後の砦とりでだと思っていたアグネスからまで可愛いと言われてしまい、アーネストの言い分が正しいことを証明してしまったわけだが、俺は意地でも認めたくなかった。

「で、これ、いつ戻るんだ？」

「ネズミを壊さない以上は無理であるな。あのネズミは、侵入者を子供にする魔法をかけ、地下遺跡奥への侵入を防ぐ存在なのであるな」

　侵入者が子供になってしまえば、力も魔力も弱まるので、侵入阻止も容易たやすいというわけか。

「学術的に価値があるものが、なにもないのであるな」

　アーネストは、進んでも岩肌しか見えないこの地下遺跡に辟へき易えきしているようだ。

　いつものように楽しそうにはしていなかった。

「ただの通路、洞窟、空間で、想像力がかき立てられないのであるな」

「本当にただの洞窟だからな。それにしてもどこまで続いているんだろう？」

「ここに魔法陣で侵入者を飛ばし、なにかをするための空間、というわけであるな」

　どうせ、碌ろくなことではないのは『逆さ縛り殺し』で十分に理解しているけど。

「石柱に彫られた竜の目から魔法陣が映写されるとは、我が輩も予想外だったのであるな。我らがこの地下遺跡の上で騒いだ結果、地下から様子を探りに来たネズミも見つかったのだから、怪我の功名とも言えるのであるな」

「お前はのん気でいいよな」

　学者の性さがとも言えるか。

　柱の下の穴を広げれば、すぐネズミに追いつけると思ったのが失敗だった。

　三人が魔法を使おうとしたところで、その魔力をトリガーに転移魔法陣でここまで飛ばす罠だったとはな。

　完全に油断していた。

　エリーゼやリサなら、あそこで不用意に魔法を使ったりしなかったはずだ。

「飛ばされたせいで、『瞬間移動』による帰還も難しくなった」

「バウルブルク近郊の地下からそれほど離れていないはずであるが、ちょうど『瞬間移動』を阻害できるくらいの距離はあると思うのであるな」

　そうでなくても、今の俺の魔力量だと『瞬間移動』は不可能だけど。

　他にも、魔力不足で使えない魔法も多い。

　今の俺は、完全に足あし手で纏まといなのだ。

「先生、部屋みたいな空間に出ました」

　十分ほど歩くと、少しだけ広まった空間というか部屋に出た。

　ここでこの通路は行き止まり……かと思ったら、部屋の真ん中に石でできた台座があり、その上には全長三メートルほどの竜の像が置かれていた。

　よく見ると、その後方には上り階段があるようだ。

「あの階段を上れば、上の階に行けるというわけだな」

「よくできた竜の像ですね」

「古代魔法文明時代の代物であるな」

「なにをのん気な……」

　いくら子供の体になったとはいえ、俺にはわかる。

　というか、素人のシンディはともかく、アーネストはとっくに気がついているくせに。

　俺は、瞬時に意識を戦闘モードに切り替えた。

「三人とも、『魔法障壁』を準備」

　俺はすぐ、アグネスたちに戦闘態勢に入るようにと命令する。

　アーネストは……こいつが俺の命令で動くとも思えないし、それに俺を超える魔力の持ち主だ。

　多少初動が遅れても、そうそう死ぬことはないであろう。

「えっ？　どうしてですか？」

「だって、あのドラゴンの像は……」

「造り物のはずじゃあ……」

「いいや、あれは俺たちの敵さ」

「バウマイスター伯爵、あの竜の置物の頭の上をよく見るのであるな」

「ここにいやがったか……」

　俺を子供に変えてしまった造り物のネズミが、竜の頭部に陣取っていた。

　これは、造り物の竜を操るネズミと思っていいのであろうか？

「それにしても、あのネズミは『探知』ができないな」

「そういう風に作られているのであるな。極端なまでの小型化と、特殊な魔法を使える高性能ぶり。バウマイスター伯爵、できればなるべく無傷で倒してほしいのであるな」

「それは約束できないな」

　なにしろ今の俺は、戦闘ではあまり役に立たず、アグネスたちに主力として戦ってもらわなければいけないのだから。

「アーネストこそ頑張れよ」

「我が輩の魔法は『闇』。人や魔族、生物の心を操るのが主流の魔法であるな。つまり、あの造り物たちには通用しないのであるな。我が輩にできるのは、バウマイスター伯爵を守ることくらいであるな」

　そう言うと、アーネストは強固な『魔法障壁』を張って、その中に俺を匿った。

　どうやら、地下遺跡発掘のためのスポンサーとしては評価されているようだ。

「いわゆるドラゴンゴーレムというやつだな」

「頑張るのであるな、娘っ子たち」

「アグネス、シンディ、ベッティ。今の三人の魔力なら勝てない相手ではない。落ち着いて、講義の内容を思い出しながら戦うんだ」

「「「はいっ！　わかりました！」」」

　俺がそう言ってアグネスたちを落ち着かせ、彼女たちがドラゴンゴーレムと対たい峙じした直後、ドラゴンゴーレムが咆ほう哮こうをあげ、俺たちはそのまま戦闘に突入するのであった。




「性能的には、帝国でニュルンベルク公爵が使用したものの量産タイプか……」

「小さめな分、機動力などに優れているタイプと推察できるのであるな」

　アグネスたち三人対ドラゴンゴーレムとの戦闘が始まったが、いまだ双方共に相手の出方を窺うかがいながら、睨にらみ合いを続けていた。

　アグネスたちは、いつでも『魔法障壁』を展開できるように身構えながら、相手の攻撃を待っているようだ。

　ドラゴンゴーレムなのでブレスを吐くかと思われるが、小さいので機動力を生かしての、爪による一撃離脱攻撃を繰り返すかもしれない。

　アグネスたちも、そのくらいまでは思いつくはず。

「装甲に混ぜてあるミスリルの比率は少し多めか……。体の小ささからくる防御力の低下を素材で補っている？　そこまで効果があるとも思えないような……」

「量産品に似ているのであるが、頭上にあのネズミが鎮座できるような造りなので、ある意味、あのネズミ専用機と言えなくもないのであるな」

　俺とアーネストは、アグネスたちがドラゴンゴーレム相手に有利に戦えるよう、自分たちの分析結果を彼女たちにも伝えていた。

　判断材料は多い方がいいであろう。

　多すぎても判断を誤る原因になりかねないが、そのために俺たちがいるとも言える。

　俺は子供になり、アーネストは魔法の性質上、人工物にはダメージを与えられない。

　助言でアグネスたちを援護するしかないのだ。

「先生！　来ました！」

　ドラゴンゴーレムは、俺が今までに対峙したものに比べると機動力が高かった。

　低空を飛行しながらその爪でアグネスたちを引き裂こうとしたが、さすがにその攻撃がかわせないほど彼女たちは未熟ではない。

　が、爪での攻撃と同時に、ドラゴンゴーレムはブレスを吐いた。

　体の大きさの関係で威力はそれほどではないが、不意を突かれたのは事実で、アグネスたちは『魔法障壁』こそギリギリ間に合ったもののかなり焦っているようだ。

「常に、ドラゴンゴーレムの魔力の流れを監視しなければ駄目だ」

「先生、同時にですか？」

「三人で戦っているんだ。例えば、シンディが『探知』を担当して、ブレスが吐かれる前にアグネスとベッティに合図を送ることもできるはず」

「なるほど。さすがは先生です！　可愛いけど」

「可愛いのであるな」

「俺に構っている場合か！」

　俺は、子供になってしまった俺を可愛いとからかったシンディとアーネストを叱しかった。

「先生、本当に可愛いのに……」

「それはあとで」

　本当はあとでも嫌だが、とにかく今は戦いに集中してもらうしかない。

「エネルギー源は、あの台座か……」

　ドラゴンゴーレムは、派手に攻撃を加えると、一定の間隔で台座の上に座る。

　消費した魔力を、あの台座に設置された魔晶石で回復させているのであろう。

　まるで携帯電話の充電器のようである。

「……ムカつくネズミだな……」

　俺を子供にし、二番煎じの転移罠で地下遺跡下層に飛ばしたネズミは、ドラゴンゴーレムの頭上でドヤ顔をしているように見えた。

「先生、あのネズミを狙い撃ちして壊せば、ドラゴンゴーレムは活動を停止するでしょうか？」

「どうかな？」

　もしかしたら、ネズミが壊されても活動を継続するかもしれない。

「その前に、ネズミを狙い撃つのが困難だな」

　ネズミは非常に小さく、さらにドラゴンゴーレムの頭上にいる。

　ちょうど頭上を飾るトサカというか、ヒレのような部分がネズミの格好の隠れ場所となっていて、そう簡単に遠方から魔法で狙撃できるとは思えなかった。

「運よくネズミを破壊できたとしても、ドラゴンゴーレムはオートで動くと思うのであるな」

　やはり両方破壊しなければ駄目か。

　そしてネズミの狙撃が難しい以上、まずはドラゴンゴームを破壊しなければならない。

「ということだ。アグネスも、シンディも、ベッティも頼むぞ」

　今の俺では攻撃力不足、アーネストは元々向いていない。

　ならば経験は浅いが、ドラゴンゴーレムを破壊可能な実力を持つ三人に任せるしかない。

「わかりました！　今の先生も可愛いですけど、やっぱり先生は元に戻っていただかないと」

「そうですよね。ああ、でも、できたら、元に戻る前に頭をナデナデしたかったなぁ……」

「ああ、先生が可愛いなぁ。元に戻った方がいいに決まっているけど、ちょっと勿もっ体たいない気分」

「……三人とも、ちゃんと戦うように」

「「「はいっ！」」」

　女子というのは、可愛いものが好きなようだ。

　子供の頃の俺が可愛いかどうか、自分では客観的に判断できない部分もあるけど。

　とにかく、油断していたら負けてしまうので、俺は三人に発破をかけてからドラゴンゴーレムとの戦いに挑ませるのであった。




「講義の内容を思い出して……行くよ！　シンディ、ベッティ」

　三人は、一番年上のアグネスをリーダーとし、小型ドラゴンゴーレムとの戦いを再開した。

　魔力量的にも、年齢的にも、性格的にも、アグネスがリーダーを務めるのが一番妥当かなと俺も思った。

「ベッティ！　『魔法障壁』を！」

「任せて！」

　まずアグネスは、竜種との戦闘では欠かせない防御を、『魔法障壁』が得意なベッティに任せた。

　彼女により適切なタイミングと威力で張られた『魔法障壁』のおかげで、ドラゴンゴーレムからのブレス攻撃は余裕を持って防げている。

「『魔法障壁』のタイミングと強度は及第点だな……」

「バウマイスター伯爵、えらく厳しいのであるな」

「命がかかっているからな。それに、俺は先生だ」

「その形なりでであるか？」

「それは言うなよ！」

　好きで子供になっているわけではないのだし。

　アグネスたちとドラゴンゴーレムとの戦いは、今のところは双方様子見という感じで互角に思えた。

　実技の講義ではないので、もしもの時は手助けをしなければいけないが、今の俺の攻撃力だとなぁ……。

　役に立つかどうかわからないが、救援態勢は整えておかないと。

「前に話に聞いた、バウマイスター伯爵の骨竜退治のようにはいかないのであるな」

「一緒にしてくれるな。アグネスたちはよくやっている」

　大体だ。十二歳で、しかも単独であんな化け物と戦わされた俺が異常なのであって、アグネスたちは経験が浅いわりに上う手まく対応できている。

　これがもしクラスの他の生徒たちなら、俺もアーネストももう死んでいるかもしれないのだから。

「つまり、依え怙こ贔ひい屓きも悪ではないというわけであるな」

「依怙贔屓言うな！」

　優秀な生徒に目をかけただけだろうが！

　言いたい放題だな、魔力だけある役立たずめ！

「じゃあ、援護に入るぞ。合図で一瞬だけ『魔法障壁』を解け」

「了解なのであるな」

　子供になってしまった俺は、魔法の袋から大昔に使っていた手作りの弓矢を取り出した。

　ドラゴンゴーレムに命中しても傷一つつくかどうか怪しいところだが、目的はダメージを与えることではない。

　子供用の短い矢の矢じりを外し、そこに適当な大きさの魔石を取りつけ弓に番つがえてから、アグネスたちに一撃離脱攻撃を繰り返すドラゴンゴーレムに狙いを定める。

「どういうつもりであるか？」

「目くらましさ」

　たとえネズミとドラゴンゴーレムが造り物でも、人工の目がある以上は視覚的なダメージを与えられるはず。

　矢の先に魔石を取りつけたのは、ドラゴンゴーレムの鼻先で『フラッシュ』を使うためであった。

「無理に魔石を矢に取りつけなくとも、バウマイスター伯爵が魔法を使えば済む話なのであるな」

「もう一つ目的があるんだ。アーネスト！　アグネスたちも、目を瞑つむれ！」

　俺の合図で、アーネストは短時間『魔法障壁』を解き、アグネスたちは『魔法障壁』を強化して目を瞑った。

　その直後、俺が放った矢がドラゴンゴーレムの鼻先まで飛んでいき、その頭部に命中する前に矢に取りつけた魔石が眩まばゆいばかりの光を放った。

　現在、初級レベルの魔法しか使えない俺が『フラッシュ』で目くらましをしても、その威力には限界がある。

　ましてや相手は造り物だ。その効果は非常に限定的であろう。

　そこで、矢の先に取りつけた魔石も燃焼させて、強烈な『フラッシュ』をドラゴンゴーレムの鼻先で炸さく裂れつさせたわけだ。

　これだけ至近で強烈な光を放てば、ネズミとドラゴンゴーレムの目を構成するレンズの部分が焼き付けを起こすはず。

「視界に制限を与える策であるな」

「そういうこと」

　眩まぶしいのはすぐに回復するが、人工の目の構造に焼き付けを起こせば、修理するまで視界に制限が出るからな。

「アグネス！　ネズミとドラゴンゴーレムの目の一部が焼き付けを起こしたはず。それでできた死角を利用するんだ！」

「はいっ！」

　これで、少しは戦況をアグネスたちに有利に持っていけたかな。

　俺がそう思っている間に、アグネスたちは一転攻勢に転じていた。

　ベッティに『魔法障壁』での防御とコントロールを任せ、アグネスは追跡型の『ファイヤーボール』を、シンディは『土槍やり』を飛ばしてドラゴンゴーレムを狙っていく。

「威力は十分か」

　魔力量の節約のため、極限まで収束した魔法を飛ばしているので、当たればダメージがあるはず。

　ただ、このドラゴンゴーレムは素早い。

　巧みに、二人の攻撃魔法をかわしてしまう。

「小型な分、やはり機動力に長たけるか……アグネス、魔法を真っすぐに放つな！　なんのために視界を狭めたと思っているんだ」

　せっかく『フラッシュ』で目に焼き付けを起こさせても、魔法をバカ正直に正面から連射すれば、ネズミにもドラゴンゴーレムにも対応されてしまう。

　向こうは目の機能に一部不備があるだけで、完全に見えないわけではないのだから。

「シンディ！　右側からだ！」

「はいっ！」

　俺が指示を出すと、シンディが放った収束『フレイムアロー』の軌道が大きくカーブを描き、ドラゴンゴーレムの右側から翼を貫こうとした。

　ところが、命中直前でドラゴンゴーレムの尻尾によって弾はじかれてしまう。

「先生、駄目でした」

「完全に失敗というわけではない」

　やはり、『フラッシュ』で視界の一部が遮られているようだな。

　シンディの右からの魔法に対応が遅れ、ネズミの指示で辛うじて尻尾で弾いたようだ。

　よく見ると、ドラゴンゴーレムの尻尾の一部が熱で溶けていた。

　本当なら回避で対応したかったのに、視界が狭まっているせいで尻尾で弾くしかなかったのであろう。

「アグネス、今度は左側からだ！」

「はいっ！」

　続けて、アグネスが『ウィンドカッター』で左側からドラゴンゴーレムを狙った。

　これは翼に命中して、その先端部分が千切れ落ちてしまった。

「みんな、わかったな？」

「「「はいっ！」」」

　今の一連の指示で、ドラゴンゴーレムは左側の視界が極端に悪くなっていることが確認できた。

　そのことを利用してダメージを蓄積させるのが最良の手であり、アグネスたちはそれを理解したというわけだ。

「この手の古代魔法文明時代の産物は確かに強いが、一度ダメージを与えれば、その後は順調に戦闘力を奪いやすい。治癒魔法や魔法薬で回復できないからな」

　自動で修理してしまう仕掛けを目の当たりにしたことがあるが、要は逃がさなければいいだけのことだ。

「えいっ！」

　再びシンディが、ドラゴンゴーレムの左側から収束させた『フレイムアロー』を発射した。

　これも無事に命中して、ドラゴンゴーレムの左の翼には大きな穴が開いてしまう。

　さすがにこれ以上攻められ続けるとまずいと思ったのか、ドラゴンゴーレムはその小さな体を生かして反撃に出た。

　飛び回るには決して広いとはいえない洞窟の天井や床に激突することもなく、超低空で飛行しながらアグネスたちにブレスを吐いた。

　だがこれも、『魔法障壁』に集中しているベッティにより防がれてしまう。

　お返しとばかり、アグネスも収束させた『フレイムアロー』でドラゴンゴーレムに左側から攻撃をした。

　これも命中して、ドラゴンゴーレムはこれ以上の翼への被弾を嫌ったのであろう。尻尾の半分を犠牲にすることで、翼を失うことを防いでいた。

「ドラゴンゴーレム自体の優れた人工人格と、あのネズミの人工人格とのコンビネーション。素晴らしいのであるな」

「お前はどっちの味方だ！」

　もし俺たちが負けたら死ぬというのに……これだから、学者という生き物は。

「埃ほこりっぽいのであるな」

「かと思えば、しょうもないことで文句を言いやがって……」

　アーネストが、ドラゴンゴーレムの高速機動で舞い上がった大量の埃を手で払いながら文句を言った。

　普段発掘作業をしているんだから、埃くらいで文句を言うな。

　魔族だから気まぐれなのか、学者だから気難しいのか、よくわからない奴だ。

「おっと、なのであるな」

　かと思ったら素早く『魔法障壁』を張り、アグネスたちを狙ったブレスの流れ弾を防いだ。

「我が輩、役に立っているのであるな」

「そうだな」

　やはり、今のアグネスたちでは自分のことで精一杯のようだ。

「当たらない！」

「アグネス、二人の魔法で洞窟に追い込もうよ！」

「うん、タイミングを合わせよう！」

　それでも自分たちなりに工夫を始めたようだが、ドラゴンゴーレムは洞窟の隅に追いやられても二人の魔法を難なくかわし、そのお返しとばかり攻撃を加えていく。

「アグネスちゃん！　シンディちゃん！　急いで！」

　ドラゴンゴーレムの攻撃に対応しながら『魔法障壁』を展開しているベッティは、徐々に魔力量が減っていくので焦り始めたようだ。

「予備の魔晶石で回復させればいいのに」

「そこまで手が回らないのであるな」

　ベッティは、適時『魔法障壁』を張らなければならない。

　一瞬でも目を離せないため、戦闘経験のなさが響いて、自分が持っている魔晶石で魔力を回復させるタイミングが掴めないようだ。

　初心者にはありがちなミスなので、別に珍しいことではない。

　稀まれにだが、それが原因で魔物に殺されてしまった魔法使いもいると、前にブランタークさんが言っていた。

「アーネスト、前に出るぞ」

「娘っ子への支援であるな？」

「ああ、そうだ」

　アグネスたちがドラゴンゴーレムに負けてしまえば、その時点で子供の初級魔法使いになった俺と、魔法でゴーレムにダメージを与えられないアーネストは死ぬ。

　ここは手を貸さなければ駄目であろう。

「ベッティ、ちょっとお邪魔するよ」

「先生？」

　俺とアーネストは、ベッティが『魔法障壁』を張っていない隙すきを狙って、後ろから彼女に声をかけた。

「代わりにアーネストが、適時『魔法障壁』を展開するから、今のうちに魔晶石を取り出して魔力を回復させるんだ」

「わかりました。すみません、もし魔法の袋に視線を移した結果、『魔法障壁』の展開が遅れたらどうしようかと焦ってしまって……」

　自分だけならともかく、アグネスとシンディの命にも関わるからな。

　戦闘経験が少ないベッティが焦るのも無理はない。

「そういうことは徐々に覚えて余裕ができてくるから、今は自分のできることをやればいい。そのための先生なんだから」

「先生、ありがとうございます」

「実際に『魔法障壁』を張っているのは我が輩なのであるな。今のバウマイスター伯爵の『魔法障壁』では……なのであるな」

「うっさいな、わかってるよ」

　この魔族は、本当に空気が読めないな。

　こういう時はなにも言わずに、『魔法障壁』を張っていろ！

「また外れた！」

「あ───ん、当たらないよぉ……」

　魔力量でいえばまだ十分に戦闘可能であったが、慣れない実戦で二人には余裕がなくなっていた。

　このままだと、徐々に魔力を削られて消耗し、負けてしまう展開である。

「アーネスト、もっと前に出るぞ」

「やれやれなのであるな。人使いが荒いのであるな」

「死にたかったらいいけどな」

　魔族は死なないってのなら、そこに残っていればいいさ。

「わかったのであるな、冗談なのであるな」

　魔力を回復させたベッティはもう大丈夫。

　今度は彼女の前で戦っているアグネスとシンディを落ち着かせ、魔力を補充させる。

　ここは、一旦仕切り直した方が勝率も上がるはずだ。

「アグネス、シンディ、大丈夫か？」

「はい」

「大丈夫です」

「今のうちに魔力を回復させろ。深呼吸して落ち着くんだ」

　俺は、ドラゴンゴーレムからの攻撃をアーネストに防がせつつ、二人に一旦落ち着くようにとアドバイスした。

　こういう時、焦れば焦るほど負けなのだから。

「先生、魔力を回復させました」

「先生、私も魔力を回復させました」

　どうやら、アグネスもシンディも人心地ついたようだな。

「その代わり、我が輩は大変なのであるな！」

「我慢しろ！　盾役！」

　せっかく俺を超える魔力があるのだ。

　攻撃できない以上、みんなで生き残るためにもアーネストには盾役に徹してもらわなければ。

「アグネス、シンディ、あのドラゴンゴーレムの弱点を思いついたか？」

「弱点なんてあるんですか？」

「それを見つけながら戦うのも実戦だ」

　本当にそれが弱点かどうかは、実際に仕掛けてみなければわからない。

　だが、戦いながらそれを考え続け、時に戦法を柔軟に切り替えることも大切なのだと、アグネスたちには気がついてほしいのだ。

「すみません。せっかく先生が、ドラゴンゴーレムに死角作ってくれたのに……」

　先ほどの『フラッシュ』のことか。

　アグネスが俺に謝ったのは、時間が経たつにつれ、徐々に左側から攻撃しても魔法が命中しなくなったからであろう。

　だが、俺にはそれが予想できていた。

「その件は仕方がない。もう戦況が動いて、向こうが対策を立ててしまったからな」

　造り物であるドラゴンゴーレムは、治癒魔法や魔法薬で回復できない。

　先ほどの『フラッシュ』で左側の目に不具合が生じ、今もそのままなのは確実だ。

　だが、ドラゴンゴーレムの頭上には例のネズミが鎮座している。

　造り物同士が言葉を交わすとは思えないが、俺たちには認識できないなにかしらの方法で、死角となってしまった左側からの攻撃に対処したのであろう。

「向こうも、壊されないように作られているんだ。壊されないため、即座に対策を立てることだってするさ」

　なにしろ、古代魔法文明時代の遺産だからな。

　今日まで稼働状態にあるのは伊だ達てではない。

「アグネス、シンディ、弱点を思いついたか？」

「ええと……」

　初めてのドラゴンゴーレムとの戦闘でこれだけ戦えれば十分であろうが、できればあのドラゴンゴーレムの弱点に気がついてほしかった。

　一いっ時とき、視界の不備をネズミとリンクすることで補ったドラゴンゴーレムであるが、それで弱点がなくなったわけではない。

　確かに、ネズミと情報をリンクすることで一時的に弱点を解消したわけだが、それでドラゴンゴーレムの目が直ったわけではなく、ネズミだって『フラッシュ』のダメージがゼロのわけがないのだから。

「アグネス、あのドラゴンゴーレムには弱点があるぞ。わかるか？」

「えっ？　弱点ですか？」

「少し考えれば子供にでもわかる。初の実戦で動揺しているから思いつけないだけだ。冷静に考えてみろ」

「はい……」

　アグネスは暫しばらく考え続けていたが、ようやくその弱点に気がついたようだ。

「先生！　弱点を見つけました！　行きます！　みんな目を瞑って！」

　アグネスは全員に目を瞑るように言ってから、俺と同じく『フラッシュ』の光球をドラゴンゴーレムの右目近くに……と思ったら、フェイントでネズミの目前で炸裂させた。

　俺は目を瞑っていたが、魔力の動きでそれを感じることができたのだ。

「チュ───！」

　これまで人をバカにした風な鳴き声しか聞いたことがない造り物のネズミであったが、今聞こえたのは、まるで悲鳴でもあげているかのような鳴き声だった。

　生き物ではないので眩しいとは感じなかったはずだが、視覚機能に障害が出たことに対する警報代わりなのかもしれない。

「チュ───！」

「あっ！　待て！」

「いや、それは構わない」

　ネズミの命令なのか、ドラゴンゴーレムは魔力を補充するため、最初に鎮座していた台座へと下がった。

　それを止めようとしたアグネスに俺は言った。

「ドラゴンゴーレム本体にダメージを与えることに集中しすぎるな。シンディも、わかるな？」

「はいっ！　行きまぁ───す！」

　どうやら俺の意図を理解してくれたようだ。

　シンディは、速度と命中精度を増した石せき礫れきで、台座の上の留め金のような部分を破壊した。

　そう、そこを壊してしまえば、ドラゴンゴーレムが着地しても、魔力は補充されないはず。

　一撃でドラゴンゴーレムを倒せないのであれば、ドラゴンゴーレム本体よりも台座の機能を破壊した方が魔力の補充を防ぎ、倒しやすくなる。

「先生、やりました」

「まだ油断するな」

　ドラゴンゴーレムとそれを操るネズミの視界を狭めたうえで魔力の補充を遮り、挙句に故障した部分を修理させる隙を与えていない。

　確実に追い詰めてはいるが、ドラゴンゴーレム自体の戦闘力はまだ残っているため、余裕など見せられない。

　だがこの状況下ならば、あのゴーレムらは必ず俺の予想どおりに動くはずだ。

「みんな、防御を優先するように。全員集合」

　俺の合図で五人が集合した直後、追い詰められたドラゴンゴーレムは後先考えず、俺たちに対し強力な攻撃を次々と繰り出し始めた。

　活動を停止する前に、俺たちを葬りたいのであろう。

　俺たちはこの地下遺跡の侵入者であり、ここで殺しておけば結果的に地下遺跡への侵入を防いだに等しいのだから。

「凄すごい威力なのであるな」

　ドラゴンゴーレムによる強烈な連続攻撃に、アーネストは心底うんざりしたような表情を浮かべた。

「先生、私たちは手伝わなくてもいいのですか？」

「ああ、いつでも一斉攻撃に出られるようにしておいてくれ」

　どうせこの地下遺跡におけるアーネストは、『魔法障壁』ぐらいでしか貢献できない。

　ならば、今はドラゴンゴーレムによる最後の連続攻撃を凌しのがせた方が効率的というものだ。

「人使いが荒いのであるな」

「ここは地下遺跡だろう？　やる気を出せよ」

「仕方がないのであるな」

　愚痴を言いつつも、アーネストは冷静なようだ。

　適切な威力の『魔法障壁』を展開し続けて、さらに今、俺に『人使いが荒い』と言った。

　『魔族使いが荒い』と言ってアグネスたちに己の正体をバラさないようにしなければ、という配慮ができているのだ。

　正体がバレて、バウマイスター伯爵領における地下遺跡発掘の権利を失いたくないからなのだろうが。

「ですが、アーネストさんって凄い魔力量ですね。大抵の上級魔法使いの方は知っているのですが、アーネストさんのことは、今日初めて知りました」

「う、うん……バウマイスター伯爵家の秘蔵っ子だから」

　座学も優秀なアグネスなので、有名な上級魔法使いの名前はすべて把握しているようだ。

　アーネストのことを今日初めて知って驚いたと俺に言ったので、慌ててうちの隠し玉だからと言い訳をした。

　いくらアグネスたちでも、魔族の存在を知らせるわけにはいかない。

　そのために、わざわざ変装させているのだから。

「どこか自信なさげな言い方であるな、バウマイスター伯爵は」

「お前がそれを言うな！」

「先生！」

　急にベッティが叫んだ。

　どうやら、そろそろドラゴンゴーレムも限界のようだ。

　台座が破壊され魔力が補充できないため、もう少しで魔力切れなのであろう。

　短時間ながら激しい攻撃を繰り返していたのに、今ではこちらの様子を窺うばかりなのだから。

「最後の攻撃だが、第一目標を忘れないように」

「「「はいっ！」」」

　大半の魔力を使い果たしたドラゴンゴーレムは、どうやら、完全な省エネモードになってしまったようだ。

　攻撃をやめ、台座の前に座り込んでしまった。

　それでどうにかなるわけでもないだろうが、搭載された人工人格が一秒でも長く生き残るようにと命令を出しているのであろう。

　こちらとしては、これ以上時間をかける意味もなく、あのネズミさえ始末してしまえば終わりだ。

　それが一番重要な目標で、むしろ小型のネズミが逃げ出してしまうと非常にまずい。

「あのネズミを壊さなければ、俺は大人に戻れないからな」

　ドラゴンゴーレムなど放置しても、あとは勝手に活動停止してしまうはずだ。

　それよりも、その頭上にいるネズミを逃がさない方が大切というわけだ。

「シンディ！　ベッティ！　行くよ！」

「はいっ！」

「任せて！」

　アグネスの合図で、最後の攻撃が始まる。

「えぃっ！」

　最初にアグネスが巨大な『ウィンドカッター』を作り出し……と思ったら、それは独自に『ウィンドカッター』を改良した魔法であった。

　頭上から巨大な風の塊に押さえつけられたドラゴンゴーレムは、魔力切れ寸前ということもあって、それから逃れられずにいた。

　体が小さいネズミもドラゴンゴーレムから逃げ出せず、その頭にしがみ付いたままのように見える。

　風圧でそれどころではないのであろう。

「ネズミ！　逃がさないんだから！」

　続けて、シンディが収束させた『フレイムアロー』でネズミを狙撃した。

　動けないネズミはその魔法を回避できず、『フレイムアロー』に体を貫通され、さらにその表面に張られた毛皮が燃え出してしまう。

　『フレイムアロー』の貫通で内部構造も破壊されたはずなので、これでもうネズミは活動停止であろう。

「これで終わりよ！」

　最後に、ベッティの収束させた長い『フレイムアロー』がドラゴンゴーレムを串刺しにして、ようやくアグネスたちはネズミとドラゴンゴーレムを破壊することに成功した。

「アグネスちゃん、シンディちゃん、やったの？」

「活動停止を確認したよ」
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「ベッティ、やったよ」

　やっと強敵を倒せたと三人は抱き合って大喜びしていたが、喜ぶのはまだ早い。

　彼女たちはまだ新人なので経験が浅く、油断があるのであろう。

「まだだ！　三人とも、『魔法障壁』を全開！」

「えっ？　あのゴーレムはもう……」

「急げ！　命令だ！」

「「「はいっ！」」」

　俺からの強い命令で、三人は急ぎ強固な『魔法障壁』を張る。

　そしてそれと同時に、ドラゴンゴーレムは自爆して大破し、その破片を洞窟中にばら撒まいた。

　爆発の勢いで破片がまるで散弾のように、次々と『魔法障壁』に当たって激しい音を立てる。

　もし生身であれを受けていたら、間違いなく重傷を負うか、最悪死亡していたであろう。

「まさか、自爆するなんて……」

　アグネスは、それを見抜けなかったのが悔しいようだ。

　ドラゴンゴーレム討伐の喜びも忘れて、唇の端を噛かみしめている。

「先生は、なぜわかったのですか？」

「微量だが、残骸にはまだ魔力が蠢うごめいていた。ネズミもわずかに動いていたように見えた」

　魔力が残っていただけという可能性もあったが、俺にはその残存魔力が動いているように感じられたし、そもそもドラゴンゴーレムは、この地下遺跡を守るために作られたものだ。

　破壊されて活動を停止する前に、勝利して油断している侵入者たちに、最期の一撃を食らわすくらいのことはやりかねないと思ったのだ。

　殺すまでいかなくても負傷させることがきでれば、費用対効率もよかろうという考えからである。

　それを命令できるネズミという、もう一つの装置もあるのだから。

　実際、素早く三人に『魔法障壁』を展開させて正解だった。

「さすがは先生です。私は油断してしまって……」

「反省します」

「地下遺跡のゴーレムって怖いんですね……」

　とはいえ、王国にある地下遺跡からの出土品で、自爆機能がついているゴーレムは初めてであった。

　なぜ気がついたのかというと、帝国内乱で大量に使用されていたからだ。

　俺はそれだけ疑うたぐり深くなったというわけだ。

「それでも、最後の自爆攻撃に気がつかなかった以外は、それなりに戦えていたと思うな」

　アグネスたちはまだ未成年だ。

　厳しすぎてもどうかと思うし、初めてであそこまで対応できるのであれば、あとで反省会をちゃんとやれば大丈夫であろう。

「おおっ！　せっかくの出土品が！　自爆では、あまり資料が集まらないのであるな！」

「お前の心配はそれかよ……」

　ドラゴンゴーレムが完全に破壊されたのが確認されると同時に、一応盾役として貢献したアーネストが、慌ててその残骸に近寄っていく。

　彼は職業病を発露させ、貴重な歴史的資料が壊れてしまった件だけを悲しんでいるのであろう。

「残念、無念なのであるな」

「それで我慢しとけ」

　安全が十分に確認されたので、俺は急ぎドラゴンゴーレムの自爆でどこかに吹き飛ばされてしまったネズミの行方を探した。

　それはすぐに見つかったが、自爆のエネルギーで一旦天井に叩たたきつけられたようで、完全にお亡くなりになっていた。

　亡くなったというのは変か……。

　外側の毛皮は焼け落ち、ただのガラクタと化していた。

　ところがだ。

　それなのに、俺は子供のままで元の体に戻れていないのだ。

「体に変化がないが、これは一体どういうことだ？」

　俺は、その件をアーネストに問い質ただした。

「その件であるな。あと二、三日はそのままなのであるな」

「どうしてだよ！」

　魔法をかけたネズミはもう完全に破壊されているのだから、俺がそのままなのは変じゃないか。

「あのネズミは、バウマイスター伯爵を一定の期間子供にしてしまう魔法を使ったのであるな。もしネズミが生き残っていれば、この地下遺跡のどこかから魔力を供給し続け、ほぼ永遠にバウマイスター伯爵を子供の姿にし続けていたはずなのであるな」

　あのネズミは、その小さな体を利用して地下遺跡中を縦横無尽に移動しながら、ついでに魔力も補給できたのだろう。

　ドラゴンゴーレムの頭上に鎮座していたのも、命令を出して俺たちを攻撃させる他に、台座の機構を利用して自分にも魔力を補充し、俺を子供にした魔法を継続させる目的もあったというわけだ。

「ネズミが破壊され、魔力も供給されなくなったので、バウマイスター伯爵が永遠に子供のままということはなくなったのであるな。魔法は切れるのであるが、それには数日かかるというだけの話なのであるな」

「そういうことか」

　最低でも、あと二、三日はそのままか……。

「先生、暫くそのままなんですか？」

「困ったものだな」

　このままの姿で屋敷に戻ったら、エリーゼたちはどう思うかな？

　もうすぐ子供が生まれるというのに、父親がこの様ざまでは。

「でも先生は、見た目は子供でも私たちを助けてくれました」

　それは、年の功というやつだな。

　今の俺の魔力は初級レベルで、魔法使いクラスならほぼビリのはずだ。

　当然、高威力の魔法なんて使えない。

　そこで、少量の魔力でも相手の視界を奪える『フラッシュ』を使ったり、自分なりに工夫してアグネスたちを支援したのだ。

「それは、先生がいつも言っている、工夫しろの実践だったのですね」

「ベッティの言うとおりだ」

　同じ魔力量でも、その使い方によって結果は大きく異なる。

　ただ漠然と魔力を使って魔法を放つのではなく、同じ魔力量を消費するにしても、もっと効率的な魔法の使い方があるのではないかと、常に考えながら戦えということだ。

「同じ魔力量でも、魔法の使い方で結果は変わるんですね。今、先生の魔法を思い出して感動しています！」

「私たちだけだったら勝てなかったです。やっぱり先生は凄いです！」

「私、先生の弟子でよかった」

　現在のアグネスたちは、中級の上レベルの実力がある。

　工夫すれば、上級レベルの魔法使いとだってそれなりに戦うことも可能なのだ。

　そしてそれを実現するためには、工夫する、知恵を使え、というわけだ。

「その肝心の先生は、この様なのであるな」

「またも余計な一言を……」

　アーネストの奴、俺が魔法で子供にされてしまった件をディスってくる。

　確かに、人間は常に様々なことに警戒しながら生きていくなんて不可能なことなのだ。

　どんな人にだって、油断は存在する。

「お前も人のことが言えるか！」

「我が輩、学者なのであるな」

　本当に、ああ言えばこう言うだな。

　お前、絶対に友達いないだろう。

「ところで、バウマイスター伯爵に伝えておかなければならないことがあるのであるな」

「なんだ？　俺に伝えておかなければいけないことって？」

「このネズミなのであるが、防衛用にしては高性能すぎるのであるな」

「そう言うと……」

　大人を子供にしてしまう魔法が使え、地下遺跡のあちこちから魔力を補給してほぼ永遠に動け、最後にはドラゴンゴーレムを操って俺たちを始末しようとした。

　その体の小ささの割には、色々な機能が詰まりすぎているような……。

「アーネストさん、つまりどういうことでしょうか？」

「このネズミ、実は我が輩が最初思っていた以上に、この地下遺跡を維持するシステムにおいて、上位の存在というわけであるな」

　アーネストは、アグネスの問いには比較的素直に答えた。

　若干の男女差別を感じなくもない。

「ネズミに模しているのは、多くの侵入者たちを油断させるためということですか？」

「そうであるな」

　やはり、ベッティの問いにも素直に答えやがるな。

　俺に対しては、なにか皮肉を言わないと気が済まないくせに。

「ネズミが上位の存在ということは、それが破壊された場合、この地下遺跡のシステムがさらに警戒を強める。ますます私たち侵入者を強制的に排除しようと試みる可能性が高いんですね」

「正解であるな。バウマイスター伯爵、貴殿の弟子たちは優秀なのであるな」

「それはどうも……」

　シンディの問いにも丁寧に答えるアーネストだが、やっぱり男性差別だよな。

　もしくは、こいつも大学教授だったと聞いているから、意外と生徒の面倒見がいいという可能性もあるのか。

　などと思っていたら……。

　ブゥ───！

　ブゥ───！

　ブゥ───！

　ブゥ───！

「ブザーですか？」

「警報音？」

「どうして急に？」

　突然、洞窟全体にうるさいほどの警報音が鳴り響いた。

　何事かと、俺たちは慌てて周囲を確認し始める。

「これはどういうことだ？」

「我が輩が予想するに、ネズミの活動停止と、ネズミを破壊した侵入者の存在が確認されたので、これを排除すべく地下遺跡が攻撃システムを発動させたというわけであるな。いやあ、これは予想以上に高度なシステム。古代魔法文明時代の貴重な資料とサンプルなのであるな」

「それどころじゃねえよ！」

　この警報音を聞いているだけで、俺たちがかなりヤバイ状況に追い込まれているのが理解できた。

　どうやら俺たちは、まだ沢山の試練を乗り越えなければいけないようであった。





第三話　決死の脱出劇







「先生！　アレ！」

「まだいたのか！」




　シンディが示した場所は、ドラゴンゴーレムに魔力を補充するための台座の後ろにある石壁であった。

　突然その石壁がガラガラと崩れ、壁の向こうから竜の体を模した巨大なドラゴンゴーレムが姿を現す。

　しかもこのドラゴンゴーレム、よく見ると下半身は無限軌道で動くような仕組みになっていた。

「ドラゴンタンクだ！」

「バウマイスター伯爵、まさにそれなのであるな」

　古代魔法文明時代に戦車があったなんて。

　もっとも、無限軌道を装備した車体上部にあたる部分には、砲塔ではなく竜の上半身が配置されているのだが。

　どうやら戦車砲を撃つのではなく、竜の口がブレスを吐く戦車というわけだ。

「（〇ルトラマンにこういう怪獣がいたような……逃げるぞ！）」

　咄とっ嗟さに後ろを見たら、上の階へと続く階段が確認できた。

　ドラゴンタンクが出てきた石壁の向こう側には階段や通路などないようなので、下手に戦わず、後ろに逃げた方が無難というか、消耗しなくていいはずだ。

「先生、倒さないんですか？」

「その必要はない！」

　俺は、ベッティの問いに短く答えた。

「俺たちは、いきなりこの洞窟に飛ばされ、ネズミとドラゴンゴーレムと戦って消耗した。ここの正確な位置がわからないので『瞬間移動』で逃げるわけにもいかない。いつここから抜け出せるかもわからないんだ」

「ついでに言うならば、我が輩たちは休むことも敵かなわないかもなのであるな」

　俺たちはネズミを壊した結果、この地下遺跡を本格的に怒らせてしまい、徹底排除の対象になった。

　あのドラゴンタンクは手始めにすぎない、といったところだろうか。

「後ろの階段を上って逃げるぞ！」

　ドラゴンタンクの構造上、階段を上れるとは思えない。

　こいつと戦って勝つ必要などないわけで、逃げて体力と魔力を温存した方が生存率も上がるというものだ。

「結局、俺は暫しばらく子供のままで、どの程度で地上に戻れるのかもわからない。必要のない戦いはするな」

「「「わかりました！」」」

「アーネスト、逃げるぞ。背中を貸せ」

「えっ？　であるな」

　お前、まだ気がつかないのか？

　学者のくせに……。

「俺はこんな形なりだろうが！」

　全力で走っても、こちらに迫り来るドラゴンタンクから逃げられるとは思えない。

　まさかアグネスたちに背負ってもらうわけにもいかず、残る選択肢はアーネストしかないというわけだ。

「我が輩、頭脳労働者なのであるな」

「俺を置いて逃げてもいいが、あとでどうなっても知らないからな」

　魔族であるアーネストが、バウマイスター伯爵領内でのん気に考古学者としてやっていけるのは、俺の庇ひ護ごと王国の黙認があるからだ。

　俺を見捨てて逃げてきたとなれば、もう王国は容赦しない。王国の利益のため、死ぬまで利用され尽くすことになるであろう。

「それでいいのならいいがな」

「その形なりで、いかにも大貴族らしいことを言うのであるな。仕方がないのであるな」

　アーネストは俺を背負い、後方にある階段へと走り始めた。

　その足取りはしっかりしており、なるほど学者といってもフィールドワークをやっているので足腰は丈夫なようだ。

「バウマイスター伯爵、わかっていると思うのであるが……」

「来たぞ！」

　逃げる俺たちに追いついてきたドラゴンタンクがブレスを吐いた。

　俺が合図を出すと、アーネストが後方に『魔法障壁』を張ってブレスを防いだ。

　アーネストは、『魔法障壁』を張るタイミングを俺に出すように念を押そうとしたのだ。

　アーネストは俺を背負っているので後ろを確認する暇がないが、必要ない時もずっと『魔法障壁』を張り続けていたら、いくら魔力量が多いアーネストでも消耗してしまうからな。

「先生！　大丈夫ですか？」

「大丈夫だから、全速力で階段を上れ！」

「「「はいっ！」」」

　とにかく、一秒でも早くこのクソみたいな地下遺跡を脱出しなければ。

　ここが地下何階で、上の階にどんなカラクリや罠わなが配置されているのかわからない以上、不必要な消耗は避けるべきだ。

「あいつの下半身の構造上、階段を上るのは難しいはず。逃げ切れば……」

「先生！　階段を上ってますよ！」

　なんとシンディの指摘どおり、ドラゴンタンクはゆっくりとだが階段を上り始めていた。

「けっ！　階段を上れるのか！」

「先生、やっぱり壊すしか！」

「待て！　魔力を無駄遣いするな！」

　まだ先がどれだけあるのかわからないし、魔力は補充可能とはいえ、これからも立て続けにこの地下遺跡の罠やカラクリに追われるかもしれない。

　いくら魔力を回復しても、疲労状態が続けば魔法も碌ろくに使えなくなり、最悪動くこと自体困難になってしまう。

「実は、俺たちはかなりヤバイい状況にある。だから、魔力と体力を無駄遣いするな」

「わかりました。でも先生……」

「こういう方法もある！」

　俺はアーネストの背中から下りると、階段を覆うように魔法の袋から取り出したシーツ数枚を広げておいた。

「バウマイスター伯爵？」

「まだ続きがある」

　続けて、調理に使う植物性の油を大量にシーツに含ませた。

　まだ未使用で新品なんだが、勿もっ体たいないとか言っている場合ではない。

「この状況で、そんなことを考えるのはバウマイスター伯爵だけであるな」

「お前はいちいち一言多いな！　これでいい」

　階段を上り切ったところで様子を窺うかがうと、俺の作戦どおり、ドラゴンタンクの無限軌道が大量に油を含ませたシーツの上で滑って、階段を上れずにいる。

「こんな方法があるなんて、先生、凄すごいです！」

「どうやって考えたんですか？」

「先生、凄ぉ───い！」

　無限軌道で動くタンクなんて代物、この世界では初めて見る人が大半なわけで、初見でそれに対応できた俺がアグネスたちに絶賛されたとしても不思議ではない。

　実は前世で見た漫画の知識からです、という事実があるにしても、それはバレなければ問題ないわけだ。

　俺の先生としての威厳は保たれる。

「意外と応用が利くのであるな。ドラゴンタンクの構造を見て、我が輩が今助言しようと思ったのに、であるな」

「それはすまないな、次は頼む」

　アーネストの奴、初見でドラゴンタンクの弱点に気がつくとは凄いな。

「先生、あとはどうするんですか？　火をつけるとか？」

「いや、このまま放置だろう」

　アグネスは念のため、シーツに滲み込んだ油に火を放ちドラゴンタンクを破壊した方が安全なのでないかと俺に意見したが、それは複数の理由から却下であった。

「まずは、この地下遺跡の出口がわからないので、魔力の消費は避けたい。もう一つ、油が燃えてしまうとドラゴンタンクが再び階段を上れるようになるかもしれない」

　ドラゴンタンクは無人なので、火で焼いても機能停止する保証はなかった。

　油で滑って上がれないでいる今の状態のまま放置しておいた方が安全だろう。

　それに、常温の植物油を発火させるには、思ったよりも温度が必要だからだ。

「先生！　前！」

「どうやら、後ろのドラゴンタンクに構っている余裕はないようだな」

　階段の一番上、次の階の入り口から、次々となにかがこちらに向かってきた。

　よく見ると、全長五十センチほどの金属製の小型ドラゴンゴーレムであり、それは小さな翼で宙を飛んでいた。

　その数は……十機くらいであろうか。

「次の階は、あの小さなドラゴンゴーレムの巣というわけであるな。どうやら、休ませてくれないようであるな」

「そのようだな……」

　予想どおり、体力と魔力を回復させる時間を与えるつもりはないというわけだ。

「わかったな、アグネス。ゴールは見えない。そうそう休ませてもらえない。魔力の節約がなによりも大切なんだ」

「はい。それで、どうしましょう？」

「さすがに、この小型ドラゴンゴーレムは破壊しないと駄目だろう。なるべく消費魔力を節約しつつ破壊してくれ」

「「「わかりました！」」」

　教育の賜たま物ものであろう。

　アグネスたちは収束した『ウィンドカッター』で前方に浮かぶ小型ドラゴンゴーレムを次々と破壊し、俺たちはようやく最初の階をクリアすることに成功するのであった。

　残り階数……は不明である。




「今度は迷路か……」

「侵入者を逃がさない造りであるな」

　上の階に上がると、そこは巨大な迷路のような造りとなっていた。

　地下迷宮にしては天井が高く、その天井のところどころにハッチのようなものが見えた。

　そして俺たちが近づくと、そのハッチが開いて次々とさっきと同じ小型ドラゴンゴーレムが飛び出してくる。

「細こま々ごまとしていて、とても面倒なのであるな」

　小型ではあるが、ドラゴンを模したという事実に違いはなかった。

　距離を縮めると、小型ドラゴンゴーレムはブレスを放ってくる。

　そのブレスは意外と威力があり、なにも対策しないまま被弾すれば、人間は大怪我か大火傷やけどを負ってしまうであろう。

　そこでベッティとアーネストが、適時『魔法障壁』を張ってブレスを防いでくれる。

「先生、アグネスちゃん、シンディちゃん。なるべく一つになって」

「そうだな」

　受ければ大怪我だが、防ぐことは容易にできる。

　ゆえにいちいち『魔法障壁』を張らなければならず、さらに進路上の小型ドラゴンゴーレムを破壊しないと先に進めない。

　徐々に俺たちの魔力と体力を削っていくという、実に嫌らしい造りだ。

「先生、どうやって進みましょうか？」

「迷路は、常に左側の壁に沿って進め！」

　まさか、下層から一階上がっただけでこの地下遺跡をクリアできるはずもなく、ましてやこの迷路のような階層の詳細な情報があるわけでもない。

　ここは迷路攻略の基本である、常に左側に沿って進む左手法で進むのが、一番効率がいいと思う。

　これは冒険者ギルドでも教えている知識だが、アグネスたちは気が動転してすっかり忘れていたようだ。

　昔は俺たちもそうだったし、初心者なので仕方がない面もあった。

「ええいっ！　落ちろ！　落ちろ！」

「先生！　次々と出てきてウザイです！」

「アグネス！　ベッティ！　全部落とそうなんて思うな！」

　この階層の天井には至るところにハッチが設置されており、そこから小型ドラゴンゴーレムが次々と湧き出してくる。

　アグネスとシンディが、湧いて出た小型ドラゴンゴーレムをすべて魔法で攻撃していたが、俺はそれをやめさせた。

　一体一体は小型で弱くても、いちいち全部壊していたら大量の魔力を消費してしまうからだ。

「『魔法障壁』でブレスを防ぎながら、左壁に沿って走るんだ！　なるべく纏まとまって、『魔法障壁』で消費する魔力を抑えろ！」

「先生、魔力は魔晶石で回復できますよ」

「いや、そんなに頻繁には無理だ」

　俺はシンディの考えを否定した。

　ドラゴンタンクが階段を上ってまで追いかけようとした点を考えると、この階の小型ドラゴンゴーレムたちも追いかけてくるかもしれない。

　つまり、この地下遺跡を脱出するまで、俺たちは碌に休めないと見ていい。

「魔力は回復できても、体力と精神的な疲労までは回復できない。どこかで休めればいいんだが、どうもこれまでの経緯を見ていると、纏まった休憩は取れないだろうな」

　階層と階層の間で休もうにも、すぐに下の階からゴーレム軍団が追いかけてくるからだ。

　ドラゴンタンクは防いだが、小型ドラゴンゴーレムは飛べるし数も多い。

　のん気に休憩なんて取っていたら、多数の小型ドラゴンゴーレムたちに囲まれてしまうであろう。

「さらに、治癒魔法の問題もある」

　このメンバーの中で治癒魔法が使えるのは俺だけで、しかも今の俺は子供で魔力も初級程度しかない。

　ちょっとした傷の治療しかできず、もし誰かが大怪我をしたら、パーティは全滅か、最悪その人を置いていく決断をしなければならなくなるだろう。

「先生が元に戻るまでどこかに隠れましょう」

「それも難しいな」

　俺は、ベッティの提案も却下した。

　なぜなら俺がいつ元に戻るのか、誰も正確な答えがわからないからだ。

　アーネストの推察はあくまでも予想にしかすぎず、下手をするとあと一週間はこのままかもしれない。

　その間、ゴーレムたちに攻撃されずに潜めるような場所など、到底あるとは思えないのだ。

「よって、とにかく上に逃げ続けるしかない。立ち塞ふさがる罠やゴーレムに対しても、必要最低限のみ撃破して魔力を節約しろ」

　魔力の補充そのものは魔晶石で足りるが、一日に何度も補充すると精神的な疲労感が酷ひどい。

「強固な戦闘個体による侵入者の撃破だけでなく、魔法で侵入者を子供にし、古代魔法文明時代では比較的ポピュラーな『逆さ縛り殺し』で最下層に送り込み、相手を休ませないで徐々に消耗させて討ち取る。この地下遺跡は、古代魔法文明時代の軍の施設であるな」

　なるほど。

　最初のドラゴンタンクにしても、なぜ下半身が無限軌道なんだと思ったが、足がついていて四足歩行だと、自重で壊れやすいリスクがあるから、というのもあるのか。

　砲台代わりに台座の上に置いておけばそんな心配をする必要はないが、あのドラゴンタンクは動けなければ意味をなさない。

　メンテナンスの負担を減らすための無限軌道であり、小型ドラゴンゴーレムは数で押していく量産性重視。

　その特質は兵器に偏っており、アーネストはそれに気がついたのだ。

「ゆえに、バウマイスター伯爵が言う最低限の数を撃破という方針には、我が輩も賛成なのであるな」

　この地下遺跡に何体のゴーレムがいるのかわからない以上、なるべく消耗しないように進むしかないわけだ。

「体ていのいい足あし手で纏まといもいるのであるな」

「悪かったな！」

　最初、侵入者を子供にするのは魔力量を下げるためだと思っていたんだが、まさかもう一つ狙いがあったとはな。

　俺は子供になってる分、体力もなく走るのも遅い。

　なるべく小型ドラゴンゴーレムを倒さずこの階層を走り抜ける予定だったんだが、はっきり言って俺が一番の足手纏いになっていた。

　子供に、地下遺跡探索は荷が重いというわけだ。

「先生は私の身代わりになったのだから、私がおんぶしてでも……」

「それは駄目だ」

　シンディもこの中では最年少なので、いくら子供とはいえ俺をおぶって走るのは難しい。

　状況に応じて魔法も使わなければいけないので、それは余計に厳しいであろう。

「こういう時のために、アーネストがいるんだからな」

　俺は再び、アーネストに背中を貸すように言った。

　こいつは野外でよく発掘作業をしているので、足腰は丈夫だし持久力もあるからだ。

「わかったのであるな」

「ここを脱したら、あとで調べ放題じゃないか」

　俺が死ねば、それどころではないけど。

「これだけ広大でゴーレムが多い地下遺跡の発掘。抗あらがえない魅力であるな」

　アーネストが俺を背負うと、一行の移動速度は一気に上がった。

　迷宮の左側の壁を伝いつつ、ベッティが前方からやってくる小型ドラゴンゴーレムのブレスを『魔法障壁』で防ぎ、アグネスとシンディが前進の邪魔になりそうな個体や集団を攻撃魔法で薙なぎ払う。

　最後尾にいるアーネストは、後方から追いかけてくる大量の小型ドラゴンゴーレムが吐いてくるブレスを適時『魔法障壁』で防いでいた。

「バウマイスター伯爵、後方の連中がちょっと洒落しゃれにならないのであるな！」

　攻撃せず置き去りにした個体や、新たに天井のハッチから出現した個体が、大群で俺たちを追いかけてくるようになった。

　これは、早く上の階に上る階段を見つけないと。

「先生！」

「この迷路の地図がない以上、時間はかかるが左側の壁に沿っていくしかない」

　下手にショートカットしようとして元の場所に戻ってしまったら、これ以上の不幸はないのだから。

　結局、『急がば回れ』というわけだ。

「先生、一回小型ドラゴンゴーレムの群れを攻撃魔法で薙ぎ払った方がよくないですか？」

「それも、この地下遺跡を作った奴の狙いだろうからなぁ」

　群れを一掃するには大量の魔力を消費してしまうし、追加でさらに小型ドラゴンゴーレムが出てこないとも限らない。

　とはいえ、前方も後方も多くの小型ドラゴンゴーレムで埋め尽くされつつあった。

　さて、どうしたものか……。

「全員、俺の合図でその場にしゃがめ！」

「先生？」

「アグネス！　返事は？」

「はい！」

「他のみんなも！」

「「「はい（なのであるな）」」」

　わかったのなら、それでいい。

　そしてそれから数秒後、俺はみんなにその場にしゃがみ込むように命令する。

「今だ！　しゃがめ！」

　俺の命令どおりに全員がしゃがんだ直後、その頭上を前方の集団が一斉に吐いたブレスが通り抜け、そのまま後方の集団に直撃した。

　小型でブレスが吐けて量産性に優れた小型ドラゴンゴーレムであったが、やはり防御に関しては難があったようだ。

　味方のブレスを食らった小型ドラゴンゴーレムの群れは、さすがに、ドロドロに溶けたり派手に壊れるようなことはなかったが、損傷を受けて次々と床に落下していった。

　どうやら、多数の小型ドラゴンゴーレムを統率し、効率よく攻撃する仕組みは搭載されていなかったようだ。

　そんなものを積むと、大きさや量産性で不備が出てしまうからだろう。

「以上が見本だ。今はとりあえず全力で進め！」

「「「はいっ！」」」

　俺たちは再び一つに纏まり、ベッティとアーネストが『魔力障壁』で増え続ける小型ドラゴンゴーレムたちのブレスを防ぎ、前進していく。

　時おり、俺が伝授した方法で増えすぎた小型ドラゴンゴーレムたちを同士討ちで駆逐して通路を確保しながら、ようやく第三層目に上がれる階段に到着したのであった。




「まさか、子供の体がここまで負担になるとは……眠くなってきたな」

「子供はお眠の時間なのであるな」

「本当に子供の体だから、疲れやすいのまで一緒なんだよ」

「子供にはお昼寝の時間も必要なのであるな」

「とはいえ、こんな状況で寝ていられるか！」

　第一層のドラゴンタンク、第二層の小型ドラゴンゴーレムの群れと迷宮を突破した俺たちは、第三層への階段を上っていた。

　この地下迷宮のゴーレムたちは足を止めていると追いかけてくるので、階段で休憩できるかもという淡い期待は見事に裏切られている。

「休む間まを与えず、侵入者を疲労させてから数で囲んで殺す。いかにも陰湿な軍人が考えそうな罠と迷宮であるな」

　アーネストは、なにか軍人に恨みでもあるのであろうか？

　どんな世界でも、軍なんて必要悪だからな。悪く言う人がいても不思議ではないか。

「先生！　後ろから沢山来ています！」

　シンディが、俺に報告する。

　無限軌道走行であるドラゴンタンクとは違って、飛行できる小型ドラゴンゴーレムは、数を増やしながら俺たちを追い続けていた。

　時間が経たてば経つほど、ますます数は増えていきそうだ。

「気にするな！　このまま第三層に飛び込め！」

「一撃くらいかまして、相手をひるませた方がいいと思います」

　シンディが、後ろから迫る大量の小型ドラゴンゴーレムたちを見ながら言った。

　確かに、ちょっと数が多いので少し減らせないかな？

　しかし、ここでシンディたちを消耗させるのはよくない。

　そこで……。

「アーネスト、一撃くらいなら大丈夫だろう？」

「我が輩、攻撃魔法は……」

「違う！　これだ」

　俺は魔法の袋から、投とう擲てき用の槍やりを取り出した。

　『身体強化』をかけて投げれば、小型ドラゴンゴーレムくらいなら壊せるはず。

「我が輩、コントロールに自信がないのであるな」

「いいから投げろ」

「わかったのであるな」

　アーネストは、渋々ながら『身体強化』で力を増してから槍を後方の小型ドラゴンゴーレムたちに向かって投げた。

　すぐにわかるほどのノーコンだったが、すかさず俺が槍の軌道を魔法で微調整する。

　アーネストが投げた槍は、かなりの数の小型ドラゴンゴーレムを戦闘不能に追い込んだ。

「よくぞ命中したものであるな」

「俺が調整したんだよ」

　このくらいなら、今の俺でもできるからな。

「先生、凄いですね」

「槍の軌道をわずかな魔力で変えるなんて」

「さすがです、熟練の技です」

「いや、投げたのは我が輩なのであるな」

「次の階層に行ってみよう」

　俺たちは、アーネストの指摘を無視して地下遺跡の第三層目に突入するのであった。




「先生！　これは罠では？」

「これはどう判断していいのか？」

　第三層は、ちょっと不思議な空間であった。

　内部に突入した瞬間、なんと入り口の扉が消えてしまったのだ。

　そして、ただの広い空間にしか見えない第三層にも仕掛けがあった。

　ゆっくりとであるが、徐々に部屋が小さくなっているのが確認できた。

　四方の壁が徐々に俺たちに迫ってきており、このままだと俺たちは壁に圧おし潰つぶされてペシャンコになってしまうであろう。

「おおっ！　いきなり部屋の入り口が消えて閉じ込められる。継ぎ目のない壁が動いて部屋が狭まっていく！　これは貴重な遺物であるな！」

「感心している場合か！」

　その貴重な遺物のために、俺たちは圧し潰されるかもしれないというのに！

　これだから考古学者は！

　確かに、いきなり入り口が消えてしまったり、ヌルヌルと継ぎ目のない壁が四方から内側に迫ってくるのは不思議だけどな。

「それほど心配するな、なのであるな。この罠からの脱出は比較的容易なのであるな」

「そうなのか？」

「この階層は、侵入者のジレンマを誘う罠なのであるな」

　アーネストによると、この階層の壁はそれなりの威力の魔法で壊せるはずだと言う。

「こういう不思議な造りの罠は、実は案外モロいのであるな。とはいえ、それなりの魔法で破壊しなければいけないので、我が輩たちの魔力は消耗するのであるな」

　なるほど、迫る壁の罠で圧し潰すのが目的ではなく、壁を破壊させることで侵入者を消耗させるのが狙いか。

　つまり、この階層が地下遺跡の最後ではないということがわかる。

　基本的に侵入者を徐々に消耗させる方針に違いはないわけだ。

「バウマイスター伯爵、もう一つのジレンマに気がついたのであるな？」

「……どのタイミングで脱出するかだな？」

「正解なのであるな」

「先生、それはどういう？」

　アグネスのみならず他の二人も首を傾かしげている。

「確かに、この部屋の壁は徐々に俺たちに迫ってきており、このままだと圧し潰されるのは確実だ。でも、それはかなり先だな」

　少なくとも、今のペースだと一時間程度は大丈夫なはずだ。

　アーネストもそう思っているはず。

「一時間ですか？」

「そう、そこでベッティに問う。一時間休んでからここを一気に魔法で破壊して進むか、今破壊して進むか。選択肢は二つある」

「一時間休めるんですか……」

　これまで、追いかけてくるゴーレムたちのせいで俺たちは休憩を取っていなかった。

　今ここで一時間休めるのは貴重である。

　だが、休めば当然デメリットもある。

　どちらが正しい、有利という類たぐいの選択ではないのだ。

「メリットとデメリットが双方にある」

「まずは、それを自分たちで考えてみてくれ。そして、どちらかを選ぶ」

　時に、そういう選択が必要なのが冒険者だ。

　これまた面倒な話で、必ずしもどちらかが圧倒的に正しい選択肢だとは限らないのだ。

　メリットとデメリットの総量の関係で、結局どちらを選んでもそんなに変わらないこともある。

　ところが、選んだ方で致命的なミスを犯して死んでしまえば、愚かな選択をしたと批判されてしまうのだ。

「それでも、君たちは選ばなければいけない。俺に任せるという手もあるが、俺にずっと選ばせるわけにもいくまい。ましてや、今の俺は子供で足手纏いだ」

「先生は、足手纏いではありません！」

「シンディ、俺は多少のアドバイスはできるが、現時点でアーネストにおぶってもらっている状態だ。足手纏いなのだという現実は認めてくれ。それを踏まえて、今の俺の有用性を計算に織り込むのはアリなんだから。ああ、急いで選択しないと、一時間休むの方に自然と決まってしまうが、それでいいのか？」

　俺は、彼女たちに急ぎ選択を迫った。

　なぜなら、二つの選択肢をちゃんと検討して選ぶのと、ただ迷って時間ばかり消費してしまい、結果的に片方しか選べないのとでは、同じ方を選んだとしてもまったく結果が異なる可能性が高いからだ。

「今すぐに魔法でここを破壊して次の階層に行くメリット……。第二層から湧いてくる小型ドラゴンゴーレムたちに追いつかれる危険が減る。ベッティ、デメリットは？」

　アグネスは、ベッティに今すぐここを抜け出す際のデメリットを訪ねた。

「どのみち魔法でここを破壊するから、大量の魔力を消費するのはどちらも同じ。ここまで休憩なしでやってきたから、精神的な疲労が蓄積されるのがデメリットだと思う。魔力は魔晶石で回復できるけど、疲労はどうにもならないから」

「この先休憩できる保証はないから、私は一時間でも休めた方が有利になると思う。精神的な疲労の緩和に効果があるし、ちょっとだけど魔力も回復する」

「シンディ、一時間休憩すると第二層の小型ドラゴンゴーレムたちが集まってしまうと思う。数が多ければ一部を魔法で破壊しなければいけないから、逆に消耗するかもしれない」

　シンディの意見にアグネスが反論した。

　これでいい。

　お互いに意見を言い合って、結論に近づけばいいのだ。

「この部屋の構造上、第二層の小型ドラゴンゴーレムたちは私たちに近づけないと思う」

「シンディちゃん、最悪の想定をした方がいいよ。私たちがここを抜け出そうと壁を魔法で破壊したら、入り口を消して私たちを閉じ込めていた装置が止まるかもしれないんだよ。そうなったら、第二層と第三層を繋つなぐ階段に大量に集まっているであろう、小型ドラゴンゴーレムたちが雪な崩だれ込んでくるかもしれないもの」

　もしそうなったら、当然それへの対処が必要となるから休んだ意味がないと、ベッティはシンディに反論した。

「でも、先生がいるから。今の先生は、子供並みの体力しかないもの」

「先生の体力の問題……」

　シンディが、少し休まないと俺の体力が保もたないと言うと、ベッティはそのまま考え込んでしまった。

　ここは、一言だけ俺が口を挟むとしようか。

「俺のことは考慮しなくていい」

　最悪、アーネストが背負うからな。

「いえ、やっぱり先生にも休んでもらった方がいいです」

「……シンディ、その根拠は？」

　しばし黙していたアグネスが、シンディに休憩を取った方がいい理由を尋ねた。

「だって、あの変なドラゴンゴーレムが階段を上れなくなったのだって、小型ドラゴンゴーレムを同士討ちさせたのだって、先生の策だから。先生の体力は子供並みでも、経験や思考はそのままだから、それならちゃんと休んでもらった方が切り札になるもの」

　今の俺は、とにかく体力がない。

　このまま休まないでいると、知らぬ間に寝てしまうかもしれない。もしそうなったら咄嗟の時に俺の判断を頼りにできない。ここで少しでも仮眠を取ることで、精神的な疲労を緩和してほしいというわけか。

「先生のアドバイスも、ここを切り抜ける有効なカードですから」

「確かに、シンディの言うとおりね。では、休みましょう。先生、よろしいですか？」

　アグネスたちは一時間休んでから進むという選択肢を取り、俺に了承を求めてきた。

「俺は、アグネスたちの意見に従うよ」

「「「先生……」」」

　最初にそう宣言したし、実はどっちの判断が正しいのかなんて、あとになってみなければわからないからだ。

「いやあ、ようやく休めるのであるな」

　相変わらず空気を読まないアーネストが、俺を背負ったままその場に腰を下ろした。

「ちょっ、俺を先に下ろしてくれよ」

「忘れていたのであるな」

　この野郎、俺を背負い続ける羽目になったことへの仕返しか？

　まあいい……。

　俺もアーネストの背中から下りてその場に座り込んだ。

　やはり子供の体は疲れやすいな。

　ただ座っただけで、疲労感が溶けていくような感覚を覚えた。

　今日、いきなりこんなことになってしまったアグネスたちも同じであろう。

「水分は補給しておくんだ。なにか食べるのは逆にやめた方がいいかも」

　消化で体力を使ってしまうかもしれないので、できれば固形物は避けた方がいいと思う。

　俺は、魔法の袋から水筒を取り出して中身を飲み始めた。

　中身は魔の森産のフルーツで作ったジュースである。

「アーネストも飲むか？」

「飲むのであるな。固形物は体の動きを阻害するので、今は飲み物だけでいいのであるな」

　アーネストは、俺から水筒を受け取りフルーツジュースを飲み干した。

　本当は常温の水に少量の砂糖と塩を混ぜたものがいいのだが、あまり杓しゃく子し定じょう規ぎにやるとテンションが下がるからこれでいい。

　アグネスたちも、自分の水筒を魔法の袋から取り出し飲んでいた。

「バウマイスター伯爵、少し仮眠を取るのであるな」

「そうだな」

　本当、この子供の体は疲れやすい。

　バウマイスター騎士爵領時代は、もう少し体力があったような気がするのだが。

「自由に移動できる野山と、ここはまったく違うのであるな」

「それもそうか」

　出口が見えず、次から次へと敵が湧いてくるこの状況は、子供の体に多くの負担を強いているのであろう。

「十分でも、寝ておけば違うか……」

　子供の体になってしまった俺なので、最悪アグネスたちの足を引っ張らないのが一番だ。

　そのために、少しでも休んでおこう。

「先生、どうぞ」

　とここで、アグネスが膝を差し出してきた。

　膝枕をするから、そこで寝ろということか？

「いや、俺は大丈夫……」

「先生、仮眠だからこそ、その子供の体で石床の上に寝るのはよくないですよ。遠慮なんて不要です。むしろ嬉うれしい……」

「えっ？　今なんて？」

「なんでもないですよ！　さあ」

「そこまで言ってくれるのなら……」

　これは緊急的処置で、別に浮気じゃないから……というか、先生と生徒の間でそういうのはないからと心の中で言い訳しつつ、俺はアグネスの膝を借りようとした。

　すると、今度はシンディも膝を出して声をかけてきた。

「先生、アグネスはリーダー的な役割で疲れているはずです。代わりに私の膝で寝てください」

「えっ？　私は別に疲れてなんて……」

「アグネスはこれからも大変だから、できる限り休まないと駄目だよ。今は気が張っているから疲れていないように感じるだけ。今は少しでも休まないと」

　自分は疲れていないと言おうとしたアグネスに対し、シンディは正論で言い返した。

　確かに、今俺たちのパーティを、前線に立って牽けん引いんしているのはアグネスだ。

　実質リーダーみないなものなので、今は休んでおいた方がいいだろう。

　俺を膝枕している場合じゃないな。

「ええと、じゃあ、俺はシンディの膝を借りて……」

「えっ───！」

「アグネス、そんなに大声を出すほどのことか？」

　今の俺たちの最大の目標は、この地下遺跡からの脱出だ。

　そのためなら、効率を極めた方がいいに決まっている。

「というわけで、シンディに膝を借りようかな」

「先生、私の膝で寝てください」

「ベッティ？」

　とここで、ベッティも膝を差し出してきた。

「シンディちゃんは、この中で一番年下です。心身の負担も大きかろうと思います。アグネスちゃんはリーダーとしての重責があるし、ここはよく狩猟をして体を鍛えている私の膝で仮眠をとってください」

「確かにそう言われると……」

　ベッティの意見には、筋が通っている。

　アグネスたちも仮眠を取ると決めた以上、ここは休んで少しでも体力と魔力を回復させなければいけない。

　アグネスは三人の中でリーダーなので負担が大きく、シンディは最年少だ。

　狩猟で鍛えているベッティの膝を借りるのが一番であろう。

　決して、さっきベッティの足はスベスベして気持ちよかったなとか、セクハラオヤジのようなことは考えていない。

　とにかく、休むと決めた以上は一秒でも長く休まなければ。

　そう決意し、俺がベッティの膝を借りようとしたら、そこにもう一人加わってきた。

　アーネストである。

「バウマイスター伯爵、待つのであるな」

「えっ？　俺はお前の膝なんて死んでも借りないけど」

　なにが悲しくて、おっさんの膝枕で仮眠などしなければいけないのだ。

　どうせ足も硬いだろうから、その辺の床にでも寝た方がマシだ。

「短時間の仮眠で、横になるのはお勧めできないのであるな」

「おおっ！　そうきたか！」

　さすがは学者。

　分野違いでも、専門家っぽいことを言うな。

「これはその分野の専門家に聞いたのであるが、短時間の仮眠をとる場合、机のようなものに突っ伏して寝るのがいいのであるな。我が輩もやっているのであるな」

「そう言われるとそうか……」

　壁の迫り具合から見て、あと三十分眠れるかどうかだ。

　横になってしまうと、もし壁が迫ってくる速度が増した場合、対応が遅れるという心配もある。

　仮眠だからこそ合理的にとる必要があるな。

　前世でも、昼食を終えたら、机に突っ伏して十分から二十分程度の仮眠をとって凌しのいでいたものだ。

「アーネストの言うとおりだな。確か……」

　俺は魔法の袋から、アグネスたちの分も含めた小机を取り出した。

　どうしてこんなものまでと思われるかもしれないが、俺の魔法の袋は容量が大きいので、実はかなり死蔵している品も多いのだ。

「アグネスたちも、これを使って寝るといいぞ。眠っ……」

　やはり、この子供の体は疲れやすい。

　机に突っ伏してすぐ、普段ならあり得ない早さで眠気が襲ってきた。

　とにかく今は休むとしよう……。

　このわけのわからない地下遺跡から全員無事に脱出するために。
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「寝たのであるな。さあ、娘っ子たちも……」

「アーネストさん！」

　私は思わず、アーネストさんに対し大きな抗議の声をあげてしまった。

「静かに、アグネスちゃん」

「先生は寝ているから。子供の体だから負担が大きいんだよ」

　ベッティとシンディに声の大きさを注意され、私は慌てて口を手で覆った。

　先生は寝てしまっていた。

　途中で起こすなんてことがあってはいけないのだ。

「でも、アグネスちゃんの怒りは理解できる」

「私も」

　私たち三人は、アーネストさんへ追及を開始した。

　確かに、アーネストさんの言うことには一理あるけど、彼は一つとても大切なものを理解していない。

　私たちの『乙女心』というものを。

「せっかく先生に膝枕できると思ったのに、アーネストさんは酷いです！」

　まず私が、先生を起こさないギリギリの声でアーネストさんに抗議した。

　ここは、先生に私の膝で安心して休んでいただきつつ、『アグネスの膝って柔らかいな』とか思ってもらって、ここを脱出後に、先生に私を一人の女性として意識してもらおうという、とても大切なところだったのに。

「そうですよ！　あんまりです！」

「いくらおじさんでも、女心が理解できなさすぎです！」

　次いで抗議したベッティとシンディだってそう思っていたはず。

　いわば二人はライバルなのだけど、それよりも、その勝負を無効試合にしてしまったアーネストさんにひと言言わないと気が済まなかったのだ。

「それどころではないのであるな。まずは、バウマイスター伯爵が過労で倒れないようにするのが大切なのであるな」

　ううっ！

　アーネストさんの発言が正論すぎる！

　確かにそうなのだけど、ここで私が先生を膝枕してあげても別に問題なかったはず。

「時間がきたら、先生を優しく起こしてあげようと思ったのに……」

　ベッティが、そんな羨うらやましいことに気がついていたなんて……。

　私も気がついて当然のはずなのに、これはとんだ盲点だったわ。

　寝ている先生を起こすなんて羨ましいこと、いつもは奥様たちやお屋敷の中の人たちにしかできないのだから。

　私としたことが、なんたる不覚。

　余計に『アーネストさん、許すまじ』……と思っていたら、いつの間にかベッティとシンディが先生の両脇に移動していた。

　まさか、タイミングよく自分を優しく起こしてくれる、配慮できる女性というイメージを先生に刷り込み、将来の妻候補としてアピールするつもりなんじゃ……。

　しまった！

　完全に二人に先を越されてしまった！

「ううっ……」

　これも、当初の作戦を根本から破壊してしまったアーネストさんのせいだ。

　私は、恨めしそうな顔で彼を見つめてしまう。

「うん？　娘っ子たちも早く休むのであるな。我が輩はまだそれほど消耗していないので問題ないのであるな。見張っているから、遠慮しないで仮眠をとるのであるな」

　そういうことではないのだけど……でも、アーネストさんの言っていることは間違っていない。

　私も小さな机に突っ伏して仮眠をとることにした。

　なんか、教室で居眠りしているみたいだ。
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「バウマイスター伯爵、時間なのであるな」

「う───む、少しは体力が回復したかな？」

「気休めであるが、仮眠をとらないよりはマシなのであるな。バウマイスター伯爵が寝てから、三十分くらい経ったのであるな」

「そうか……」

　目を覚ますと、部屋の壁が随分と近くまで迫っていた。

　どうやら、突然壁が狭まる速度が上がって俺たちを焦らせる、といった風な意地悪な仕掛けはないようだ。

　少しは休めたので、あとは出口を魔法で破壊して上の階に向かうだけだな。

「アグネス、ベッティ、シンディ。時間だぞ」

　俺は、やはり仮眠をとって体力と魔力の回復に努めていた三人を起こす。

「ふぇ……あれ？　先生が先に起きている」

「アーネストが起こしてくれたんだ」

「そうですか……」

「「……」」

　寝起きで機嫌が悪いのか？

　三人は、目を細めながらアーネストに対しなんとも言えない表情を浮かべていた。

「さて、この休憩が吉と出るか、凶と出るかなのであるな」

「それは進んでからのお楽しみだ。行くぞ、三人とも」

「「「はいっ！」」」

　この壁が迫る部屋の出口は、ある一定以上の攻撃魔法なら簡単に破ることが可能である。

　俺の指示を受けたシンディが、しくじることなく出口のぶ厚い扉を攻撃魔法でぶち破り、この階も無事脱出することに成功するのであった。




「次のエリアは……水ですか？」

「池、沼」

「大きな水みず溜たまり？」

　次の階は、ほぼ水で占められていた。

　巨大な人工池なのだが、どうもこのエリアのほぼ全体になにか魔法がかかっているのが『探知』できるな。

「う───む、なのであるな」

　アーネストも、このほぼ水で占められたエリアの奇妙さに気がついたようだ。

「水になにか仕掛けでもあるのか？　……アグネス」

「はい」

　アグネスも、俺が教えた『探知』で水を探ってみるが、水自体にはなんの仕掛けもなかった。

　本当にただの水で、これに入ると体が溶け始めるとかはないようだ。

「バウマイスター伯爵、とても冷たい水なのであるな。つまり『部隊の半分が川を渡ったところで討て』という古来の戦法であるな」

「なるほど」

　俺も水を触ってみたが、痺しびれるように冷たい。

　この地下遺跡は、これまで侵入者を軍事的な手法で駆逐する方法に拘こだわってきた。

　水の深さは、アグネスたちなら腰の位置にまで達し、子供の俺は胸まで水に浸つかってしまう。

　この冷たい水を渡るのは余計に疲労を蓄積させるための罠というわけだ。

「水を冷たく維持するのに、魔法が使われているのであるな」

「もう一つあるだろうな」

　冷たい水の中を進ませて疲労させる戦法は、魔法使いには通用しない。

　なぜなら、魔法使いは『飛ひ翔しょう』を使えば水に浸つからず移動できるからだ。

　向こうもそれは知っているであろうから、この池の階層にはもう一つ魔法が仕掛けられているはずだ。

「シンディ、その場で『飛翔』で浮いてみな」

「はい……あれ？」

　シンディは何度も『飛翔』で浮かび上がろうとしたが、魔法がキャンセルされて浮かぶことができなかった。

　俺の予想が当たったということだ。

「つまり、この冷たい水の中を進んで出口まで移動しなければならない」

「仕方ないですね、冷たいけど」

「水泳みたいなものですよね？」

「狩猟の時に川を渡ることもなくはないので」

　やはりその程度の認識か……それにしても、この地下遺跡の設計者はかなり意地が悪い。

　そして、あきらかに思考が軍人のそれであった。

　強固なゴーレムで侵入者を倒すという、よく使われる方法ではなく、侵入者を徐々に弱らせ、上の階で仕留めるという堅実な手法を取っているからだ。

「厄介なのであるな。仕方がないのであるな」

「すまんな」

「バウマイスター伯爵が死ねば、ここの地下遺跡の調査もできないのであるな。その前に一緒に死ぬのであるな」

　そう言いながら、アーネストは俺をおぶうために腰を低くした。

　今の俺の体でこの水に入ったら、出口に到着する頃には動けなくなってしまうからだ。

「自分の周囲の水だけ魔法で温める、というのはどうでしょうか？」

「それだと、出口に到着するまでにかなりの魔力を失ってしまう。実に厄介だ」

　幸いというか、この階にはゴーレムの類などは配置されていなかった。

　ただ冷たい水の中を進めばいいのだ。

　かなり体力を消耗するが、出口で体を温めて回復させるしかない。

「ひゃあ！　冷たいのであるな！」

「冷たい……じゃなくて、痺れる」

「寒い」

「出口までこれですか……」

　『飛翔』で飛び上がれない以上、水の中を歩いていくしかない。

　俺をおぶったアーネストと、腰まで水に浸かったアグネスたちは、水の冷たさに顔を歪ゆがめながらこの階の出口に向かって歩いていく。

　そして、前の階で休憩をとるという選択肢を選んだデメリットが、続けて俺たちを襲った。

　前の階の罠がリセットされたのであろう。

　二階下にいた大量の小型ドラゴンゴーレムたちが、この階にまで迫ってきたのだ。

「やっぱり休まなければ……」

　アグネスは、前の階で休憩をとる選択肢を選んだことを後悔し始めたようだ。

「いや、休まずに進んでいたら、この水で足止めを食らって、途中で力尽きていたかもしれない。アグネスの選択は間違っていない」

「そんな大おお袈げ裟さな。いくら冷たくてもただの水ですよ」

「ただの冷たい水だが、腰まで深さがあるから水の抵抗で歩くだけで体力を消耗する。水が冷たいので、余計に体力を奪うんだ」

「これは、どちらを選んでも地獄というわけであるな」

　この地下遺跡の制作者は、やはり軍人なのかもしれない。

　痺れるほど冷たい水に腰まで浸かって数百メートルを歩くと、その人がどれだけ体力を消耗するか理解しているのだから。

「先生！　後ろ！」

「来たな」

　前の階の迫る壁の罠が解除され、自由に移動できるようになったようだ。

　二階下の小型ドラゴンゴーレムたちがワラワラと集まってきた。

　そして向こう岸から、俺たちに向けて次々とブレスを吐き始めた。

「アーネスト」

「わかっているのであるな」

　後方から大量に迫るブレスは、一発一発はそれほどの威力ではない。

　だが、当たれば無傷というわけにもいかない。

　絶対に『魔法障壁』で防がなければいけないのだ。

　水に浸かっているのがフトモモの半ばくらいまでで、比較的消耗していないアーネストが急ぎ『魔法障壁』を張ってブレスを防ぎ始めた。

「意地の悪い罠であるな」

　俺たちは、水の抵抗のせいでゆっくりとしか移動できない。

　ブレスの威力は低くても、長時間『魔法障壁』を展開しなければいけないので、結局魔力も消耗してしまうわけだ。

「アグネス、ベッティ、シンディ！　『魔法障壁』の展開はアーネストだけでいい！」

「ですが……」

「いいんだ！　役割分担だ！」

　攻撃魔法が使えるアグネスたちを、ここで消耗させるわけにはいかない。

　魔力が多いものの、ゴーレムに対する打撃ができないアーネストには積極的に防御に専念してもらう。

「水上には来ないな」

「我が輩たちが『飛翔』を封じられているとの同じく、水の上ではあのゴーレムたちも浮力を維持できないのであるな」

　とはいえ、思った以上に水の抵抗が強く、俺たちは水辺から五十メートルも進んでいない。

　下の階は迷宮風の造りで壁が多かったので気がつかなかったが、小型ドラゴンゴーレムのブレスは飛距離のみに徹すれば、かなりの射程があるようだ。

　ワラワラと下の階から水辺に集まってきて、次々にブレスを吐いてきた。

　アーネストが後方に展開した『魔法障壁』によって防がれているが、彼に背負われている俺は『魔法障壁』越しながらも至近でブレスが炸さく裂れつしているので、精神衛生上あまり好ましい状況とは言えなかった。

　かといって自分で水の中を歩こうものなら、子供の体ゆえに消耗が激しく、瞬く間に動けなくなってより足手纏いになる。

　本当に、嫌らしいほど侵入者を消耗させる仕組みなのだ。

「バウマイスター伯爵、どうせ前方にも『魔法障壁』を張らなければいけないのであるな」

「そうだな……」

　こんな嫌らしい罠を仕掛ける地下遺跡の制作者が、そんなに甘いわけがないか。

　次第に見えてきた出口側の水辺には、やはり多数の小型ドラゴンゴーレムたちが待ち構えていて、俺たちを確認するとブレスを飛ばし始めた。

「だと思ったのであるな」

「ベッティ、頼む」

「わかりました」

　結局、後方はアーネスト、前方はベッティが、『魔法障壁』を張りながら前に進んでいくことになった。

「敵前上陸って感じですね。昔読んだ、戦記物語みたいです」

　アグネスの言う戦記物語との大きな差は、俺たちは後方からも攻撃を受けていることだろう。

　しかも、敵前上陸というのは、上陸する方が戦力が大きいのが普通なのだ。

　俺たちみたいに少数で、圧倒的多数の敵に対し上陸作戦など行わない。

　無謀で失敗する確率が大きいからだ。

　俺たちの場合、前に進まなければ死ぬので仕方がなかった。

「先生、歩く速度を上げませんか？」

「シンディ、それは無理だ。シンディ、たかが水と思ったら、予想以上に体力を消耗しているだろう？　下手に急ぐと、出口側に上陸する前にバテてしまう。この罠を作った奴はかなり狡こう猾かつなんだ」

　前後からブレス攻撃を受けた侵入者が焦って歩みを速めようとすると、最悪体力を失いすぎてその場で力尽きてしまう。

　この罠の制作者は、侵入者の体力の消耗を最優先にしている。

「もしこの階で仕留められなくても、次の階が一番危ないのであるな」

「だろうな」

　この階で、体力と魔力をかなり消耗してしまったからだ。

「最終的に侵入者である俺たちを仕留められればいい。そういう風に考えている」

　罠や仕掛けがある通常の地下遺跡だと、その階ごとに切り札が置かれていたりするが、ここは俺たちの体力と魔力を奪い、精神的に疲労させるのが主目的の罠が多い。

　最終的に、俺たちを始末できればいいという趣旨で罠が置かれているのだ。

「だから軍人の思考というわけだ」

「戦記物の軍師みたいな人が考えたのでしょうか？」

「この規模から考えても、古代魔法文明時代の軍事施設だろうから、軍事に詳しい人物が考えたんだろうな。もしくは、そういう知識のある天才か」

　俺は、アグネスの問いにそう答えた。

「というわけで、下手にペースを乱すな。焦ると、相手の思う壺つぼだ」

　俺たちは常に前後からブレス攻撃を受けた状態のまま、同じペースで前に進んでいく。

　ブレスは『魔法障壁』で防げるが、そうなると今度はアーネストとベッティの魔力消費量が増えてしまう。

「どっちを選択してもデメリットがある！　この地下遺跡を考えた人は意地が悪いですよ！」

「きっと、もの凄い陰険な目をしている人です！」

「性格悪すぎです！」

　アグネスたちの言うとおりだ。

　これほど性た質ちの悪い古代魔法文明時代の地下遺跡となると……またイシュルバーク伯爵か？

　その可能性は高いな。

　我慢して前に進んでいくと、出口のある向こう岸から数十体の小型ドラゴンゴーレムが、定期的にこちらに向けてブレスを吐く姿が確認できた。

　まるで軍隊の砲兵のようだ。

「先生、後方からの攻撃がやみました」

　前に進んだことにより、ブレスの射程距離から外れた？

　いや、この地下遺跡にいる小型ドラゴンゴーレムたちは、軍隊さながらに動く。

　俺たちから逸それたブレスが前方の味方に命中して、同士討ちにならないようにしたのであろう。

「アーネスト、後方の『魔法障壁』はもういい」

「であるな。黄色の娘っ子は、これから大変であるな」

　アーネスト、ここまで一緒に苦労したベッティの名前くらい覚えてやれよ。

　髪が黄色いから『黄色の娘っ子』って……。

　これだから学者先生は。

　ブレス攻撃が前方のみになったのはよかったが、その分、小型ドラゴンゴーレムたちはブレスを吐く頻度を上げてきた。

「もう、変に頭がいいんだから！」

　敵前上陸を目もく論ろむ俺たちに、最後の猛攻というわけか。

「先生、攻撃しましょうか？」

「ベッティ……そんな器用なことできないだろう？」

　『魔法障壁』の一部に穴を開け、そこから魔法で攻撃するなんて芸当、ブランタークさんレベルのベテランにしかできない。

「そういえばそうでした」

「というわけだからベッティ、そのまま出口まで押し切るぞ」

　一定の厚さ以上の『魔法障壁』さえ展開し続ければ、小型ドラゴンゴーレムくらいなら攻撃などしなくても出口に辿たどり着ける。

「下手に攻撃するよりも、魔力を消費しなくて済む」

　幸いというべきか、近づくにつれてこの階の出口の詳細が判明してきた。高さ五メートルほどの巨大な鉄製の扉のようだ。

　この扉の向こうに逃げ込めば、最後の猛攻とばかりにブレスを吐き続けている小型ドラゴンゴーレムの攻撃を遮断できるはずだ。

「押し込め！」

　無事、出口のある陸地に上陸を果たした俺たちは、そのまま一気に出口へと歩き始めた。

「あれ？　走れないです」

「足が……」

「動かない……」

　それはそうだ。

　凍る寸前にまで冷やされた水に腰まで浸かっていたのだから。

「理屈は理解できるのであるが、実際に経験すると厳しいのであるな」

　身長が高い分、冷たい水に浸かっていた範囲が少ないアーネストでも、この冷水地獄はかなり堪こたえたようだ。

　やはりその歩みは遅かった。

　これは、出口を突破したら休まなければ厳しいか……。

「あの出口の扉を開ければ休めるぞ」

「「「はいっ！」」」

「とにかく休みたいのであるな。して、あの扉は引く扉なのか、押す扉なのか、であるな」

　確率は半々だ。

　もし引く扉であった場合、子供になった俺、女性であるアグネスたち、そして自他共に認める文系のアーネスト──高さ五メートルもある鉄製の扉は、俺たちをさらに苦しめるはずだ。

　ブレスを吐き続ける小型ドラゴンゴーレムたちを『魔法障壁』で押し退のけ、ようやく出口の扉の前まで辿り着いた。

「アーネスト、調べてくれ」

「了解なのであるな」

　アーネストに調べてもらうことにして、その間はベッティが『魔法障壁』を後方に張り直して小型ドラゴンゴーレムたちのブレスに対応した。

「どうだ？」

「押す扉であるな」

「あれ？　意外と優しい？」

「そんなわけないのであるな」

　早速『魔法障壁』を展開しているベッティ以外の四人で扉を押してみるが、あまりの重さにまったく動かなかった。

「つまり、魔法で力を増して動かすしかないのであるな。役立たずのバウマイスター伯爵」

「うっせえ」

　そう、今の子供並みの力と、初級レベルの魔力では、俺はまったくの役立たずであった。

「攻撃魔法が使えないアーネスト、限界まで力を魔力で補強して押せ」

「我が輩、何度も言うが頭脳労働者なのであるな」

「頭脳労働者のまま死ぬか？」

「押すのであるな」

「私も手伝います」

「私も……あ───ん、もっと『身体強化』を練習しておけばよかった！」

　出口を塞ぐ鉄製の扉を開けるため、アーネスト、アグネス、シンディの三人は魔力で力を強化しながら懸命に押し続けた。

　ところが三人とも元々力があまりないため、扉はピクリとも動かない。

　かといって、今の俺はもっと力がない。

　手助けをしても効果が薄く、魔力も少ないのですぐに消耗してしまうであろう。

　予備の魔晶石で魔力を回復させるのは簡単だが、悲しいかな、この子供の体では精神的な消耗に耐え切れないですぐに倒れてしまうだろう。

　俺は、三人を応援するしかできなかった。

「先生、まだですか？」

　扉を起点に半円形の『魔法障壁』を張り直したベッティは、集まってきた小型ドラゴンゴーレムたちの集中砲火を浴びていた。

　その魔力の消耗も激しく、一秒でも早く扉を開けてほしいのであろう。

「全力でいくのであるな！」

「魔力の温存とか、もう言っていられません！」

「行きます！」

　三人は使用する魔力を大幅に増やし、それでようやく鉄製の扉は少しずつ動くようになった。

「入り込めるだけ開ければいい！」

「わかっているのであるな！」

　三人とも、かなり魔力を消耗したであろう。

　どうにか人一人通れるくらいの隙すき間まができたので、そこに順番に飛び込んでいく。

「当然、締めなきゃ駄目ですよね？」

「入り込まれるからな」

　俺の返答を聞くと、シンディはあからさまにガッカリした表情を浮かべた。

　今度は小型ドラゴンゴーレムたちが入ってこないよう、扉を押し戻す作業が始まった。

　ベッティは扉の隙間から小型ドラゴンゴーレムたちが入ってこないよう、『魔法障壁』で栓をする。

「ううっ！　入ってくるなぁ───！」

　慣れない形で『魔法障壁』を展開するのは、思った以上に魔力と精神を消耗させてしまうものだ。

「もう一息なのであるな！」

「重い！」

「重たい！」

　巨大な鉄製の扉を押す三人に苦く悶もんの表情が浮かぶ。

　開けた時と同じように大量の魔力を消耗し、ようやく鉄製の扉は閉まった。

「ふう……」

　『魔法障壁』を展開しないで済むようになったベッティが溜ため息いきをつきながらその場に座り込んでしまう。

　アーネストたちも同様だ。

　ところが、それと同時に鉄製の扉の向こうから『ドンドン！』と激しい音が連続して聞こえてきた。

「みんな、扉から離れてくれ」

「先生？」

「なあに、塞ぐだけだ」

　なるほど。どうして鉄製の扉が押すと開く仕組みになっていたのか、今わかった。

　侵入者が逃げ込んでも、小型ドラゴンゴーレムたちが扉を押して追いかけることができるようにというわけだ。

　ならばこちらにも考えがある。

　俺は、魔法の袋に収納していた岩や重たいガラクタなどをうず高く扉の前に積み上げた。

「これで暫くは大丈夫なはず」

「えっ？　これで暫くなんですか？」

「アグネス、この地下遺跡の設計者が、こういう事態を想定していないと思うか？」

　俺の予想が当たったかもしれない。

　扉に激しくぶつかる『ドンドン！』という音の数が増えた。

　さらに、これだけの重量物で塞いだにもかかわらず、わずかだが扉が定期的に動き始めたのだ。

　向こうで扉を押している小型ドラゴンゴーレムが増えたとしか思えない。

「先ほどの壁が迫る罠と同じであるな。我が輩たちが突破してしまうと、あの池や、その上を『飛翔』できない罠がなくなったのであるな」

　つまり、今扉の向こうには無尽蔵に湧き出た大量の小型ドラゴンゴーレムたちが集まり、一斉に鉄製の扉を押しているというわけだ。

「だから、『暫く』は大丈夫だ。今のうちに休む」

「でも、一刻も早く先に進まないと」

「無理だろう。その足では」

　痺れるほど冷たい水に腰まで浸かって歩いてきたのだ。

　さらに、全力で鉄製の扉を押している。

　足腰がフラフラで、まともに歩けるわけがない。

「みんな、足を出せ」

「えっ！　私の足をですか？　できれば二人きりの時に……」

「おいっ！　真面目な話だ！　シンディに、ベッティに、アーネストもだ」

　アグネスという子は、どうも耳年増なのかもしれないな。

　ちょっとイーナに似ているのか？

　俺は、アグネスたちの足を火魔法を応用した『ヒーター』のような魔法で温め始めた。

　とにかく、アグネスたちの足の冷たさを取り除かねばならない。

　そうしなければ、走るのは勿もち論ろん、歩くことすら儘ままならないのだから。

「温かいです。先生、これって火魔法ですか？」

「そうだ」

「これって難しい魔法ですよね？」

「そうだな」

　少なくとも、まだ彼女たちにはできないと思う。

　火魔法の威力を極限まで低くして、『熱い』でなくて『温かい』を再現するには、一定レベル以上の魔法コントロール力が必要だからだ。

　下手な人がやれば、確実に火傷させてしまうであろう。

　俺は練習してできるようになっていたし、この魔法はコントロールが重要で消費魔力は少なくて済むのがよかった。

　子供の体をした俺が足手纏いな以上、こういう支援で貢献しなければ生き残れないというわけだ。

「温かいです」

　同じく足を温めてやっているシンディも、心地よさそうな表情を浮かべていた。

「先生、もっと上の方をお願いします」

「私も」

「私もお願いします。腰も冷たいんです」

　とにかく、まずは三人の下半身の冷たさを取り除かなければ、上の階に行くのも難しいか。

「アーネストもだ。足が冷たいだろう」

「魔法のコントロール力であるな。これまでサボったツケがきたのであるな」

　魔族は概おおむね膨大な魔力を宿しているものの、使う必要がないのでまったく魔法の鍛錬をしない人が大半だそうだ。

　いい年をしたアーネストが、自分で足を温められなくても不思議ではないというわけだ。

　下手に自分でやって火傷でもされると面倒なので、俺が温めてやった方がいいだろう。

　正直なところ、おっさんの足を温めるよりも美少女三人の足を温める方が……と思わなくもないが、今は生き残るためである。

「温かいのであるな。どうして焚たき火をしないのかという疑問はともかくであるな」

「密閉空間なのにか？　階層と階層を繋ぐ階段は、ごらんのとおり狭いんだが」

「念のために聞いただけであるな。温かいのであるな」

　俺は、自分以外の足を温め、ついでに簡単な治癒魔法をかけた。

　足が霜焼けにでもなっていると大変だからだ。

　そして、ここで魔力が切れた。

「魔力がないというのは辛つらいものだな」

　これまで魔力は伸びる一方だったので気にしたこともなかったが、今は魔法の使い方に注意しなければ簡単に魔力切れになってしまう。

　急ぎ魔晶石で魔力を回復させたが、やはり子供の体だと疲労を感じやすい。

　もう一度魔力を補充できるかどうかといった感じだ。

　何度でも補充できる魔力はあるのに、精神的な疲労でそれができない。

　それを見越して侵入者に時間を与えないよう罠を張り巡らした地下遺跡の設計者は、本当に性格が悪いと思う。

「アグネスたちも、魔力を回復しておいてくれ。次もキツイだろうからな」

「「「はいっ！」」」

　アグネスたちも、アーネストも、こういう時のために魔力を溜ためていた魔晶石で、先ほど失った大量の魔力を回復させる。

「これは、思った以上に辛いのであるな」

　魔力は、魔晶石に自分の魔力を入れておけば回復はできる。

　怪我なども、治癒魔法があれば治すことができた。

　だが、精神的な疲労ばかりはどうにもならない。

　仮眠でも取ればまだマシなのであろうが、鉄製の扉を『ドンドン！』と押す頻度と、その度に動く扉を見ると、どうやら短時間の休憩以外は難しそうだ。

　そもそも、いつ扉がこじ開けられるかわからない状態で、のん気に寝るなんて難しいであろう。

「アーネスト、あと何階層あると思う？」

「次で終わりだと思うのであるな」

「ほう、俺もそんな気がするんだが、どうしてそう思った？」

「ここは軍事施設なのであるな。きっと小型ゴーレムや様々な魔導技術を仕掛けた実験用の地下遺跡と見るのが正しいと思うのであるが、これまでの経験からあと一層で限界だと思うのであるな」

「限界か……予算がか？」

「どの時代の人間であろうと、先立つものがなければ、というわけであるな」

「俺もそう思った」

　それと、なんとなく感覚的にだが、地上に近づいている気がしていた。

　根拠はないが勘みたいなものだ。

　だが……。

「最後の階層だからこそ、次は今以上にキツイはずなのであるな」

「それは覚悟している」

　たとえ次の階層が最後でないにしても、俺たちは力尽きるまで先に進まなければいけないのだから。

　アグネスたちを見ると、彼女たちも覚悟を決めた目をしていた。

　これまでの講義や練習よりも、今日の実戦の方がアグネスたちを大きく成長させたようだ。

　必ず生還させて、この成果を卒業後に発揮してほしい。

　なにしろ俺は先生なのだから。

「もうそろそろ行くのであるな」

「そうだな」

　十分ほど休憩した俺たちは、鉄製の扉が小型ドラゴンゴーレムたちによって歪んできたのを確認してから、階段を上って次の階層へと上がった。

　これで最後でなければ、もしかしたら詰んでしまうかもしれないが、なるべくそれを考えないようにして階段を上っていくのであった。




「どうである？」

「最後っぽいな」

「うわぁ、広いフロアですね」

「演習場っぽい？」

「この階の出口が遠すぎて見えないです」

　次の階層へと上がった。

　俺は急ぎ、魔法の袋から望遠鏡を取り出して出口だと思われる扉を観察した。

　およそ五百メートルほど先であろうか？

　豪華に装飾された扉らしきものが見える。

　そしてその真上の壁には、竜の頭だけの像が設置されている。

　さらに壁には多くの穴が開いていて、もうここまでくると嫌な予感しかしない。

　俺はそっと、アーネストに望遠鏡を渡した。

「出口の壁にかかった竜の頭。これが指示を出して、侵入者たちを撃退するのであるな」

「あの竜の頭がですか？　でも、ブレスはこの距離だと届かないと思います」

　アーネストの次に望遠鏡で出口の様子を見たアグネスが、自分なりの見解を述べた。

「あの穴が怪しい……ですよね？」

　俺から予備の望遠鏡を受け取り出口の様子を見たシンディが、嫌な予感しかしないといった表情を俺に向けた。

　あの穴が、ただの通気口に見えないのは同意見だ。

　造り物のゴーレムに通気など必要もないし、壁一面に十数ヵ所も穴を開ける必要なんてないのだから。

「そうじゃなきゃいいな……と思っているけど」

「無理っぽいですよ」

　同じく俺から望遠鏡を借りて出口付近を探っていたベッティも、嫌な予感しかしないといった表情を浮かべていた。

　これまでの経緯から、この地下遺跡の設計者がそんなミスをするとは思えなかったのであろう。

「時間が勝負かもであるな」

「出口まで辿り着ければ大丈夫って、説もないかな？」

「そんな甘い考えは捨てるのであるな」

「だよなぁ……」

　再び望遠鏡で確認すると、予想どおり壁に開いた穴から小型ドラゴンゴーレムたちが出てきてこちらに向かいつつあった。

　扉の上部に設置されている巨大な竜の頭の目が怪しく赤く光っているので、おそらくは『侵入者を排除せよ！』という指令を出しているものと思われる。

「「「先生、作戦を！」」」

「できれば自分で考えてほしいのだが……」

　アグネスたちも、もうそろそろ限界だろうからな。

　とはいえ、こうなってくると使える戦法は限られてくる。

「アーネストは、適時魔力を補充しながら『魔法障壁』を一秒でも長く張り続ける」

「であろうな」

　いつ下層の鉄扉が破られるかしれない状況だ。

　挟み撃ちになる前に、あの竜の頭を破壊するしかない。

　あれを破壊すれば、とりあえず前方出口側の壁に開いた射出口から次々飛び出してくる小型ドラゴンゴーレムたちは出てこなくなる……はず。

　活動停止までしてくれればラッキーといった感じだ。

　アーネストの魔力を頼りに、まずは竜の頭に向けて全力で接近する。

　接近に成功したら、アグネスたちに竜の頭を破壊させる。

　それも一秒でも早くだ。

「後ろから小型ドラゴンゴーレムたちが出てきて挟まれたら終わりだ。全力かつ迅速にあの竜の頭を破壊する。そうすれば、少なくともここでは死なないさ」

　今の俺たちの疲労度を考えると、次の階層があった場合詰んでしまうが、それに備えて体力を温存する余裕もなかった。

　魔力は温存できるが、疲労を回復させる時間がないのはやっぱ辛いな。

　下手に休むと、ゴーレムたちに挟まれてなぶり殺しにされてしまう。

　一秒でも早く、全力でここを突破して、そこから先は神に祈るしかない。

「異論はあるか？」

　俺は、この中でもっとも異を唱えそうなアーネストを見ながら言った。

「ないのであるな。これだけの仕掛けなので、あの竜の頭がラスボス、下の階層の罠やゴーレムたちを操る存在と見ていいのであるな。アレの全力撃破は、分の悪い賭けではないと思うのであるな」

「そういうことだ。行くぞ！」

「「「はいっ！」」」

　俺たちは、アグネスを先頭に、シンディとベッティ、俺、一番後方にアーネストというひし形の陣形で一直線に竜の頭へと突進を開始した。

「先生、大丈夫ですか？」

「無理を承知だ。短時間なので『身体強化』で走るスピードを高める」

　これまでのようにアーネストにおぶさると、彼への負担が大きくなるので、ここは俺も走るしかない。

　子供の体に『身体強化』を用いて大人並みの速度で走っているので、体への負担が大きい。

　魔力量も少ないので、頻繁に魔晶石から魔力を補充せざるを得ず、頭痛がしたり、体がダルくてしょうがないが、死ぬよりはマシだと我慢し続けた。

「グェ───！」

「シャァ───！」

　こちらの接近に気がついた小型ドラゴンゴーレムたちがブレスを放ってくるが、これはアーネストの『魔法障壁』で防いだ。

　こんな雑ざ魚こをいくら倒しても意味がないので、今は竜の頭に接近するしかない。

「先生、ゴーレムたちの様子が……」

　あるエリアに浮かんでいた小型ドラゴンゴーレムたちが退避したのを、ベッティが最初に気づいた。

「先生、ちょうど竜の頭と私たちの直線状ですね。もしかして……」

「正解だな、アグネス。全員、『魔法障壁』を展開して強化！」

　その直後、竜の頭から青白い光の奔流が吐き出され、こちらに向かってきた。

「無属性のブレスか！」

　頭しかなくても、そこは竜、ブレスは吐くというわけだ。

　その威力はなかなかのもので、アグネスたちに加え、俺も『魔法障壁』を展開してようやく貫通を防いだといった感じだ。

　当然魔力の消耗も激しい。

　みんな、手持ちの魔晶石で魔力を補充して『魔法障壁』を張りながらブレスを防ぎ続ける。

「頭痛がするのであるな！」

「俺もだ！」

　アーネストでもそうなのだから、子供の体には負担が大きいな。

　アグネスたちはなにも言わないが、短時間に何度も消耗した魔力を魔晶石から補充しているので、体がダルかったり頭痛はしているはずだ。

「それでも、前に進むしかない」

　いくら造り物でも、永遠にブレスを吐けるということもなかったようで、一分ほどで竜の頭のブレス攻撃は一いっ旦たん止まった。

　その間に前進を続けるが、一分ほどで再び、俺たちと竜の頭との直線上にいる小型ドラゴンゴーレムたちが一斉に退避した。

　すぐさま二度目のブレス攻撃が始まり、そこでまた俺たちの足は止まった。

　ブレスを食らわないように『魔法障壁』を展開し、魔力も体力も精神力も消耗していく。

　すでに全員がかなりボロボロであったが、どうにか竜の頭から数十メートルの地点まで辿り着いた。

「我が輩、攻撃魔法は無理なのであるな」

「わかっている。アーネストは自分の身を守ることを最優先に！」

　俺の合図で、アーネストは『魔法障壁』を自分一人だけ守れる大きさに縮小。

　同時に俺は、アグネスたちの前に魔法の袋から大量の小石を取り出して積み上げた。

「全員伏せてから、三人同時に風魔法だ！」

「あっ！　わかりました！　シンディ！　ベッティ！」

　アグネスは、すぐに俺の意図に気がついたようだ。

　三人で一緒に強力な風の魔法を展開した。

　広いとはいえ、ここは密閉された空間である。

　三人の風魔法によって飛ばされた小石が弾丸のように飛び回り、周辺にいた小型ドラゴンゴーレムたちを撃ち落としていく。

　当然こちらにも小石が飛んでくるが、それは俺が小さな『魔法障壁』を出して対応した。

　地に伏しているため上部だけ防げばいいので、魔力が少ない今の俺でもできるというわけだ。

「大分減ったな……アーネスト！」

「わかっているのであるな」

　立ち上がったアーネストは、竜の頭の真正面で囮おとり役を担当する。

　彼を狙って竜の頭がブレスを吐こうとするところを、急ぎ左右に移動して翻ほん弄ろうし続けるのだ。

「三人は左右に散って竜の頭を狙え！」

「「「はいっ！」」」

　アグネスたちには、そのまま竜の頭の破壊を命じた。

　今の俺ではそれはできないので、彼女たちに任せるしかないのだ。

　幸いというか、竜の頭は壁に飾られたオブジェみたいで首を動かすことはできないようだ。

　左右の壁際に移動してしまえば、ブレスが飛んでくることはなかった。

「ブレスの死角を、小型ドラゴンゴーレムたちで補っているようですね」

　ブレスからの安全圏に移動するまでの間に、また射出口から数十体の小型ドラゴンゴーレムたちが出てきてしまったので、アグネスたちは次々と魔法で撃ち落としていく。

　それほど頑丈ではないので簡単に落とせるが、やはり数がネックだな。

　俺は、魔法の袋から取り出した岩で射出口を塞いでいくが、高い位置にある射出口には手が出せなかった。

　一度塞いだ射出口からも、小型ドラゴンゴーレムたちが出てこようと、岩と金属がぶつかる『ガチャガチャ』という音が頻繁に聞こえてくる。

「アグネス！　どうだ？」

「手一杯です！」

「シンディは？」

「私もです！」

「ベツティ！」

「私も駄目です！」

　最後にアーネストを見るが、彼は自分の身を『魔法障壁』で守るのに精一杯のようだ。

　元々アーネストはゴーレムたちに効果がある攻撃魔法が使えないので、その代わり彼が、塞いでいない射出口から今も次々と出てくる小型ドラゴンゴーレムたちの気を引き、ブレス攻撃を引き受けてくれている。

　無茶は言えない。

「これは困った……」

　これまでなんとか切り抜けてきたが、やはりこのメンバーでは火力が大きく不足していた。

　もう少し成長すればアグネスたちも優れた魔法使いになれるはずだが、現時点では経験不足で、湧き続ける小型ドラゴンゴーレムたちの相手で精一杯になってしまった。

　小型ドラゴンゴーレムたちはブレスを放つので、回避と防御まで行うと攻撃の頻度がどうしても落ちてしまうのだ。

「（カタリーナがいればな……）」

　彼女なら、一気に小型ドラゴンゴーレムたちを殲せん滅めつして、次の魔法攻撃に移れるはずなのに……。

　いない戦力をあてにしても仕方ないか。

「バウマイスター伯爵！　ヤバイ気がするのであるな！」

　防御に徹しているアーネストから、警告めいたことを大声で言われた。

　急ぎ『探知』を発動させると、どうやら下層の鉄製の扉が破られたらしい。

　多数の小型ドラゴンゴーレムたちの反応が、後方から迫りつつあった。

「もう時間がないか……」

「また出てきた！」

「キリがない！」

「早く竜の頭を破壊しないと！」

　どうやら、思った以上に竜の頭は賢いらしい。

　真っ赤に光る眼が、俺たちのパーティで一番火力が高いのがアグネスたちであることを見抜き、小型ドラゴンゴーレムたちの攻撃を集中させていた。

　とはいえ、俺やアーネストも無視されているわけではない。

　アーネストは竜の頭を翻弄するため、真正面と左右の行き来に忙しく、俺も小型ドラゴンゴーレムからのブレス攻撃を回避したり、小さな『魔法障壁』で防ぐのに忙しい。

　そのせいか、段々と疲労が蓄積して、激しく動いているというのに眠くなってきた。

　体も重たい。

　このままでは、俺たちは消耗し尽くして、小型ドラゴンゴーレムたちになぶり殺しにされてしまうであろう。

「こうなれば一いちか八ばちかだ！　アグネス！　シンディ！　ベッティ！　援護を頼むぞ」

　このまま徐々に弱らされてなぶり殺しにされるよりは……これで最後と魔晶石で魔力を補充していくが、さらに眠気と体の重さが襲ってきた。

　この子供の体は、もうとっくに限界を超えているのだ。

　それでも、今眠るわけにはいかない。

　俺は魔法の袋から矢を取り出すと、それをフトモモに突き刺した。

「先生？」

「これで目が覚めた！　行くぞ！」

　そのまま今度は『飛翔』で竜の頭の高さまで浮かび上がる。

　当然小型ドラゴンゴーレムたちからブレスが飛んでくるが、それはアグネスたちが無属性の魔法を放って弾はじき飛ばした。

「三人とも成長したな！」

　やはり、百回の講義よりも一回の実戦か……。

　三人とも、魔法の切り替えが格段に速くなっている。

　アグネスたちの援護を受けながら、俺は竜の頭の右目を狙える位置まで浮かび上がった。

「効かなかったら終わりだが、勝算がないわけではない」

　魔法の袋から俺が子供の頃に使っていた弓と、もしもの時に備えて作っていた特製の矢を一本取り出し、弓に番つがえた。

「先生！　そんなに短い矢では無理ですよ！」

「そうでもないさ」

　なにしろこの矢には、先端に矢じりではなく、大量の魔力を込めた魔晶石がつけてあるのだから。

　これに俺自身の残った魔力で糸をつくり、魔晶石と俺の頭部とを繋ぐ。

　魔力で作った導火線のようなものであった。

　頭部に繋いだのは、最適なタイミングで魔晶石に込められた大量の魔力を爆発させるためだ。

　色々と魔法の研究をしていて気がついたのだが、空気中に大量の魔力があっても爆発させるのは難しいが、魔石や魔晶石の中に入った魔力はやりようによっては爆発させられるのだ。

　ただし、魔石の魔力は魔力の質の差がネックとなってそれほどの威力にはならない。

　自分の魔力を蓄えている魔晶石だからこそできる方法であった。

「とはいえ、高価で貴重な大容量の魔晶石がおじゃん！　これだけの魔力が爆発すればどうなるか想像もつかない」

　今の俺なら、最悪大爆発に巻き込まれて死んでしまうかもしれない。

　だが、このままゴーレムたちになぶり殺しにされるよりはマシであろう。

「爆発の威力は不明だ！　自分の身は自分で守れ！」

「でも、先生が！」

「「先生！」」

　こうなったらやるしかない！

　もし爆発に巻き込まれて死んでも、俺は生徒たちを守った先生という善行を積める。

　もう一度他の世界に飛ばされたとしても、そう酷い生活にはならないはずだ。

　なんの根拠もない想像だがな。

「いくぞ！」

　俺は、狙いを定めた特製の矢を竜の頭に向けて放った。

　この角度では、ブレスで撃ち落とすこともできないはず。

　別に目に直撃しなくても問題はないのだが、矢は無事に竜の目に命中した。

　俺はすぐさま、頭部に繋いだ魔力の糸を通じ、矢の先端につけた魔晶石内の魔力を爆発させる。

「これは……ヤバイかも……」

　『飛翔』の維持と、タイミングよく魔晶石内の魔力を爆発させたため、疲労の限界を超えた俺は、薄れる意識の中でそのまま地面に落下しつつあった。

　そしてその直後、魔晶石内の魔力が爆発し、とんでもない威力だったことを知覚させる放射状の光が放たれる。

　死の間際はスローモーションになると聞いたことがあるが、今がまさにそれで、俺は少しずつ光に飲まれていく。

　タイミング的に、アグネスたちの救援は間に合わないであろう。

　残念ながら、俺はここでジ・エンドだ。

「できれば、子供たちの顔を見たかったのだが……」

　爆風が俺の身に迫る寸前、そこまで考えたところで、遂ついに疲労の限界を迎えて俺は意識を失ってしまった。
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　意識を失う直前、最後に考えたことはやはり生まれてくる子供たちのことで、俺はただただ腑ふ甲が斐いない父親を許せと、まだ見ぬ子供たちに謝り続けるのであった。
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「あれ？　ここはあの世か？」

「「「先生！」」」

「バウマイスター伯爵、さすがはしぶといのであるな」

「お前にその言葉、そっくり返す」




　今回ばかりは本当に死んだと思ったら、どうやら命拾いしたようだ。

　目を覚ますと、俺を見下ろすアグネスたちとアーネストの顔が見えた。

　もし本当に死んでいたら、俺を見下ろしているのは師匠であったはず。

　つまり、俺は生きているというわけだ。

「よくあの爆発に巻き込まれて死ななかったものだ」

　爆発の威力を抑えて竜の頭が破壊できなければ本末転倒だと、矢の先に取りつけた魔晶石の残留魔力はかなりのものだった。

　起爆方法が特殊だったので、魔力量と比較すると非効率で威力も小さかったのだが、それでもあの爆風に巻き込まれて、俺が生きていられるわけがない。

　それなのに俺は生きている。

　不思議なこともあったものだ。

「先生、アーネストさんが助けてくれたんです」

　アグネスによると、咄嗟にアーネストが『飛翔』で飛んで俺を回収し、すぐさま『魔法障壁』を張り直して守ってくれたそうだ。

　それにしても、普段魔法の鍛錬を欠かさず続けているアグネスたちでも反応できなかったというのに、魔力量が多いとはいえ魔法の鍛錬をサボっているアーネストが俺の救援に間に合うとはな。

「そこは素直にお礼を言うのが、正しい人の道だと思うのであるな」

「助かったよ、アーネスト」

「素直なのはいいことであるな。我が輩のスポンサーがいなくなると困るのであるな。それと、この地下遺跡には大いに興味があるのであるな」

　俺に死なれると、この地下遺跡が探索できなくなるかもしれない、というわけか。

　アーネストらしいというか……。

　そういえば、ここはどこなんだろう？

　周囲を見渡すと、神殿のような造りで、石床や竜の姿が彫られた石柱などが見える。

　少なくとも、あの竜の頭があった階層ではないはずだ。

「あの竜の頭は、完全に破壊されました。そうしたら、小さなドラゴンゴーレムたちの活動が停止して出口の扉が開いたんです。ここはそこから一階層上になります」

　シンディの説明によると、ここが飛ばされた地下遺跡の最上階らしい。

　俺とアーネストの予想どおり、あの竜の頭がラスボスだったというわけだ。

「そうか、出口はどこだろう？」

「先生、まだ動かない方がいいですよ。先生はまだ子供の体のままだから、ちゃんと休まないと」

　俺を膝枕していたベッティから、まだ起き上がるなと止められてしまった。

　だが、地上に出られるのかどうか、早く確認したい気持ちでいっぱいなのも事実だ。

「先生が休んでいる間に、私とシンディで出口を塞ぐ土砂を魔法で取り除いておきました」

「ここは、地上一階部分なので大丈夫ですよ」

　二人で外を確認したところ、ここはバウルブルクから南に十キロほどの丘陵地帯だそうだ。

　この地下遺跡の一階部分は、ちょうど丘に埋まっていたので未発見だったらしい。

「無事生き残れて万々歳ではあるが、今頃バウマイスター伯爵家の者たちは必死になっているのであるな。特にエルヴィンがであるな」

　安全な地下遺跡だと思ってちょっとトイレのために外に出て戻ってきたら、俺たちの姿が忽こつ然ぜんと消えているのだ。

　バウマイスター伯爵家家臣であるエルからすれば、責任問題どころの話ではない。

　今頃、パニック状態で捜しているかもしれないな。

「連絡を……あっ！」

　今になって思い出した。

　魔法の袋に、魔導携帯通信機があったのを。

　これで連絡していれば、もしかしたら地下遺跡で死にそうになることもなかったか？

　そう考えたら、ちょっと冷や汗が出てきてしまった。

「うん？　通信であるか？　ここは軍事施設なので、きっと通信不能なのであるな」

　帝国内乱でもこいつが修理して使っていたくらいだから、通信阻害装置は古代魔法文明時代の軍事技術としては割とポピュラーというわけか。

「ゆえに、我が輩もすぐに連絡を取れと言わなかったのであるな。バウマイスター伯爵もそうであろう？　もしかして……なのであるな？」

「と、当然気がついていたさ！」

　あくまでも念のためという体ていで、俺は魔導携帯通信機を使ってみたが、本当に繋がらなかったので心から安あん堵どした。

「どうやら、ゴーレムたちとは別系統で通信阻害装置が動いているようであるな」

「だから、あの竜の頭が破壊されても通信できないんですね」

　アグネスは、この地下遺跡がまだ完全に死んでいないことに気がついたようだ。

　この地下遺跡には、いまだ動いている装置があるというわけか。

　危険なので早く外に出てしまおう。

　俺は、ベッティの膝枕から立ち上がった。

「あ……残念……」

「地下遺跡の外に出れば連絡できるだろうから、救援もすぐに来るだろう。早くここを出よう」

　地下遺跡の調査は後日ということにして、俺たちは一階部分が丘陵地帯に埋まっていた地下遺跡から外に這はい出ることができた。

　外に出てすぐ魔導携帯通信機で連絡したところ、すぐさま救援が駆けつけてくれて、俺たちの予想外の死闘はこれにて無事に終了したのであった。
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「ヴェル、生きてた……小さいけど」

「エルの奴、妙に涙っぽいな」

「あのね、ヴェル。あなたにもしものことがあったら、エルの責任は重大どころじゃ済まなかったからよ」

「なるほど」

「お館やかた様は、もう少し自分の身の大切さについてご理解していただきたく」

「しょうがないじゃん。予想外のアクシデントはあるものとした方が、心の安寧に繋がるってものよ」

「それはヴェルの言い分で、エルやローデリヒさんたちはそう思えないわよ」




　今も子供のままだし、疲れていたので今夜は早く飯を食って寝ようと思ったのに……。

　エルは俺を見て一瞬首を傾げてから、魔法で一時的に子供の状態になっているとわかるや泣き出すし、ローデリヒの説教は相変わらずしつこいしで、えらい目に遭ってしまった。

　イーナに言わせると、これだけのことがあったのだから当たり前だそうだ。

「私たちのせいで申し訳ありません」

「私が不用意に、あの小さなネズミに近づいてしまったから」

「先生を死なせてしまうところでした。すみません」

　こんなことがあったので今夜は屋敷に泊まることになったアグネスたちであったが、今日の事件で責任を感じているようだ。

　三人とも、ローデリヒやエル、エリーゼたちに謝り続けていた。

　もし俺が死んでいたら、とんでもないことになっていたと思ったのであろう。

「気にするな。不用意にあのネズミに近づいてしまった点は駄目だけど、次からは気をつけるように」

　もう終わったことだし、今日の死闘でこの三人は大きく成長した。

　先生としては、終わりよければすべてよしというわけだ。

「終わったことをいつまでも責めるのは、非建設的ですし、神は『失敗は次の成功の糧』とも仰おっしゃっています。お気になさらずに」

　さすがはエリーゼ。

　三人に対し、もう気にするなと慰めた。

　俺の正妻であるエリーゼが三人に責任はないと言った以上、俺以外の誰も、この件で三人を責めることはできないというわけだ。

　ローデリヒもエルも、それ以降はこの件でなにも言わなくなった。

「（すまない、エリーゼ）」

「（三人の責任を問うことは、あなたの望むところではないでしょうから）」

　さすがはエリーゼ。

　正妻力を発揮して、俺の真意にいち早く気がついて対応してくれた。

「それにしても、ヴェルは可愛かわいくなったね」

　さらに、ルイーゼが他の話題に上う手まく振ってくれたようだ。

　いまだ魔法が切れず、子供のままの俺と背を比べ、どういうわけかとても喜んでいた。

「ルイーゼのほうが、大きい？」

「そうだよ、ヴィルマ。今、ボクはヴェルよりも背が高いのさ」

「一夜で元に戻るそうですけど」

　カタリーナはルイーゼの言い分に理解できないといった表情を浮かべたが、それは彼女の身長がそれなりにあるからだろうと思う。

　ルイーゼからすれば、たとえ一夜でも俺に身長で勝てたという事実が大切なのだろう。

「なんか昔を思い出すわ。バウマイスター騎士爵家に嫁いだばかりの頃、ヴェル君はこんな感じで小さくて可愛かったもの」

「たまには、こういう小さいヴェンデリンも可愛いものよな」

「そうですね」

　明日には魔法が解けてしまうということで、お気楽さもあってか、俺はアマーリエ義ね姉えさん、テレーゼ、リサたちにまで子供扱いされてしまう。

　順番に頭を撫なでられたりしていた。

「中身はちゃんと大人なんだぞ」

「わかっておるが、つい頭を撫でたくなっての」

「わかるわ、それ」

「小さい頃の弟を思い出しますね」

　いい年の大人が、妙齢の女性たちに頭を撫でられたり、抱き抱えられたりすると恥ずかしくて仕方がなかった。

「ヴェンデリン君、お姉さんたちにいい子いい子してもらって嬉しいだろう？」

　エルの奴、俺が行方不明になった件で酷い目に遭ったから、今復ふく讐しゅうに走っているな。

　俺が子供扱いされているのを見て茶化しにきてやがる。

「アーネストさん、お館様は本当に元に戻るのですか？」

「大丈夫なのであるな。我が輩も慣れぬ魔法の大量使用で疲れたのであるな。寝るのであるな」

　一緒に静かに夕食をとっていたアーネストであったが、そう口にすると、もう疲れたので寝ると部屋を出てしまった。

　彼のおかげで命拾いした場面も多かった。今日はゆっくりと休めばいい。

「俺も寝るかな」

　子供の体は疲れやすくて困るな。

　俺も、今日はもう寝てしまおう。

　明日になれば、この子供の体ともオサラバというわけだ。

「では、一緒に寝ましょうか、あなた」

　だが、ここでエリーゼがすかさず自分の意思を表明したため、事態は混こん沌とんとしてきた。

　エリーゼは妊娠中で、俺もこの体だ。

　そういうことはしないが、どうも彼女は子供の体になった俺と一緒に眠りたいらしい。

「え───っ！　ずるいわよ！　エリーゼは」

「ですが、イーナさん。ヴェンデリン様が本当に明日の朝元に戻るのか？　それを確認する者が必要なのです」

　明日の朝には元に戻っているはずだが、万が一のこともある。

　その監視のために一緒に寝るのだと、エリーゼは持論を展開した。

「別に私でもいいわよね？」

「イーナちゃん、ボクで全然問題ないじゃん」

「私も」

「機会は平等ですわよね？」

「じゃあ、あたいもだな」

「みんな妊娠中だから、ここは公式には侍女長である私が」

「アマーリエさん、ずるい」

「そうよな。みな、正直に言え。子供になって可愛くなったヴェンデリンと一緒に寝たいだけであろうに。違うか？」

　言い争うエリーゼたちに対し、テレーゼが本音という爆弾を投下した。
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「確かに。では、子供の状態のヴェンデリン様は今夜だけの特権なので、ここは正妻である私が」

「ここでそれを言う？」

「ずるいよ、エリーゼ。ボクだって、自分よりも小さいヴェルを愛めでながら寝たいもの」

「その理由はどうかと思う。ヴェル様は私と寝るべき。ルイーゼは寝相が悪い」

「ですわね。その点、エレガントな私なら大丈夫ですわ」

「エレガントとか、全然関係ないじゃん。あたいは寝相いいから」

「嘘うそはどうかと思います。カチヤは寝言も酷いので、ここは私が」

「だから、みんな妊娠中だって忘れていないかしら？　だから私が」

「アマーリエ、ただ一緒に寝るだけなのだから問題はなかろうて。ここは子供が生まれた時に備えて妾わらわが」

　俺の妻たちの議論は平行線を辿り続けた。

　というか、今の俺と一緒に寝てどうなる？

「ヴェンデリン様はお疲れなので、揉もめないように正妻の私が」

「だから、それはずるいわよ！」

「ボクが！」

「私は寝相もいい」

「やはり、エレガントな私が！」

「だから関係ないって！　あたいはもう寝言とか言わないし」

「私は新参で機会も少ないので」

「それは随分な言い分じゃの！　それを言ったら妾もじゃぞ」

「みんな、もうお腹の子供に障るから寝てください。私は子供の頃のヴェル君を一番知っているから」




「先生？」

「みんな、もう客室に行って寝ていいから。今日はお疲れさん」

「先生は大丈夫ですか？」

「疲れているのに……」

「アグネスたちももう少し大人になるとわかるかもしれないけど、ここで俺が一人で勝手に寝たら大変なことになるから。アグネスたちは気にしないで寝てくれ」

　結局、エリーゼたちの議論は平行線のまま決着を見せず、俺は無駄に寝る時間が遅くなって、翌日寝不足で昼寝をする羽目になった。




　なお俺の体は、朝起きたら元に戻っていたことを記しておく。





第四話　髪は長い友達







「バウマイスター伯爵、『髪カミ神カミ』が貴殿の領地で出現したようですぞ」

「えっ？　カミカミですか？」

「そうです。髪カミ神カミです」




　今日は予備校講師の仕事が休みなので、俺は屋敷でローデリヒから貰もらった報告書を読んでいた。

　広大なバウマイスター伯爵領の政務すべてを見られるはずはないが、領主として徐々に全体を把握していかなければならない。

　エリーゼたちも産休中なので、こういう仕事を覚えるのにちょうどいいというわけだ。

　商社マン時代の経験も、無駄というわけでもなかったらしい。書類を読むと大凡おおよその把握はできた。

　領内の開発は予定よりも順調に進んでいた。

　俺がそれを確認したところで、不意の来客が姿を見せる。

　その客はエーレンフリート伯爵と名乗り、それに相応ふさわしい服装と立ち振る舞いを見せていた。

　年齢は四十前後であろう。法衣貴族にして農務閥の大貴族だそうだ。

　俺は相変わらず貴族の名前が覚えられないけど、エリーゼとローデリヒがフォローしてくれた。

　それでなんの用事かと思ったら──農務閥だから農業関係しかないと思っていたのだが──急に俺の知らない単語を口にした。

「すみません、俺は若造でいまいちよく知らないのですが、『髪カミ神カミ』ってなんですか？」

「伝説上の生き物と言われておりますからな。バウマイスター伯爵が知らないのも無理はないですか……」

　エーレンフリート伯爵の説明によると、髪カミ神カミとは動物なのか、魔物なのかすらもわかっていない生き物なのだという。

「わからないのですか？」

「とても動きが素早いそうです。目にも留まらぬ速さで動くとか……」

　目にも留まらないので正確な姿は誰にもわからず、目撃例も魔物の領域だったり、普通の森や草原だったりもするそうで、生息地さえはっきりしないそうだ。

「一つ疑問なのですが、正体もわからない生き物が、なぜその髪カミ神カミという生物だとわかるのですか？　他の素早い生物かもしれないではないですか」

「それはですね……」

　髪カミ神カミには、ある大きな特徴があるのだという。

　それは、自分を捕まえようとする者に対し、逃げるのと同時に妙な液体をばら撒まくのだそうだ。

「液体ですか？　それを浴びると体が溶けるとか？」

「いいえ、違います。その液体を浴びると、髪が生えてくるのです」

「髪ですか……」

　そういえば、俺の前にいるエーレンフリート伯爵には髪がなかった。

　浴びると髪が生えてくる液体に興味があって仕方がない、という表情を隠せていないな。

「つまり、逃げる時に液体をばら撒き、それを浴びた人の髪が復活したと？」

「はい、たまたま髪が薄い冒険者だったそうです。その後は死ぬまで髪がフサフサだったとか」

「それは凄すごい効果ですね……」

　前世では、髪の薄さに悩む人は多かった。

　俺も上司のカツラに気がついてしまい、その人と話をする時には目線を髪の生え際に持っていかないように苦労したものだ。

　薄毛に効果があると言われると、高い育毛剤でも手を出す人が多い。

　科学万能な地球でも、これは絶対に効くという毛生え薬は存在しなかった。

　少なくとも、俺がこの世界に飛ばされるまでは、だが。

　この世界にも、怪しげな毛生え薬は存在している。

　効果があるような、ないような……。

　多少怪しい魔法薬でも、お金のある商人や貴族たちの中には、大金を出して購入する人は多いのだ。

　騙だまされては、また新しい魔法薬に手を出し、また騙される。

　そんな人が多い。

　何度騙されても、いつか効果のある薬に出会えるかもしれないという希望に縋すがるわけだ。

　世界が変わっても、髪は男性にとって永遠のテーマであった。

「幸いにして、目撃ポイントは魔の森ではありません。そこでバウマイスター伯爵殿にお願いが」

　エーレンフリート伯爵は、書状の束を俺に差し出した。

　そこに書かれている内容は、すべて俺への依頼であった。

「まさか、断りはしませんよね？」

　これは、俺への圧力であった。

　魔法を用いてなんとか髪カミ神カミを捕らえるか、逃げる時に出す液体を確保してほしいと。

　すべての書状に、優先的に自分に売ってほしいとも書かれている。

　依頼書の主は、間違いなく全員が髪が薄い者たちだと思われる。

　そしてこの依頼を断ると、俺は髪のない人たちから『器の小さい奴だ！』と恨まれる、という寸法だ。

　髪に拘こだわるその姿勢も器が小さい……というのは言ってはいけないのであろう。

　俺には髪がない人の気持ちはまだ理解できないのだから。

　それよりも恐るべきは、髪への執着心というやつである。

「成功するかはわかりませんよ……」

「それはわかっております。ですが、わずかな可能性に縋ってでも、我らは髪を取り戻したいのです！」

　エーレンフリート伯爵のあまりの迫力に、俺は断るという選択肢を選べなかった。




「髪カミ神カミですか。伝説の生き物ですね。その効果ゆえに、多くの権力者がその体液を求めたそうです」

　依頼を受けてしまったことは仕方がないので、先に情報を集めようとエリーゼに髪カミ神カミについて聞いてみた。

　すると、さすがはエリーゼ先生。よく知っているようだ。

「髪カミ神カミの情報は、平民には流すべからずという不文律がありまして……」

　下手に平民に知れると、失った髪を取り戻そうとする人で競争率が上がるかららしい。

　失った髪が元に戻る。

　夢のような効能が確実にあるとわかれば、それを入手するために競争が激しくなりそうだものな。

　成功した商人とか、いくらでも金を出しそうではある。

「髪カミ神カミを捕らえたという記録は存在しません。体液を浴びたり入手した人のみが、失った髪を取り戻せたそうです」

　つまり、逃走時に出す希少な体液を入手するために、苛か烈れつな競争があるというわけだ。

「目にも留まらぬ速さで動くので、どのような姿をしているのか、これまで誰も確認できた人はいないそうです。運よく体液を入手できることもあるそうですが、その量はとても少ないとか。それも、目撃された回数の十回に一度入手できれば御の字だそうで……」

　滅多に手に入らないし、手に入っても量が少ないので、その恩恵を受けられる人は少ないのか。

「要するに、駄目元？」

「はい。当然、大昔の魔法使いたちも髪カミ神カミの捕縛に挑戦していますが、成功者は一人もいませんので。体液を入手した方は、普通の人よりは多いそうですが……」

　つまり、失敗しても怒られないということだよな？

　失った髪を取り戻せるかもしれないと大物貴族様たちが騒いでいるけど、入手できる可能性は少ない。

　それでも、その可能性に縋り、少しでも確率の高い俺に頼んできたわけか。

「努力はするよ。でも結果については責任を持てないよなぁ……」

「そうですね。それでいいと思います」

　エリーゼ先生がそう言うくらいなのだから、そうなのであろう。

「それで、その髪カミ神カミとやらはバウマイスター伯爵領のどこで目撃されたの？」

「それがさぁ……」

　イーナに髪カミ神カミの目撃地点について聞かれたが、そこは意外な場所であった。




「そんな生き物が、うちの領地にいるかもしれないのか」

「素早すぎて、目視は困難らしいですけど……」

　髪カミ神カミが目撃されたとされるポイントは、パウル兄さんの領地と接する森の中であった。

　この森にはちょうど真ん中に小さな川が流れており、その川がバウマイスター伯爵領との境目となっている。

　目撃されたのはバウマイスター伯爵領側の森であったが、もしかするとパウル兄さんの領地側にも出没するかもしれない。

　そこで、俺はパウル兄さんに森の中での移動許可を貰いに来ているのだ。

　俺とパウル兄さんの関係を考えると別に無許可でも構わないのだが、そこは親しき中にも礼儀ありというわけだ。

「なんというか……雲を掴つかむような話だな……」

「駄目元でも、依頼を受けないと圧力が凄くて……」

　この国は、王様、王族、貴族が支配している。

　国を治める偉い立場にある方々には年配の人が多く、そういう人で薄毛に困っている人は多い。

　だから俺は、駄目元でも髪カミ神カミの探索に全力を傾けないといけないのだ。

　ここで拒否してしまうと、領地開発で邪魔をしてくるかもしれないからだ。

　ローデリヒが笑顔で俺を送り出したので、まあそういうことなのであろう。

　実げに恐ろしきは、髪への執念というやつである。

「ふと疑問に思ったんだが、なぜ目視できないほど素早い生き物が目撃されたと報告が入るんだ？」

「危険を感じると、体液を撒き散らしながら逃げるそうです」

「でも、髪神ってのは異常に素早いんだろう？　逃げる際に体液を撒かれることなんて滅多にないのでは？」

「そう言われると確かに……風圧とかですかね？」

　その辺の詳しい事情は俺にもわからない。

　素早く動くと、カマイタチみたいに、もの凄いつむじ風かなにかが発生するのかもしれない。

「パウル兄さん、分け前は必要ですか？」

「うちの領内で獲とれたら考えるよ」

　たとえ寄より親おやと寄より子この関係でも、その辺はキッチリとしないといけない。

　でも、パウル兄さんは髪カミ神カミの体液が取れる可能性を大分低く見積もっているのであろう。

　具体的な条件はあとでと言った。

「お館やかた様、私も探索に参加したいのですが」

　とそこに、元はパウル兄さんの警備隊の同僚で、今は従士長をしているオットマーさんが髪カミ神カミの探索に参加したいと話しかけてきた。

「オットマーは、今日は休みだから別にいいけど……」

「ありがとうございます、やった───！　気合を入れていくぞ───！」

　オットマーさんは、喜び勇んで森へと向かっていく。

「あの……パウル兄さん？」

「オットマーの奴、最近薄毛で悩んでいるんだよ……」

　どの時代でも、どの世界でも、髪が薄くなると悩むのは、みんな同じようであった。




「つうか、本当にそんな生き物がいるのか？」

　俺が集めたメンバーと、パウル兄さんの領地からはオットマーさん以下数名が参加して髪カミ神カミ探しが始まるが、エルは本当にそんな生き物が存在するのかと疑問を投げかけた。

「いても、いなくても、ちゃんと探したという事実が必要だからな」

「つまり、アリバイか？」

「そんな感じだな」

　探さないで彼らの怒りを買うと、色々と面倒になってしまう。

　だから、たとえ見つからなくても、俺はベストを尽くす必要があるのだ。

「金かけているよなぁ……」

「それほどでもないさ」

　いるのかいないのかもよくわからない生き物の探索なので、俺は冒険者予備校の生徒たちをアルバイトとして雇っていた。

　日当を払い、森に分散させて監視してもらっているのだ。

「必要経費ってやつですな」

「俺が驚いたのは、なぜアルテリオさんがいるかってことだけど」

　今回の探索には、バウマイスター伯爵家御用商人筆頭のアルテリオさんも参加していた。

　まさかの大物の登場に、エルは驚いているようだ。

「万が一にも髪カミ神カミの体液を入手してしまった時の対策だよ。エルヴィン、貴族や王族が我が物にしようと血で血を洗う争いを始めるのだぞ。私も色々と調べたのだが、過去には殺傷沙汰もあったと記録に残っている」

「髪でですか？」

「エルヴィン、それはお前の髪がフサフサだから言えることだ。髪が薄い人、ない人たちからすれば、ライバルを物理的に消去してでも入手したいと思うだろうからな」

　そんな話を聞かされると、とんでもない依頼を受けてしまったなと思ってしまう。

　こちらに圧力をかけることのできる人たちからの依頼なので、断れなかったのだけど……。

「エルヴィンは、アレを見ても同じことが言えるか？」

「みんな！　気合を入れて探すんだ！」

「「「「はいっ！」」」」

　アルテリオさんが顎あごで指し示した場所では、鬼気迫る勢いで髪カミ神カミを探すオットマーさん一行の姿があった。

　心なしか、彼の下で探索に参加している人たちも髪の量が少ないような……。

　自分が体液を確保できれば、最優先で自分の髪を取り戻せると思っているのであろう。

　確かに、前に会った時と比べるとオットマーさんの髪は薄くなったような気がしてならない。

　それだけ必死なのであろう。

「見ていて怖いですね……」

「男性の髪と、女性の美容関係の魔法薬には色々とな……そんなわけで、私はここにいるのさ。現物の値段はあってないようなものなので、商人も必要だろうからな」

　大きな金が動くことは間違いないので、それに備えてアルテリオさんはここにいるというわけだ。

「アルテリオさんも、髪カミ神カミの体液が欲しいですか？」

「いえ、私は薄毛ではありませんので。生まれた娘にええ格好したいブランタークなら必要かもしれませんね」

　確かに、アルテリオさんの髪はフサフサだ。

　年齢のせいで多少白髪は交じっているけど、白髪の場合は髪を染めればいいからな。

「俺も、髪には問題ねえよ」

　アルテリオさんと共に、実はブランタークさんも今回の探索に参加していた。

　その理由は……。

「ブライヒレーダー辺境伯が必要とか？」

「それはないよ、伯爵様。ブライヒレーダー辺境伯家もほとんど薄毛がいない家系だから。万が一伯爵様が髪カミ神カミの体液を入手すると問題が起こりそうだから、そのために俺が派遣されたわけ」

「たったそれだけのために？」

　髪カミ神カミの体液を手に入れるために、ブライヒレーダー辺境伯家経由で色々と工作される可能性もあり、できれば入手してほしくないのがブライヒレーダー辺境伯の本音だそうだ。

「あくまでも万が一だよ。髪カミ神カミは数十年に一度目撃例があるが、入手できるのは十回に一度くらい。本当に幻の体液なんだよ。俺も一度だけ探索に参加したことがあってな。当時はペーペーの魔法使いだったし、俺はその影すら拝めなかったけど」

　ブランタークさんも、若い頃に髪カミ神カミ探索に参加したことがあるそうだ。

「過去にも魔法使い総動員で捕まらなかったケースも多いそうだし、ぶっちゃけ運だよなぁ……気張らずにやろうぜ」

　ブランタークさんに、やる気は皆無であった。

　それよりも、早く家に帰りたいのかもしれない。

「まあ、導師は必要なのかもしれないけど……」

　今回の探索には、実は導師も参加していた。

「ブランターク殿、某それがしのこの髪型は毎日剃そっているのである。アームストロング家に髪が薄い者は少ないのである」

「それは知っているけどよ。関係のある貴族から頼まれたんじゃねえの？」

「頼まれなかったといえば嘘うそになるのであるが、確実に入手できる保証もないので、某からはなんとも言えないのである」

　同じ派閥の軍系貴族で髪が薄い人から頼まれたとか……導師は正確には軍系貴族ではないから、引き受ける義理もないと思うけど。

「某が参加しても駄目だった、という風に納得する者もいるのである」

「わざわざすみません」

「構わないのである。男の魅力は髪だけではないのに、いい大人が大騒ぎしてみっともないのである！」

　俺もそう思わんでもないけど、それが平気で言えてしまう導師は凄いよな。

　これ以上話ばかりしていても無駄なので、俺たちも髪カミ神カミの探索に加わる。

「先生、退屈です」

「それはわかるが、所定の位置から動かないように。日当が出ているんだから、真面目に仕事をしないといい冒険者になれないぞ」

　それで、どうやって髪カミ神カミを探すのかだが、特に効果のある素晴らしい方法が開発されているわけではない。

　アルバイトで呼んだ生徒たちを髪カミ神カミが目撃された森の各地に配置し、どこに現れてもすぐさま対応可能なようにするだけだ。

　といっても、もうかれこれ数時間、なにも見つからないので生徒たちはみんな飽きてきていた。

　とにかく所定の場所で監視を続けないといけないので、他の狩猟や採集も禁止となっており、正直なところ俺も退屈で仕方がない。

「エル、それっぽい反応はあるか？」

「いいや、髪カミ神カミとやらの反応がどんなものなのか知らないけど、それっぽい気配とか反応はない」

　さらに数時間が経過、そろそろ夕暮れなので今日の探索は一いっ旦たん中止となった。

　今回の探索は、それを注視している大物貴族様たちの意向を酌んで三日間行われる。

　今日はバウルブルクには戻らず、パウル兄さんの領地で全員が宿泊することとなった。

「ヴェル、毎度あり」

「……」

　数十名が宿泊し、飲み食いをする。

　いまだ開発中のバウマイスター準男爵領からすれば、無視できない儲もうけであった。

　そういえば、過去の地球であったゴールドラッシュの時、一番儲かったのは、彼ら鉱山作業員を相手に商売をした人たちだったとか。

　それでも、必要経費だから仕方がない。

「食事と泊まる場所は用意してあるぞ」

　俺、エル、ブランタークさん、導師は、パウル兄さんの屋敷に泊まることになった。

　アルテリオさんは、髪カミ神カミの体液が見つかる可能性が低いと感じたようだ。部下を残して、バウルブルクに戻ってしまった。

　仕事が忙しいので、こんな場所で三日間も時間を潰つぶせないのであろう。

　バウマイスター準男爵邸は新しく建てられたばかりであり、以前のバウマイスター騎士爵家のものとは大違いだ。

　バウマイスター伯爵邸ほどではないが、比較対象が昔のアレなので恐ろしく豪華に感じてしまう。

「こんな豪華な屋敷、大丈夫ですか？　パウル兄さん」

「いや……前のうちの実家と比べるなよ……外からの来客もあるし、長く維持する予定だから。ボロかったり狭かったりすると、あとで建て直しになってもっと金がかかるからな」

　屋敷の中に通されると、メイド服を着た数名の若い女の子がテキパキと働いていた。

「パウル兄さん！　メイドですね！」

　メイドがいるだなんて……。

　俺は、驚きを隠せない。

「メイドは領民の中から通いの人を数名雇っているだけだから。メイド服も貸与で使いまわしだよ」

「それにしても凄い！」

「まあ、気持ちはわかるけどな……」

　昔の実家では、メイドという名のお迎えが近い『冥めい途どさん』が働いており、服装も普段着のままだった。

　家政婦とさえいえないような使用人だったのだから大きな進歩とも言える。

「食事にしようか」

　そして肝心の食事であるが、かなり豪華なメニューとなっていた。

　フルコースでメイドが配膳をしてくれるし、デザートにも美お味いしいケーキがついていた。

　俺は再び心配になってしまう。

「パウル兄さん、本当に大丈夫でしょうか？」

「ヴェルは寄親だから歓待しなきゃいけないんだし、費用の方も他の客人から宿泊費や食事代を貰っているから大丈夫だよ。それと、あまり心配しない方がいいぞ。親父が落ち込むから」

「えっ？」

　俺が父の方を向くと、テーブルの端でガックリと項垂うなだれていた。

「ヴェルが心配するのも当然だよな……子供の頃にはまともな食事なんて出していなかったし……ヴェルが獲ってきた食材がないと、おかずすら付かなかったこともあったし……いいんだ、俺は元駄目領主で……」

「父上！　すみません！」

　俺は、ガックリと項垂れる父を宥なだめるのに、かなりの時間を費やしてしまうのであった。




「失った髪を取り戻す秘薬か……大物貴族というのは大変なのだな」

　ようやく父の機嫌が直ったので食事を再開し、今回の仕事の内容を説明する。

　情報の漏えいについては、父たちも貴族なのでそれは察してくれた。

　とはいえ、すでに人を使って大々的に探索しているし、冒険者たちの線から漏れるのはどうしても防げない。

　髪カミ神カミという生き物が目撃された地点にどれほど居座るかは知らないが、暫しばらくはパウル兄さんの領地で宿を取る冒険者が増えるかもしれなかった。

　必ず効く毛生え薬ともなれば、大物貴族や大商人ならいくらでも金を出すのだから。

　一生遊んで暮らせるお金が手に入るかもしれないと、ゴールドラッシュの如く人が集まってくる可能性があった。

「うちは稼ぐ機会だな」

　ただし、探しに来た冒険者たちが髪カミ神カミを見つけられる確率は極めて低いのだが。

　それでも、彼らを相手に商売をするパウル兄さんたちには、地味なゴールドラュシュが発生するのかもしれない。

「大物貴族ともなれば、人前に出る機会も多かろうからな。髪があった方が見栄えがよくていいのかもしれないな」

　父はそう言うのだが、実際問題、今まで薄かった髪が急にフサフサになったら周りの人はどう思うのであろうか？

　前世だと、植毛とカツラを疑われるケースである。

　でも髪カミ神カミによる増毛は自前の髪だから、そんなことを気にする必要はないのか？

　そんな風に思いながら、ふと父の頭に視線がいってしまう。

　とはいえ、父は別に髪に不自由してはいない。

　また少し白髪が増えていたが、それは気になるなら染めれば済む問題だからな。

　たとえ白髪でも、髪があるのとないのとでは、そこに大きな違いがあるというわけだ。

「ヴェンデリン、別にその秘薬は提供してくれなくてもいいぞ……」

　俺の視線に気がついた父が、心配ご無用といった表情で言う。

「我がバウマイスター家の家系で髪に困る者は少ない。特になんの取り得もない一族だが、それだけは自慢できるな」

　バウマイスター一族で、髪が薄くなったりする人は少ないようだ。

　エーリッヒ兄さんとかも、髪はフサフサだものな。

　でも、それはありがたいかもしれない。

　この世界の貴族は髪が薄くなったからといって、坊主頭にして誤魔化すという手段が使えない。

　貴族が坊主頭にすると、あきらかに場違いというか似合わないというか、常識がないとさえ思われるからだろう。

　中にはカツラをつけている人もいるのだけど、技術力の問題で誰が見てもカツラだとわかってしまう。

　それを表立って口にする貴族は少ないだろうけど、陰で笑い話にされてしまうことはあるようだ。

　その陰口がたまたま本人の耳に入り、決闘になってしまったことが昔あったとも聞く。

　髪の恨みとは恐ろしいものである。

　そんなわけで、金のある貴族は長い友達である髪を求めて色々と努力するわけだ。

　挙句、変な薬に引っかかって詐欺に遭う人もいるそうだが。

『背が伸びる薬、痩せる薬、精力剤、胸が大きくなる薬、この辺は疑ってかかった方がいいですね』

　エリーゼは、俺にそう教えてくれた。

　明らかに胡う散さん臭くても、夢のような効能を聞かされると、つい大金を出してしまう人が多いという話だ。

「その前に、その髪カミ神カミというのは本当に捕まるのか？」

「ええと……どうなのでしょうか？」

　俺は、父からの質問の返答に窮してしまう。

　その後は母も交じって、エリーゼたちの近況などについて話をしたので、誰も髪カミ神カミについての話をしなくなった。

　結局人は、実際に見たものしか信用しないのだなと、俺は密ひそかに悟ってしまうのであった。




「先生、見つかりませんね」

「シンディの幸運でも駄目か……」

　二日目の探索も始まるが、髪カミ神カミとやらは影すら見つけられなかった。

　幸運を呼ぶ少女シンディの実力をもってしても、そのヒントすら掴めない。

「伯爵様、見つけられないな」

　ブランタークさんもやる気なさげだ。

　目撃されてから探索しても見つかる可能性は少ないし、ブランタークさんは早く娘の元に戻りたいと思っているのかもしれない。

「最低でも三日くらいは探さないと、アリバイにならないのですよ」

「無駄な出費……でもないか……貴族社会では……」

　俺も大物貴族なので、彼らにそれなりに配慮する必要がある。

　たとえ捕まえられなくても、ちゃんと手間暇をかけて探したという誠意を見せなければならない。

　勿もち論ろん、俺を不ふ甲が斐いないと非難する貴族もゼロではないだろうけど。

「ヴェル、生徒たちがダレてきているぞ」

　アルバイトで呼んだ予備校の生徒たちを統率しているエルが、俺に報告してきた。

　狩猟採集行為が禁止されていて、決められた場所を監視するだけなので、集中力が途切れてきているのであろう。

「なんとか明日まで保もたせてくれ」

「完全な骨折りだな、早く終わらせて……」

　エルがそう口にした瞬間、突然風が舞って俺の顔の横をなにかが高速ですり抜けたような感覚を覚えた。

「伯爵様？」

「ブランタークさんも感じましたか？」

「ああ」

　今はまったく風が吹いていない状態だ。

　それなのに、俺たちは局地的に風となにかの気配を感じた。

　つまり……。

「髪カミ神カミか？」

「そうだろうな」

　あくまでも推測でしかないけど。

　そしてその髪カミ神カミらしき気配だが、今はもう感じない。

　とてつもない高速で、俺とブランタークさんの間をすり抜けたようだ。

「伯爵様、『探知』にも引っかからないぞ」

「俺も駄目です」

　なぜ魔法使いが髪カミ神カミの捕獲になかなか成功しないのかを、俺はようやく理解した。

　あまりに素早いので、『探知』に引っかかる前にその範囲外に移動してしまうのだ。

「こんなのどうやって捕らえるんだ？」

「通る位置を予想して、そこに罠わなを張るとか？」

「今の時点で、どこにいるのかわからないのにか？」

　ブランタークさんから、魔法で罠を張るという策を否定されてしまった。

　確かに、仕掛けた場所に必ず髪カミ神カミが来るかはわからないし、魔法で罠を張ると罠の維持で魔力を使ってしまう。

　沢山の場所に仕掛けるにしても、範囲が広すぎて物理的に不可能だった。

「第一、どこにいるのか、もうわからないじゃないか」

「そうだよな……」

　エルの指摘をもっともだと思っていると、森の奥から配置していた生徒たちの声が聞こえてくる。

　どうやら、髪カミ神カミはそこまで移動したらしい。

「行くぞ！」

「伯爵様、行ってももう遅いんじゃないのか？」

　ブランタークさんから指摘されて、俺は気がついた。

　確かに、今から生徒たちが騒いでいるポイントに向かっても、間違いなく間に合わないと。

「本当に、こんなのどうやって捕らえればいいんだ？」

　まず不可能だなと思っていると、そこに同じく髪カミ神カミ探索に参加している導師が姿を見せた。

「バウマイスター伯爵、たまたまだが髪カミ神カミらしき気配を感じたのである」

「導師もですか。俺たちも気配くらいは……って！」

　俺たちは導師を見た途端、そのあまりの異形ぶりに声を出せなくなってしまった。

「勘で拳を入れてみたが当たらず、だが髪カミ神カミの怒りを買ったようである！　ご覧の有様である！」

　髪カミ神カミは、噂うわさの体液攻撃を導師に向けて行ったらしい。

　導師は、普段剃っている頭全体から無駄にサラサラな髪を腰まで伸ばし、同時に髭ひげにも効果があるようで、まるで仙人のように豊かな髭を蓄えていた。

「導師、不気味だな……」

「まったく、これが本来、髪や髭が生えない場所に生えでもしたらとんだ迷惑だったのである！」

　髪カミ神カミの体液を浴びた導師の髪と髭は豊かになったが、それは貴重な体液を無駄遣いしてしまう結果となった。




「なるほど……」

「まったく、酷ひどい目に遭ったのである」

　二日目の探索を終えて宿に戻ると、俺、エル、ブランタークさんはロンゲ・仙人髭となってしまった導師を観察しながら、髪カミ神カミの体液が本当に効くのだなと、大いに納得した。

　動かぬ証拠が目の前にあるのだから。

「綺き麗れいな髪ですね……」

　エルの意見にみんな賛成だけど、導師が女性のように綺麗な金髪を伸ばしていても、ただ不気味なだけである。

　事実、この屋敷に戻るまでに、導師を見た子供たちが悲鳴と泣き声をあげ、大人たちは驚いて家の中に逃げ込み、失神した老人までいたのだから。

　俺は、普段の導師の髪型を迫力がある奇抜なものだと思っていたのだが、実は一番穏便な髪型であったことに、今になって気がついた。

　金髪ロンゲの導師、ハッキリ言ってちょっと怖かった。

　仙人のような髭とのアンバランスさで余計に怖いのだ。

「導師、髪を切らないのですか？」

「探索を終えるまで待つのである。また体液をかけられる可能性があるのである！」

　そんな奇跡のような確率……導師ならあり得そうなので、俺たちも無理に髪を切れとは言わなかった。

「少し揃そろえておきますね」

　それでも見兼ねたのか、パウル兄さんの奥さんがハサミで髪を整えてくれた。

　おかげで、少しはマシになったかもしれない。

　最初に導師を見た時、彼女はあきらかにビクっと驚いていた。
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　ああ、でも見慣れたのかもしれないな、髪を切ってくれたということは。

　でも、俺の甥おいたちは導師を見て泣いていた。

　このままトラウマにならないことを祈るのみだ。

「おのれ髪カミ神カミめ！　いたいけな子供を泣かせおって、である！」

　導師が一人、髪カミ神カミに敵意を燃やしているが、なんだろう？

　間違ってはいないと思うのだが、どこか言いがかりなような気もしてしまう俺がいた。

「それでも、少しだけ体液を集めたのである！」

「凄いですね」

　ロンゲ・仙人髭の導師は、わずかながら自分の体に降りかかった髪カミ神カミの体液を集めていた。

　導師の髪と髭を伸ばすのに使われてしまい回収できた量は少ないが、とんでもない貴重品である。

　一人分の髪を回復できるくらいの量はあるので、あとで激しい獲得競争が行われるであろう。

「効果てきめんだものなぁ……そりゃあ、奪い合いになるわ」

　エルとしても、確かにこれほどの効果があれば貴族や金持ちたちが奪い合うだろうなと、納得せずにはいられなかったようだ。

　導師を見ながら、一人感心していた。

「明日以降も、導師が活躍すれば髪カミ神カミの体液が手に入るわけだ」

「いや、某が髪カミ神カミの体液を手に入れたのは、本当に偶然である」

　導師はエルに、明日も同じように髪カミ神カミの体液が手に入ると期待されても困ると答えた。

「魔法で捕縛しようにも、そう思った時にはいないのである」

　そう、いくら魔法の準備をしても、唱える前に範囲外に逃げているから性た質ちが悪い。

　明日も、探索はしたというアリバイだけ稼いで終わりだ。

「バウマイスター伯爵、陛下がこの薬を欲っしていなくて助かったのである」

「それは、俺も考えましたけどね……」

　その日は明日に備えて早めに寝てしまったが、翌朝、再びロンゲ・仙人髭の導師を見て、朝から心臓に悪かった。

　一夜明け、つい導師の髪と髭のことを忘れてしまっていたのだ。

　俺の甥たちなど、再び導師を見て泣いてしまう有様だ。

「しかも、一晩でかなり伸びている……」

　髪も髭も、昨晩より十センチ以上は伸びているはずだ。

「恐るべき効能ですね……」

「某には元々髪があるので、うっとうしいだけである！」

　朝食後、導師はパウル兄さんの奥さんにまた髪を切ってもらっていた。

　しかし、このままで導師は大丈夫なのだろうか？

　髪や髭はタンパク質だと聞いたことがある。

　つまり、導師の髪と髭の伸びが驚異的に早い分、自慢の筋肉が減って最終的にはガリガリになるとか？

　そんな心配をしてしまうほど、導師の髪と髭の伸びは異常に早かった。

　正直なところ、俺が髪カミ神カミの体液を浴びなくてよかったと思う。

「（でも、導師の筋肉が痩せ衰えたようには見えないか……）」

　その髪と髭はどこからきたのだと思ったが、ある種の魔法薬だから物理法則を無視するのかもしれないな。

　導師は肉を沢山食べるから、そこからきているのかもしれないけど。

「今日で終わらせようと思ったんだけどなぁ……」

　偶然でも、なまじ導師が髪カミ神カミの体液を手に入れてしまったのがよくなかった。

　パウル兄さんの領地で宿を求める冒険者の数が徐々に増えていき……。

『お館様、もう何日かは探索をされた方がよろしいかと……』

　ローデリヒから、魔導携帯通信機で連絡がきた。

　大物貴族たちから『もっと探してほしい』という圧力がきたらしい。

　しかし、こんなことで、バウマイスター伯爵家が今までにないレベルの圧力を受けるとは……。

　髪とは、本当に恐ろしいものだ。

「俺は、髪が薄くなったら頭を剃ろうかな？」

「それは駄目なんじゃないのか？　バウマイスター伯爵様的に言うと」

　そう言えばそうだった。こういう時には、平民の方が楽でいいな。

　でも、常に帽子を被かぶったり、誰にでもわかるカツラをつけるのもどうかと思うし……。

　他の貴族たちもそう思うから、俺への圧力が凄いんだろうけど……。

「それで、どうするんだ？」

「根気よく見張る！」

「しかないよなぁ……」

　パウル兄さんの領地側の森では、最近髪が厳しいオットマーさんが領民たちを動員して森中に網や罠を仕掛けていた。

　そもそも、髪カミ神カミはそんな罠に引っかからないからこそ、なかなか捕まらないんだけど……。

「もっと網と罠を増やすんだ！　見張りも厳重に、どんな些さ細さいな変化も見逃すな！」

　パウル兄さんの従士長であるオットマーさんは、その経験と地位を生かして必死に髪カミ神カミを捕らえようとしていた。

「あの……パウル兄さん？」

　俺は、オットマーさんを見ながら溜ため息いきをついているパウル兄さんに声をかける。

「あいつ、本当に必死なんだよ。髪カミ神カミの体液が手に入れば巨万の富を得られると領民たちを煽あおってさ。俺にも、開発資金が手に入りますって……」

　表向きにはもっともな理由であったが、実は自分の薄くなりつつある髪を取り戻すためなのは誰にでもわかった。

　わかっているけど、可哀かわい想そうだから誰もその事実を指摘しないというわけなのであろう。

「俺も、この件だけはオットマーになにも言えないよ。なんか怖そうだし……」

　パウル兄さんは、髪カミ神カミ祭りが終わるまでは仕方がないと諦め顔だ。

「たかが、毛生え薬でという気がしないでもないけど……」

　エルはそう言うが、それは俺たちが髪に困っていないからであって、困っている人からすれば切実な問題なのだから。

　それと、エルは発言に気をつけた方がいいと思う。

「エルヴィン！　たかが毛生え薬ではないのだ！　必ず髪を取り戻す奇跡の魔法薬、これが手に入れば、バウマイスター準男爵領は必ずや大きく発展する！　高値で売れるからな。まあ……念のためにちょっとは使ってみるつもりだけど……実際に効果を試さないと売れないからな……とにかくだ！　将来はバウマイスター伯爵家の重臣になるであろうエルヴィンが、そんな考えなのはよくないぞ！」

　エルはオットマーさんに捕まってしまい、長々と説教を受けてしまうのであった。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「それで、もう一週間だけど……」

「長かったような……短かったような……」

　どうやら、導師は本当に運がよかったらしい。

　あれから髪カミ神カミの目撃報告すらなく、みんなやる気をなくしていた。

　それはそうだ。

　みんなで、担当しているポイントをただ見張っているだけなのだから。

　冒険者たちの中にはすでに見切りをつけた者も多く、次第に髪カミ神カミ探索に参加する人数は減っていった。

「先生、見つかりませんね」

「退屈です」

「見張る以外になにもできないので辛いです」

　アグネス、シンディ、ベッティ他、アルバイトで探索に参加している生徒たちも退屈そうだ。

　若いのによく我慢したとも言えるが、さすがにもう限界であろう。

「新しい目撃報告もない。今日で一旦終わりにしよう」

「賛成！」

　俺が髪カミ神カミ探索打ち切りを宣言すると、真っ先にブランタークさんが賛成した。

「ブライヒレーダー辺境伯はなにも言わないのですか？」

「言うわけがない。目撃されても、十回に一回くらいしか体液が手に入らないんだぜ。うちのシビアなお館様はそんな夢は見ていないよ。俺の派遣はアリバイ作り。本当、王都の連中も諦めればいいのに」

　随分と酷い言いようだが、こちらも多額の資金を投入しているからな。

　そういつまでも続けるわけにもいかない。

　アグネスたちのアルバイト代に、宿泊費など。

　宿泊費はパウル兄さんが少し勉強してくれたけど、今までの経費を計算すると小身の貴族だと頭を抱えるだろう金額にはなっていた。

　大物貴族とは、このように沢山の交際費がかかるものなのだ。

「俺だって、暇じゃないからな」

　ブランタークさんレベルの魔法使いを、捕まるかどうかもわからない生物の監視にのみ当てている。

　必要なつき合いとはいえ、ブライヒレーダー辺境伯も王都の薄毛貴族たちへの配慮で負担が大きかったというわけだ。

　そろそろ本来の仕事に戻したいのが本音だと思う。

「もしかしたらと、一応こんなものも作ってみたんですけどね」

　俺は、ブランタークさんに網の目が細かい魔法のネットを見せた。

「なかなかに緻密な出来だが、この手を考えない魔法使いはいないさ」

「ですよね」

　髪カミ神カミを魔法のネットで捕らえる。

　とても陳腐な手段だと言えよう。

「その網を展開する前に、逃げられてしまうからな」

「となると、前もって網を仕掛けるしかないのか……と言っても、そこに髪カミ神カミがくる確率は低いですよね」

　その前に、そんなあちこちに魔法のネットを仕掛けて維持していたら、いくら魔力があっても足りない。

　魔法のネットの利点としては、普通のネットに比べると網の目を細かくでき、俺の場合は色を極力透明にして見えにくくもしている点であろうか。

「もっと網の目を細かくします」

「ここまで細かいと、さすがの髪カミ神カミも抜けられないか？」

「えっ？　そこで疑問形ですか？」

「髪カミ神カミの正体なんて誰も見たことがないからな。噂ではどんな形にもなれて、網の目もすり抜けるとか？　あくまでも噂、伝承の類たぐいだけどな」

　形を変幻自在に変えて、網の目を潜くぐり抜ける？

　もしそれが本当ならば、魔法の出る幕すらないと俺は思ってしまう。

「この網もボツですかね？　こうやって頭上に仕掛け、髪カミ神カミが捕まって体液を出した時に備えて、下で壺つぼを持って待ち構えるのです」

　俺は、魔法の袋から取り出した大きめの壺を両手で持ちながらブランタークさんに見せた。

「随分と大きな壺だな。今までも、一回に採れた体液なんて十人分がいいところだぜ」

　導師が運よく回収できたのが二十ｃｃくらいで、これがおよそ一人分だそうだ。

　俺が持っている壺は昔塩を入れていたもので、満タンにすれば二十リットルくらいは入りそうであった。

「欲をかきすぎだぜ、伯爵様」

「このくらい壺が大きければ、体液を拾うのも楽かなと……」

「髪カミ神カミが出たぞ！」

　そんな話をしていたら、少し離れた場所から髪カミ神カミが出現したと報告が入った。

　慌てて対応しようとした俺の頭上を一陣の風が舞う。

「また間に合わなかったか！」

　また逃げられてしまったかと頭上を見上げると、なんと上から大量の液体が降ってきた。

「伯爵様！」

　俺は慌てて対応しようとするも、その液体はすべて抱えていたツボの中に入ってしまった。

　急にズッシリとした重みがくるが、俺は急いで魔法で体を強化し、壺を地面に落としてしまうのを防ぐ。

「急に雨ですか？」

「違うよ、それが髪カミ神カミの体液なんだろう。この辺に雨なんて降っていないから」

　俺は、思わぬ幸運によって大量の髪カミ神カミの体液を入手してしまうのであった。




「しかし、なぜこんなに？」

「偶然としか言いようがないな」

　目的のものが大量に手に入ったので、これで探索は終了となった。

　一旦パウル兄さんの屋敷に戻り、そこで壺に入った体液の確認を行う。

「壺に入った瞬間、重たくて零こぼすかと思いました」

「ほぼ満タンだからな」

　多分、髪カミ神カミの体液は二十リットル近くあるはずだ。

　二十リットルは二万ｃｃなので、一人分が二十ｃｃだとすると千人分という計算になる。

「とんでもない量であるな！」

　導師も、壺になみなみと入っている髪カミ神カミの体液に驚くばかりだ。

「しかし、なぜこんなに入手できたのであるか？」

「偶然だな。間違いなく」

　ブランタークさんの推測によると、俺がたまたま頭上に魔法のネットを掲げていた所を髪カミ神カミが通り抜けた。

　髪カミ神カミは形を自在に変えるが、俺が試作した網の目が細かすぎて体の水分……つまり体液だけど……を除かないと通り抜けられなかったから、大量に絞り出したのではないかというわけだ。

「なるほど。それで、本物なのであるか？」

「本物ですね……」

「やっほぉ───！」

　俺たちの傍そばで、オットマーさんが人目も気にせずに大喜びしていた。

　実験……じゃなくて試しにオットマーさんの頭に体液を塗ってみたところ、髪が全体的に太くなり、髪が薄い頭頂部も完全に回復したのだ。

　毛根が死滅していた部分にも髪が生えるので、髪カミ神カミの体液の効果は本物のようだ。

　導師の場合、髪や髭の成長促進しか確認できなかったので、その点だけが心配だったのだ。

「となると、惜しかったな、うちは」

　俺が髪カミ神カミの体液を採取した場所は、パウル兄さんの領地側ではなかった。

　もしそうなら三割くらいは権利があったのだから、確かに惜しいかもしれない。

「まあいいか。うちも儲かったし」

　ゴールドラッシュではなく、髪カミ神カミラッシュにより集まった冒険者たちの宿泊や食事の手配などで、パウル兄さんもかなり儲けていたからだ。

「それに、そんなものをうちのような零細貴族が持っていると面倒そうだし」




　こうして一週間の探索を終え、俺たちは無事にバウルブルクへと戻ってきた。

「あなた、お帰りなさいませ」

　エリーゼが出迎えてくれて、ようやく屋敷に戻ってきたことを実感する。

　みんなの顔を見ようとリビングに移動すると、イーナたちはなにやら相談しているようであった。

「イーナ、なにかあったのか？」

「そんな大したことじゃないけど、髪を切ろうかなという相談をしていたの」

「えっ？　なんで？」

「知らないの？　妊娠すると、栄養が赤ちゃんに持っていかれて髪が駄目になるのよ。赤ちゃんが生まれてから、また伸ばそうかなって話になってね」

「そうなのか」

　正直、初耳だ。

　母親になるというのは、なかなかに大変なんだな。

　でも、せっかく伸ばしているのに髪を切るのは勿もっ体たいないような……。

「ボクは元々短いから切らないけど、他のみんなはしょうがないよ」

　髪が短いルイーゼを除き、みんな髪を切ろうとしているようだ。

「最近では、私の髪型も勢いをなくし、色艶も悪くなってきたので仕方がありません」

　貴族として髪型には拘るカタリーナですら、段々と状態が悪くなってくる自分の髪には困っているようであった。

　切るのも止む無しという考えに至っている。

　確かに、少し髪の色艶が悪いような……、クルクル縦ロールの勢いもない。

　女性は妊娠すると色々と大変なんだな。

　子供を産んだことがない俺にはわからない苦労だ。

「ヴェンデリン、髪は出産後にまた伸ばせばいいのだから気にするな」

「そうなんだけど……」

　テレーゼも、髪を短くすることを決めたようだ。

　俺は長い髪型も短い髪型も似合えば好きだけど、みんな一斉に短くしてしまうと寂しいような気がする。

「長いつき合いの髪型ですけど、こればかりは仕方がありません」

　ようやく母親になれるリサからすれば、髪型に拘っている場合ではないというわけだ。

「でもなぁ……」

　俺は、今までの髪型がいいんだけどな。

　でも、傷んだ髪のケアが必要になるか。

　ちょっといいシャンプーやヘアケア製品程度では保つのは難しいか……いや、待てよ。

　いいものがあるじゃないか。

「じゃじゃ───ん！　今回の成果、髪カミ神カミの体液ぃ───！」

　俺は壺の中から少量の髪カミ神カミの体液を手に付けると、それをエリーゼの髪に薄く塗ってみた。

　すると、目に見えて髪の質がよくなっていく。

　妊娠前の美しいエリーゼの金髪が復活した。

「おおっ！　いけるじゃないか！　じゃあ、次はと……」

「「待てい！」」

　続けてイーナの髪に髪カミ神カミの体液を塗ろうとすると、エルとブランタークさんが止めに入る。

「えっ？　どうかしましたか？」

「いや、伯爵様。そんな無駄使いは駄目だろう」

「無駄じゃないですよ。エリーゼの髪がこんなに綺麗になったじゃないですか」

　夫としては、妻は綺麗な方がいいからな。

　それに、髪カミ神カミの体液は俺が採取したものだ。

　どう使おうと俺の勝手であった。

「エリーゼの嬢ちゃんたちの髪は、出産後に復活するじゃないか。その魔法薬は、王国中の、そのままではもう二度と髪が戻ってこない連中の最後の希望だから、無駄遣いはやめた方がいいって！」

「無駄じゃないですよ。エリーゼたちの髪が綺麗になります」

「だぁ───！」

　どうにも、俺とブランタークさんの意見がかみ合わないようだ。

「だって、偶然とはいえ俺が採取したものですよ。少しくらいいいじゃないですか」

「伯爵様が、髪カミ神カミの体液をそんなことに使ったなんて知られたら大変だぞ」

「大丈夫ですよ。使ったなんて言いませんから」

　俺が髪カミ神カミの体液を採取した事実は外部に知られてしまったが、どのくらい採ったかなんて知られていないのだから。

「第一、顔も知らない人の薄毛が治るよりも、エリーゼたちが綺麗な方が俺は嬉うれしいですし」

「ヴェル、お前は何気に酷いことを言うな……」

　エルが、なぜか俺に呆あきれている。

　でも、フサフサになったおっさんや爺じいさんたちに喜ばれるよりも、毎日顔を合わせるエリーゼたちが綺麗な方が精神衛生上よろしいのは事実だ。

「俺もそう思うけど、そういう行動は薄毛の、やんごとなき方々を敵に回すから！」

　もし、エリーゼたちの髪につけた分の髪カミ神カミの体液が減った事実を知られてしまったら？

　そのせいで割を食った貴族に恨まれると、ブランタークさんは説明する。

「ブランタークさん」

「なんだ？」

「内緒でお願いします」

「ちくしょう、碌ろくでもない秘密を抱えてしまった」

　俺は中断していた作業を再開する。

　イーナに髪カミ神カミの体液を塗ると赤い燃えるような髪が復活し、ルイーゼ、ヴィルマ、カタリーナ、テレーゼ、カチヤ、リサと次々と綺麗な髪が復活していく。

　さすがは伝説の魔法薬である。

　というか、もしこれを地球に持っていったら金持ちがいくらでも出しそうだな。

「アマーリエ義ね姉えさんもつけますか？」

「私は妊娠していないから大丈夫よ」

「必要になったら言ってくださいね」

「嬉しいけど、ブランタークさんの顔が真っ青よ」

「ちょっとくらい、いいと思うんだけどなぁ……」

　エリーゼたちの髪を元に戻した俺は、髪カミ神カミの体液が入った壺をそっと魔法の袋に戻すのであった。




「旦那、正面門の方が眩まぶしいな」

「カチヤも、大概口が悪いな」

「女冒険者なんてこんなものだぜ。姉御だって、前は凄かったじゃん」

「否定できませんね……カチヤも少しずつ直しなさい」

「姉御、それは難しい話だなぁ」




　数日後、バウマイスター伯爵邸の前に多くの眩しい方々が集まった。

　その眩しさは目も眩くらむばかり……俺もカチヤのことは言えないか。

　リサはあのメイクと衣装にさえならなければ喋しゃべり方は丁寧なので、カチヤにも普段の喋り方を直すようにと忠告した。

　カチヤ本人には妙な拘りがあるようで、やんわりと断られてしまっていたが。

「この数日でよく集まったなぁ……」

「髪カミ神カミの体液は安いものではありません。購入できるのは財力のある者ばかり。自然と大物貴族と大商人に限定されますが、その情報収集能力を侮ってはいけません」

「必ず効く魔法薬を入手し損なわないようにか」

「はい」

　髪カミ神カミの体液だから正確には魔法薬じゃないけど、効果は絶大なので魔法薬扱いであった。




　本当の魔法薬は、専門家が調合している。

　知識があれば魔法使いじゃなくても調合可能だけど、最後に魔力を込める種類の薬もあるので、やはり魔法使いの方が有利だ。

　こうやって、魔道具、魔法薬と魔法使いのリソースが分かれるから、余計に魔法使いが不足するんだよな。

　もっとも、個人で魔法薬の調合師をしている人は少なく、大半は知識のある、魔法使いじゃない調合師を雇って調合工房を開いているけど。

　勿論、調合師のギルドも存在する。

　ただ、魔法薬の類は門外不出のレシピなどもあって完全な秘密主義だから、魔道具工房よりも目立たなかった。

　ついでに言うと、毛生え薬は金になるからかなりの種類が発売されている。

　値段は魔法薬なので相当お高いが、効果の方はあるような、ないような？

　毛根が残っていると効く薬もあるので全部がインチキじゃないけど、髪に悩む人々は、色々と購入しては駄目だった、という日々の繰り返しらしい。




「私もあとで資料を調べましたが、前に髪カミ神カミの体液が入手されたのが、三百二十四年前に二十四名分のみです」

　リサは、地味に古文書の解読なども得意であった。

　昔も今と同じ言語なんだけど、あまりに古い書籍や資料だと字が達筆すぎたり、崩しすぎたりで、俺たち一般人には読めないケースが多いのだ。

　おかげで、他の仕事が忙しいので後回しにしていた師匠が残した文献の解析も、妊娠中で動けないリサが解読、翻訳してくれるのでありがたかった。

「停戦よりも百年以上も前なのか！」

　それは、必死になって集まるはずである。

　俺が髪カミ神カミの体液を入手したので、それを欲する人々が集まったというわけだ。

　そんな彼らの頭が、今、日の光でキラキラと輝いているのだ。

「だから、そんな貴重な薬を嫁さんの髪に使うなっての！」

「このくらいの我わが儘ままは許してくださいよ。もしかして、ブライヒレーダー辺境伯も密かに髪の悩みが……」

「それはねえよ。伯爵様の不正流用が知られると、うちのお館様も怒られるからだよ」

「不正流用って……俺が採取したものなのに……」

　それにだ。

　みんな髪の傷みが回復して、妊娠中でも綺麗な髪を維持していられるようになったんだ。

　これは素晴らしいことだと俺は思うけどね。

「確かに、髪カミ神カミの体液の権利は伯爵様にあるけど、あの外の連中の血走った目を見ろよ。下手をすると暴動だからな」

　失った長い友を取り戻す。

　そのために、他のライバルを蹴散らすのも躊躇ためらわないというわけか。

　みんな、昔の〇ャンプ漫画みたいに友情に厚いんだな。

「それを聞くと恐ろしいような……」

「古代より、金、権力、女、髪で人々は血で血を洗う戦いを続けてきたのである！」

「導師、最後の一つおかしくないですか？　あと、髪型は直さないんですね……」

　今日は導師も来ていたが、彼は肩まで伸ばした金髪ロンゲと、仙人のような髭をそのままにしていた。

　いつものパイナップルカットとカイゼル髭ではないので、エリーゼですら最初は絶句したほどだ。

　というか、俺もブランタークさんもまだ慣れていない。

　朝に突然挨拶とかされると、思わずぎょっとしてしまうのだ。

「もう一日二日、髪カミ神カミの体液の効果が薄れるまでは面倒なのでこのままである。これでも、朝に大分切り落としているのである」

　髪に悩みがない人が髪カミ神カミの体液をつけると、一週間から十日ほどは髪が過剰に伸びてしまうそうだ。

　その時期が過ぎると状態は落ち着くらしいので、導師はそれまでいつもの髪型をやめるという。

　毎日剃らないと駄目なので、今は面倒だと思っているのであろう。

「質問！」

「はい、エル君どうぞ」

「髪カミ神カミの体液って、相場はいくらくらいなんだ？」

「「「「「……」」」」」

　エルのもっともな質問に、全員が黙り込んでしまった。

　絶対に効果がある毛生え薬、一体いくらなのか見当もつかなかったからだ。

「ええと……古い資料には載っていないのかな？　リサ」

「一人分で約一千万セントと書かれていました」

「高っ！」

　塗れば、必ず髪が蘇よみがええる。

　凄い薬だとは思うが、所しょ詮せんは毛生え薬でしかない。

　それに日本円で約十億円とは、俺には正気ではないとしか思えなかった。

　購入したのは、間違いなく大物貴族であろう。

　その金を領地の産業振興とかに……でも領主はその領地の顔だものな。

　できればフサフサの方がいいと思うのか？

「もし俺なら、その金額を払うだろうか？」

　こればっかりは、自分の髪が薄くなってみないとわからないよなぁ……。

　今の俺の『髪くらいで……』なんて心情は、持つ者の傲ごう慢まんさからきているのかもしれないし。

「ヴェル、外の眩しい人たちはどうするんだ？」

　かなりの大物貴族たちもアポなしで集まっているので、屋敷の前のメインストリートが渋滞しているからなぁ……。

　建設工事の邪魔になってしまうか……。

「今回はいっぱい獲れたから、一人分百万セントで売ればいいか」

　それにしても、日本円で一億円だ。

　普通の人にはまず出せない金額だよな。

「諦めて帰る人もいるだろう」

　この人たちの陳情を全部聞いていたらいくら時間があっても足りないので、俺たちは髪カミ神カミの体液を一人分ずつに分けて販売を開始した。

　依頼書を寄越した貴族が最優先だけど、依頼書には値段が書いていなかったからな。

　まあ、同じ金額でいいだろう。

　なんかもう、価格交渉をするのも面倒くさい。

　あと眩しい。

「バウマイスター伯爵、よくぞやってくれた！」

「百万セントだと！　安い！　安いではないか！」

「是非売ってくれ！」

「俺は髪を取り戻すのだ！」

　恐ろしいことに、屋敷の前に集まっていた人たちで髪カミ神カミの体液を高いという人は一人もいなかった。

　みんな即金で支払って、すぐに頭に髪カミ神カミの体液を塗る。

　すると、どんなツル頭でもすぐに髪が復活した。

　何度見ても、恐ろしい効力である。

「よかった！　死ぬ前に髪が戻って本当によかった！」

　八十を越えているようにしか見えない老人までいたが、明日死ぬにしても髪があった方がいいものらしい。

　白髪ながらも見事な髪が復活し、年とし甲が斐いもなく喜んでいる。

「ヴェル様、眩しくなくなった」

「ヴィルマ、しぃ───」

「しぃ───する」

　集まっていた人たち全員に髪カミ神カミの体液を売ると、これで在庫はすべてなくなった。

　偶然で手に入ったものだが、エリーゼたちの髪は綺麗になったし、世の中の髪で悩む人々がかなり救えたのでよかった。

　善行を積んだ気分だな。

　俺も儲かったし。

「ところで導師は、髪カミ神カミの体液はどうするのですか？」

「我が家の伝統から考えて、いつもの髪型ができなくなるのは困るのである！　よって、万が一に備えてとっておくのである」

　導師本人は、アームストロング家の伝統に従ってパイナップルカットを維持している。

　髪が薄くなってその髪型ができなくなった時のために、髪カミ神カミの体液はとっておくつもりのようだ。

「バウマイスター伯爵は、少しくらいはとっておかないのであるか？」

「髪が薄くなったら、その時はその時ですよ」

　などと導師には言ったが、実は髪カミ神カミの体液を少しとっておいてあるのは秘密である。




　それにしても、たかが髪、されど髪と思わせてくれる一件であった。





第五話　兄と弟、弟と兄







「お館やかた様、本日はとある貴族の跡継ぎと会ってほしいのですが……」




　奥さんたちのお腹も大分大きくなってきた。

　早く産まれないかなと毎日ワクワクしながら……同時に無事に産まれてほしいと心配しながら日々をすごしている。

　とそこに、ローデリヒが姿を見せ、俺にある貴族と会ってほしいと言ってきた。

「跡継ぎなのか？」

「当主が病床にあるため、跡取り息子が代理というわけです。実質、当主のようなものですな」

　実質当主となると、俺が直接顔を合わせないと失礼に当たるというわけか。

　格と面子の問題なのだけど、本当に貴族とは面倒なものだ。

「どこの家の人だ？」

「マッテゾン子爵家の跡取り息子です」

「そうか……」

　まあ、聞いても誰だかわからないんだけど……。

　俺は頭の中が、まだ日本人側に大きく偏っているからな。

　むしろ貴族の名が、近衛とか、武者小路とか、今出川とかの方が覚えやすいかもしれない。

　そういえば、ミズホにはサムライはいたけど、『○○でおじゃる』と話す、テレビドラマで見るような白塗りお歯黒公家さんはいなかったな。

　もしいたら、笑ってしまって失礼になりそうだからいなくてよかったよ。

「三十分ほど、軽く世間話でもしていただけたら」

「そのくらいならいいけど、なぜそんなことを？」

「マッテゾン子爵領は、石細工で有名な領地なので……」

　石細工のなにが重要なのかというと、橋の欄干の上とか、街道の間隔を示す標識とか、そこに載せられるのが細かく細工した石製の彫像なのだ。

　現代人の感覚だと『別にそんなのいらないじゃん。逆にない方が、費用の節約にならないか？』などと思ってしまうのだけど、この世界の常識では、ないと格好がつかないらしい。

　マッテゾン子爵領は岩山ばかりで農業生産は振るわないが、沢山産出される石材を使った石細工で金を稼いでいる。

　良質の石材と、それを細工する凄すご腕うでの職人たちで有名らしい。

　バウマイスター伯爵領でも、建材や石畳にする石材は豊富に採れる。

　だけど、石材を細工する職人は不足しているからな。

　加工する職人を引き抜くにも、限度がある。

　結局、引退したような年寄りの石工職人に若い未経験者をつけて気長に育てるしかない。

　新入りが一人前になるまでは、マッテゾン子爵領からすべての石細工を購入しないといけないわけだ。

「マッテゾン子爵側にも、事情があるのですよ」

「事情？」

「はい、あそこは後継者争いで揉もめていますから」

　一応、今回顔を出す嫡男がマッテゾン子爵家の後継者に指名されているらしい。

　ところが、彼には側室に一つ年上の異母兄がいるそうだ。

「それなら、あくまでも後継者候補なだけだろう？」

　この世界も、貴族の後継者は家系が大切にされる。

　よほどなにか特別な事情がない限り、正妻が産んだ嫡男が跡継ぎになるのが当たり前なのだ。

　ブロワ辺境伯家を見ればわかるけど、揉める時には揉めるけどね。

「というわけで、後継者争いの禍根を絶つために、跡継ぎがバウマイスター伯爵であるお館様と会って楽しくお話をする」

「箔はく付けなわけね……」

　『実質、当主同士の会見でしょう？』というわけだ。

　俺は、その跡継ぎさんに正当性を与える飾りということになる。

「状況は理解した。それで、うちには石細工の割り引きとか利益があるんだろうな？」

「ええ、それは勿もち論ろん」

　さすがは、ローデリヒ。

　バウマイスター伯爵家のために、ちゃんと交渉して利益を得てきたようだ。

　無料で会ってあげるほど、俺も暇じゃないしね。

　第一、俺よりもそういうことに厳しいローデリヒが交渉をミスるはずもないし。

「正直なところ、その跡継ぎは出来が悪いと評判なのです」

　ちょっと出来が悪いくらいなら、それなりの家だと当主をお飾りにして親族や家臣で上う手まく運営してしまうと聞いている。

　今回もそのケースなのであろう。

「病床の当主としては、そのバカな跡継ぎに実績をつけたいわけですな」

　そんな親子の情を利用して、ローデリヒは上手く利益をふんだくったわけだ。

　いや───、ローデリヒに任せておくと楽でいいわ。

　お飾りのバカ殿、最高だな。

「会見予定は二時間後です」

「わかった」

　俺は早速会見に備えて準備を進めるのだが、ここで一つ大きな問題が発生してしまうのであった。




「あなた、私とイーナさん、ルイーゼさん、カタリーナさんの同席は無理ですよ」

「えっ？　どうして？」

「お腹が大きいからです」

　向こうの箔付けのための会見ではあったが、こういう時には奥さんも一緒に同席して双方の親密ぶりをアピールするケースが多い。

　実際は、マッテゾン子爵の跡取りなんてどんな奴かも知らないけど。

　だけど、会見への同席をエリーゼに断られてしまった。

　イーナ、ルイーゼ、カタリーナも同様だ。

「ヴェル、お腹が大きくなった妻を夫は表に出さないものなのよ」

　ここで、貴族の常識というよりも、この世界の常識が出てしまった。

　妊婦さんを人前に出すのはよくないという、俺にはよくわからない慣習だ。

　イーナが教えてくれたのだが、その理由は詳しくはわからないそうだ。

　妊婦が不浄だという大昔からの言い伝えによるとか、妊婦さんを無理させると流産してしまう可能性が高いからだとか。

　どんな理由にせよ、最初に妊娠してお腹が目立ち始めたエリーゼたちは同席できなかった。

「ヴィルマは？」

　ヴィルマは、まださほどお腹の大きさが目立たない。

　彼女なら同席できるはずだ。

「う───ん、難しい」

「なぜだ？」

「実は、マッテゾン子爵の跡取りを知っている。会うと確実に揉める」

「揉めるのか？」

　過去になにかあったのであろうか？

「私がまだ子供の頃、たまたま王都の屋敷にいたマッテゾン子爵の跡取りと揉めたから」

　ヴィルマが子供の頃に、『無口で無愛想な気持ち悪い奴』だとからかわれたそうだ。

　所しょ詮せんはバカな男の子だから、女の子をからかうのはよくあることとも言えるし、単純に性格が悪い奴なのかもしれない。

　う───ん、判断が難しい。

「子供の頃のお話だから恨み事は言わないけど、顔を合わせるとトラブルになるかもしれない」

「そうだな……」

　というか、そんな失礼な奴と俺は会見するのか？

　ちょっと問題なんじゃないかと思いつつ、俺はヴィルマの頭を撫なでてあげた。

「一抹の不安が……そいつが大人になっていたらいいな……」

「なっていないから、バカだと評判になっている」

「ですよねぇ……」

　ヴィルマの言い方はかなり辛しん辣らつだけど、間違ってはいない。

　俺は少し不安になってしまった。

「となると、あとは……」

「妾わらわはそんな不愉快そうな奴と顔を合わせないで済んでよかったの」

　テレーゼは、当然無理として……。

「旦那、もしそいつが失礼な奴だとして、あたいだとすぐに言い返しそうだから無理に決まっているじゃん」

　カチヤ、いくら顔を出したくないからって、すぐにキレてしまうからという理由はずるいと思うぞ。

「となると、私ですか？」

「一番無難な人選かな？」

　リサは一番年上で場数を踏んでいるし、あのメイクと衣装がなければ暴走の危険もない。

　貴族の妻として、上手く対応してくれるであろう。

「というか、どうしてそんな心配をしなければいけないのかな？」

「ううっ……いくら必要なこととはいえ、申し訳ありません」

　ローデリヒとしても、もし向こうに斜め上の対応をされ、石細工の仕入れがストップしたらという考えから俺との会見を組んだのであろうが、段々と不安になってきたらしい。

「リサさんが出席するのなら、私がメイド役で傍そばにいれば少しは薄まるかしら？」

　アマーリエ義ね姉えさん、その薄まるという言い方はよく理解できるわ。

　女性が多い方が、安全かもしれない。

「そうですね、お願いします」

「でも……なにか嫌な予感がするわね」

　俺もそう感じたが、やはりそれは現実のものとなってしまうのであった。




「初めまして、次期マッテゾン子爵に指名されたアルバンと申します」

「（指名された？　ああ、病床の父親からか……）バウマイスター伯爵です」

　会見の時間となり、俺はマッテゾン子爵の跡取りである次男と顔を合わせた。

　年齢は二十前後だと思う。

　見た目は如何にも貴族のボンボンという感じだが、今のところは別におかしな点もなかった。

　社交辞令に則のっとり、俺と普通に挨拶をしただけだ。

「どうぞ、お座りください」

「ありがとうございます」

　互いに挨拶をしてから、俺たちは椅子に座る。

　俺は同席者のリサを紹介し、彼女も俺の隣の席に座った。

　一方、アルバンの方は奥さんを連れてこなかった。

　なんでも父親の病気が思わしくなく、一ヵ月後に正式に家督を継ぐそうで、その時に婚約者と式を挙げるらしい。

　当主就任と婚姻を同時に行って、領民や家臣たちにアピールするというわけだ。

「粗茶ですが、どうぞ」

　アマーリエ義姉さんが謙遜で言っているが、実はヘルムート兄さんから仕入れている森林マテ茶なので高級品だ。

　王都のバウマイスター家は人手が増えた分、森林マテ茶の木の警備を厚く行えるようになり、自然と木が増えて茶葉の収穫量が上がったと聞いている。

　その一部をうちで仕入れ、重要な客に出しているというわけだ。

「いいマテ茶ですね。森林マテ茶ですか」

　リサの補佐も兼ねて傍にいるメイド服姿のアマーリエ義姉さんが全員にマテ茶を注ぐと、アルバンは茶の香りだけで森林マテ茶だと見抜いた。

　いい家の子供なので、高級食材を見抜く能力があるのかもしれない。

「ところで、そちらの方は？」

「ああ、付き人です。気になさらずに」

　アルバンは、一人の若者を付き人として連れてきていた。

　最初はただの執事や従者かと思ったが、この若い男性、顔がアルバンに少し似ている。

　もしかしなくても、噂うわさになっている異母兄なのであろう。

「（性格、悪っ！）」

　他に従者などいくらでもいるだろうに、わざと異母兄を指名したのは、俺との会見をまざまざと見せつけ、家督継承を諦めさせようという腹なのであろう。

　でも待てよ。

　そうだとすると、この異母兄は実は野心溢あふれる若者だとか？

　詳しい事情はよくわからないが、なんにせよ予定されていた会見が始まった。

「いつも、我がバウマイスター伯爵家に石細工を融通してもらい、感謝しています」

「バウマイスター伯爵領への出荷で、我が領も好景気なのです。こちらこそ、感謝しております」

　それもそうか。

　道や橋がどんどんできているのだから、その分、石細工は必要だものな。

「奥方たちにも、お子が次々と産まれるようで」

「はい、無事に産まれるのか、多少の不安はありますね」

「私もじきに婚約者と結婚します。子供ができると、バウマイスター伯爵殿と同じ気持ちになるかもしれませんね」

「（あれ？）」

　思わず、声に出してしまいそうになった。

　バカだと評判のはずのアルバンだけど、話をしてみると別に普通だよな。

　なぜ、バカだなんて噂が立つんだ？

「バウマイスター伯爵家はバウマイスター伯爵殿が自力で打ち立てた新興の貴族家、お子は多い方がいいですな」

「まあ、それなりには」

「とは申せ、奥方を増やすとなると、寄より親おやであるブライヒレーダー辺境伯殿とのバランスもあるというわけですか」

「はあ……」

　バカだと聞いていたけど、このアルバンという若者、ちゃんとうちのことを調べているようだな。

　自分で調べさせたかはわからないけど、ちゃんと相手の情報を掴つかんでいるのは事実だ。

「となると、その場合は非公式の愛人ですな。正式な妻や愛人としてカウントせず、子供だけ産ませればいいのです」

「はあ……」

　まあ、最近よく聞く話だよな。

　ローデリヒが全部話を止めているけど、こんな話はいくらでも持ち込まれているそうだ。

　それにしても、自分はまだ未婚のくせに随分と積極的なことを言うではないか。

　しかし、ローデリヒに言わせると、今の俺に愛人は悪手だという。

『愛人とはいっても貴族家の娘ですから、子供が生まれればその子の縁戚だからと利益供与を堂々と求めてきますしね。それなら、最初から認知した方がマシです。非公式でいいなんて、一種の詐欺ですよ』

　甘い話には罠わながあるというわけだ。

　というか、俺には全然甘くない話だ。

　子供が魔法使いになるかもしれず、いやアーネストがはっきりと事実を教えてくれたんだ。

　その押しつけられた愛人の子供が魔法使いだとバレたら、ますます面倒なことになってしまう。

「いえ、今の妻の数で十分だと思っています」

　みんな若いのだし、一人が三人くらい産めば十分だろう。

　それに『平成大家族のドキュメント番組』でもあるまいし、そんなに子供がいたら顔と名前を覚えるのも困難になってしまう。

「そう仰おっしゃらずに。実はお勧めの娘が二人いるのですよ」

　ああ、なんでこいつがバカなのか理解できた。

　こいつはすぐに見てわかるバカじゃなく、無能な働き者に属する人物なんだ。

　俺と会見し、少し仲良く話せばミッション達成なのに、無駄に欲をかいて余計なことをしてしまう。

　こういう人物は、一見バカには見えないので扱いに困ってしまうのだ。

「いえ、そのようなお話は……」

「そんなこと仰らずに。後腐れもなく、若くて体も丈夫な娘ですよ。ちょっと家系は悪いので、普段はメイドとしてでもお使いください」

　自分の策が上手く決まったと悦に入りながら話をするアルバンであったが、それよりも俺は、後ろに控えるアルバンの異母兄の顔が大きく変化したのを見逃さなかった。

　アルバンのアホは気がついていないが、異母兄は彼を視線で射殺しそうな表情で見つめている。

「……」

　すぐ俺の視線に気がついて表情を元に戻したけど、つまりその娘二人とはアルバンの異母妹、この異母兄の実妹たちなんだろうな。

　なるほど、母親違いで邪魔な妹たちを俺に押しつけつつ、俺との間に子供が産まれたら親戚面づらして利益を得る作戦か。

　でも、俺でも気がつくレベルのつたない策だからなぁ……。

　それを会心の策だと思っているから、こいつはヴィルマがいうところのバカ息子なんだろう。

「もしかすると、それはアルバン殿の妹殿たちなのでは？　そのような方々を愛人では失礼に当たりますよ」

　アルバンがなぜ知っているとビックリしているけど、お前の顔を見ると全部わかってしまうんだよ。

　お前、愛人の話をした時に、一瞬だが、後ろに控える異母兄の方に『ざまあみろ！』という感じの視線を向けたじゃないか。

　というか、俺をマッテゾン子爵家の後継者争いに巻き込まないでくれ。

「確かに妹たちですが、母親の身分が低いのですよ。それでも若いですから、まだ沢山子供が産めるでしょう。そこにいる二人の代わりに使ってやってください」

「代わりに？」

「年増では、バウマイスター伯爵殿のお子も産めないでしょうから」

　こいつ、一度しくじって動揺すると建て直しに苦戦するようだな。

　最初のシナリオで無難に終わらせればよかったのに、能力もないのに独自の作戦に走るから失敗するんだよ。

　もうすぐ三十になるリサと、俺がほぼ妻扱いしているアマーリエ義姉さんは年増だから若いのに替えればいい──なんでそんなことを本人の前で言うのかね？

　リサは公式な序列は低いけど、妻としてこの席にいる。

　アマーリエ義姉さんも公式な立場では奥さんじゃないけど、俺が実質妻だと認めているのに、本人を前に悪口を言うとは、この男はバカなのか？

　後ろの異母兄が『信じられない！』と言った表情をしているぞ。

　どうやら、彼の方はうちの事情を詳しく掴んでいるようだ。

　ああ、アルバンの方も知ってはいるのか。

「アルバン殿、あなたはなにをしに来たのですか？」

「それは勿論、私とバウマイスター伯爵殿の関係を深めるためです」

　こいつ、本気で言っているのか？

　本気で言っているんだろうな……。

　どうやらまともに見えたのは最初だけで、すぐにボロが出てしまったようだ。

「とてもそうは思えないのですが……なぜだか理由はわかりますか？」

「バウマイスター伯爵殿、我らは似た者同士じゃないですか」

　おい、それは俺の質問の答えになっていないぞ。

　というか、俺は別に有能じゃないけど、お前よりはマシな人間だと思うがな。

「似た者同士？」

「そうです。貴殿は邪魔な兄を排除してバウマイスター伯爵になった。私も、後ろにいる異母兄デニスの代わりにマッテゾン子爵となるのです。弟の身ではありますが、これも高貴な血を継いだ者の義務。領内にはデニスを推す者たちもいますが、私はそのような圧力には屈しません！」

　なんか、選挙演説みたいになってきたな。

　それよりも、俺は兄を殺してバウマイスター伯爵になったというわけか。

　結果的には間違っていないし、兄殺しの汚名も仕方がない。

　でもな、俺はお前と同類だと思われるのが勘弁ならないんだ。

　段々と頭に血が上ってくるが、不意に両肩をポンと軽く叩たたかれた。

　俺に落ち着くようにと、リサとアマーリエ義姉さんが止めてくれたのだ。

　このまま魔法で吹き飛ばしてやろうかと思ったが、さすがにそれはまずいというわけか。

「ひゃっ！」

　下手な演説というか宣言を終えたアルバンは、喉が渇いたのか冷めてしまったマテ茶を飲もうとした。

　ところが、突然奇妙な声をあげてカップを落としてしまう。

「（リサ、やったな）」

　ブリザードのリサに相応ふさわしく、彼女は密ひそかにアルバンのカップに入ったマテ茶を凍る直前、限界ギリギリまで冷やしたのであろう。

　彼は、マテ茶のあまりの冷たさに驚いてしまったというわけだ。

　このような微妙な魔法コントロールは、ベテランであるリサの独壇場であった。

　魔法の効果範囲をカップの中に入ったマテ茶のみとし、俺に魔法を使った気配を感じさせないのだから。

「お客様、大丈夫ですか？　すぐに新しいマテ茶を淹いれますね」

　アマーリエ義姉さんが、急ぎ落とされたカップと零こぼしたマテ茶を片付け、新しいカップにマテ茶を注ぎ直す。

「メイド！　このマテ茶は温かいのか？」

「はい、淹れ立てですので」

「そうか！」

　限りなく零度に近いマテ茶にビックリさせられたアルバンは、口を温めようと急ぎカップに口をつける。

「熱っ！」

　ところが、今度は冷たい口に淹れたてのマテ茶を入れてしまった。

　いつもより熱く感じてしまい、慌てたアルバンは再びカップを落としてしまう。

「熱いぞ！」

「淹れ立てですから」

　アルバンからの抗議に冷静に答えるアマーリエ義姉さんであったが、実は時間が経過しているので、ポットの中のマテ茶は飲みやすい温度にまで下がっていたはず。

　再び淹れたての温度にまで上げたのは、勿論リサである。

　アマーリエ義姉さんはリサの細かいイタズラに気がつき、だからすぐに新しいマテ茶を注いだわけだ。

「もうすぐマッテゾン子爵になる私に失礼ではないか！」

「淹れ立てで熱いので、少し冷ましてからの方がよろしいのではと言おうとしたのですが、申し訳ありません」

　アマーリエ義姉さんは、すぐにアルバンに謝った。

　だが、いくら貴族でも茶が熱いくらいでメイドを叱しかるのは器が小さい。

　第一、グラグラと煮立っているマテ茶を出したわけではないのだ。

　そのくらい、自分で確認しろよというレベルの話だ。

「お前のことは知っているぞ！　アホな夫がバウマイスター伯爵殿の殺害を目もく論ろんで自滅し、お詫わびのために愛人をしているらしいな！　ふんっ！　兄なんてそんなものだ！　とにかくだ！　年増はバウマイスター伯爵殿の傍にいるな！」

　段々と支離滅裂になってきたな。

　なかなか自分の計画どおりにいかず、我慢のできなくなった貴族のボンボンがキレてしまったのであろう。

「バウマイスター伯爵殿、この二人の代わりに新しい愛人を囲いましょう！」

　直前まで激怒していたにもかかわらず、俺にはにこやかな表情で、さっきの愛人話を続ける。

　後ろの異母兄のデニスは、呆あきれ果てて天井を見上げていた。

　処置なしと思ったのかもしれない。

　確かに、こんな弟がいたらどう扱っていいものか悩んでしまう。

　デニスが止めないのかと思ったが、多分それをすると火に油を注いでしまうのであろう。

　アルバンは堪忍が足りなそうだからな。

「う───ん、ハッキリ言わないとわからないかな？」

「ハッキリとですか？　つまり、妹たちを受け入れるわけですね？」

　なにをどう考えると、そんな結論になるのであろうか？

　俺は、こいつの根拠のない自信の源泉が気になってしまう。

「そんなわけがあるか！　人の奥さんにケチつけやがって！　お前とは縁切りだ！　二度とうちに来るな！」

「なっ！　そんなことを言っていいのか？　工事に使う石細工を売ってやらないぞ！」

「うるせえ！　そんな飾りがなくても橋は落ちねえよ！　街道も普通に歩けるわ！　一昨日おととい来やがれ！　このアホ息子が！」

「この野郎！　後悔させてやるからな！」

　ちょっと貴族の跡取りと会見するだけのはずが、その相手と完全な喧けん嘩か別れに終わってしまう。

　俺もすぐにキレてしまったのは悪いかもしれないけど、長い人生を生きていると、こんなこともある。

　それに、向こうが悪いのだから。




「なっ……完全に手切れですか……」

「ローデリヒ、ある意味面白い奴を紹介してくれてありがとう」

「……」

　俺が事の顛てん末まつをみんなに伝えると、まずはローデリヒが絶句した。

　俺への苦情というよりも、想定を上回るアルバンのバカさ加減に言葉も出ないようだ。

「そんなわけで、石細工はもう売ってくれないって」

「それは困りましたな」

「そうか？」

　俺は思うのだけど、別に橋の欄干や街道の標識の上に石細工が付いていなくても、誰も困らないはず。

　それがないと橋が落ちてしまうとか、魔法的な効果とかがあれば話は別だけど。

　勿論、この世界にそんな石細工は存在しない。

　大昔ならあったかもしれないけど。

「拙者もそうは思うのですが……」

　ローデリヒをして、この世界の常識から脱するのは困難なようだ。

　うちほどの大物貴族ともなると、建設した橋や街道の標識に綺き麗れいな石細工がついていないとおかしいという常識に縛られている。

「とにかくだ。リサやアマーリエ義姉さんの代わりに、あいつの妹二人を愛人にしろなんて平気で言う奴だ。二度とつき合いはゴメンだね」

　人が貴族の柵しがらみで苦労しているのに、新たなキング・オブ・バカの相手は御ご免めん蒙こうむるというわけだ。

「そもそも、そんなお話を受け入れられるはずもないのですが……」

　もし俺がその条件を呑のんだら、次々と同じ提案をしてくる貴族が出てくるだろう。

　ローデリヒは、改めてアルバンのバカさ加減に呆れている。

「石細工をどうしましょうか？」

「他から買えないのか？」

　確かに綺麗な石細工だけど、マッテゾン子爵領にしか生産地がないわけでもあるまい。

　向こうから売らないと言われた以上は、他から買うしかないのだから。

「あるにはあるのですが、そんなに大量に売ってもらえませんよ」

　理由は、王国領では常にどこかで工事が続けられているからだ。

　既存の街道標識や橋の修理もある。

　数十年、数百年も経たてば、石細工も壊れたり風化してしまうものだからだ。

「今の王国はバウマイスター伯爵領開発の影響で経済が上向いております。この機会にと、領内で新しい街道や橋の建設を計画している貴族も多いのです」

　他の石細工を作る貴族領も、そう簡単に生産量は増やせない。

　いきなりの増産は難しいというわけだ。

「少量でも仕入れて、足りない分はそのうちにつけます、で誤魔化そう」

　うん、日本人的ないいアイデアである。

　そんな意味もない石細工は廃止とか言うと、俺は石細工職人から仕事を奪う悪人になってしまうからな。

　街道や橋が完成したらとりあえず開通させて、石細工はあとから設置という案でいこう。

「あらかじめ言っておくけど、俺は絶対に向こうと妥協しないからな」

　俺が妻に迎えたリサとアマーリエ義姉さんを年増扱いで、人の過去の傷までえぐりやがって。

　それで、自分も俺と同類だと言えるアルバンの性根が凄すごいと思う。

「ここで一時的に妥協しても、これから何十年もあの男とつき合うのだと考えると嫌になる。典型的な貴族のバカ息子だな」

　俺も貴族だからそんなことは言いたくないのだけど、あいつは色々と酷ひどすぎると感じてしまったのだ。

　二度と顔を合わせるつもりもない。

「そうですね……ここで下手に妥協すると、あの手のタイプはますますつけ上がりますし……」

　自分の方が上だなんて勘違いでもされたら、これから何十年も上から目線で対応してくるだろうしな。

　長い目で見たら、マッテゾン子爵家とは断絶した方がうちの利益になるだろう。

「お館様の仰るとおりですな。なんとか他領からの仕入れに切り替えて対応します」

　ローデリヒは、マッテゾン子爵家との関係修復を俺に強要しなかった。

　噂では知っていたものの、アルバンがここまでバカだと見抜けなかった自分に責任があると思っているのであろう。

「しょうがないさ。なあ？　エリーゼ」

「はい」

　あそこまで酷いのは、滅多に存在しないからな。

　『貴族の』バカ息子だから目立つのであって、子供がバカである割合は身分には関係ない。

　確率でいえば、貴族の息子は教育でマシになる者もいるから、むしろ平民よりも少ないはずだ。

　ただし貴族なので、少数のバカが悪目立ちしてしまうのである。

「ですが、一応説明に行った方がいいですね」

「説明？」

「はい」




　というわけで翌日、俺は『瞬間移動』で王都へと飛んだ。

　今日のお供は、アマーリエ義姉さんであった。

　リサは妊娠しているから『瞬間移動』は駄目なんだよな。

「王都は久しぶりね」

　今日はメイド服姿じゃないアマーリエ義姉さんと共に、俺は王城に出向いてゲーペル商務卿と面会した。

　彼は、最近商務卿を前任者と交代したばかりだ。

　四十前後の小太りな男性で、商店街の会長のような雰囲気を持っていた。

「というわけです」

「またか……あの若造は……」

　ゲーペル商務卿に事情を説明すると、彼は舌打ちをしながらアルバンへの愚痴を零す。

「また……ですか？」

「まただ。あの若造、どれほど自分が偉いと思っているのかは知らんが、バウマイスター伯爵殿以外でも、何回か同じ問題を起こしているのさ」

　相手を怒らせるようなことを言い、揉めると『お前の領地には石細工は売らない』と言って激怒し、席を立ってしまう。

　ゲーペル商務卿の下には、何件かそんな情報が入ってきているそうだ。

「マッテゾン子爵領の石細工は、技術力が圧倒的に優れているからな。農地が少ないから、大量に採れる石を加工して食うしかなかったわけだが……」

　マッテゾン子爵領は、昔は飢き饉きんになると必ず飢え死にする者が出るほど貧しい領地だった。

　それが富裕な領地になったのは、代々のマッテゾン子爵が懸命に石細工職人を育て、保護してきたからだ。

　決してアルバンの手柄でもなんでもないと、ゲーペル商務卿は説明する。

「だから、デニスに継がせればよかったんだ！　あのアホではどうにもならん！」

　デニスって、あの時アルバンの後ろにいた異母兄だよな。

　あの兄貴の方が評価は高いのか。

「お詳しいのですね」

「私は商務閥の重鎮だからな。それよりも、問題はマッテゾン子爵領のことだ」

　いくら技術があるとはいえ、肝心の新マッテゾン子爵がこの調子では石細工を買う客がいなくなってしまう。

　石細工業が死ねば、マッテゾン子爵領は以前の貧乏領地に戻ってしまうのだ。

「飢饉になって、周辺の領地に流民が押し寄せでもしたら目も当てられん。大体、石細工は食料とは違って生活必需品じゃないんだぞ！」

　なぜ、橋の欄干や街道の標識に石細工を載せるのか？

　それは、王国や大物貴族が経済のことを考えたからだ。

　いらないと言って付けなければ、そこに需要と金の流れが発生しない。

　王国や大物貴族が費用を増してでも石細工を橋や街道に使い、それで石細工職人が生活できるようにしたのだ。

　無駄だからといって削ってしまっていいものではないが、向こうが殿様商売で嫌われれば、客がいなくなっても仕方がない、という話になってしまうのだが。

「バウマイスター伯爵領の開発は王国の肝煎りだ。ある程度速度も優先されるので、石細工は入手できた時点で取りつければいいという貴殿の考えは簡単に通るはずだ。別になくても橋が渡れないわけでもないのだからな。それにしてもあのバカめ！　こんなことが続いたら、マッテゾン子爵領の石細工職人たちは仕事を失うぞ！」

　そう、無理にマッテゾン子爵領から石細工を買わなくても、他の領地から入ってくるのを気長に待てばいいのだから。

　石細工が取りつけられていない橋や街道が沢山あっても、それは大規模開発中であるバウマイスター伯爵領内だから問題にされない。

　石細工がなくても、なんら不都合はないのだから。

「バウマイスター伯爵殿が、調達でき次第必ず石細工を付けると約束してくれた以上、私からはなにも言えん。それよりも、マッテゾン子爵領のことだな」

「寄より子こなのですか？」

「だったらどんなに楽か……圧力をかけてデニスを次期当主にできるからな。他の手を考えるしかあるまい……」

　会見は短時間で終わり、ゲーペル商務卿は考え事をしながら俺たちの前から去っていった。

　アルバンに対し、なんらかの処置を取らなければいけないと思っているのであろう。

「アマーリエ義姉さん、行きますか？」

「ええ」

　次は、エーリッヒ兄さんと彼の屋敷で会う約束なのだが、仕事を終えた彼が帰宅するまでにはまだ時間があった。

　そこで、久しぶりに二人だけで喫茶店に入ってみる。

　服装を庶民向けのものに着替え、俺がバウマイスター伯爵だとバレないようにしてだ。

「マテ茶と今日のお勧めケーキのセットで」

「私も同じものでいいわ」

　俺とアマーリエ義姉さんは、すぐにウェイトレスを呼んで注文する。

「私たちって、周囲からはどういう風に見えるのかしら？」

　どうなのだろう？

　日本だと、このくらいの年齢差のカップルや夫婦もいなくはないよな。

　この世界だと……弟と姉というのが妥当な線だな、やっぱり。

「弟と姉、もしくは、私が大貴族の正妻だとしたら、若いツバメとか？」

　子供を産んで役割を終えた大貴族の夫人などで、若い男性を囲う人も一定数いると聞く。

　たまに、年配の貴族女性が若いイケメンの男性を連れているのがそれだ。

　ホストに嵌はまるようなものなのだろうな。

　夫である貴族も他の若い奥さんや愛人しか相手にしないケースが多いから、子供さえ産まなければ夫公認なんて人も多いらしい。

　俺の周りにはいないけどね。

　特にエリーゼの実家は教会関連だから、そんなことをしていたら非難されてしまう。

「アマーリエ義姉さん、そこまでの年齢差はないですよ」

「それもそうね……なら普通に弟と姉かしら」

　そんな感じだよな。

　思えば、実の兄であるクルトよりもアマーリエ義姉さんとの会話の方が多かったのだから、姉でも違和感はなかったりする。

「ヴェル君、気にしては駄目よ」

「いや、俺は別に……」

　アマーリエ義姉さんが、優しく諭すように俺に言う。

「ならいいけど、所詮は他人の無責任な意見だものね」

「ええ……」

　アマーリエ義姉さんは、俺がアルバンの暴言を気にしているのではないかと心配してくれたようだ。

　俺は気にしているのだろうか？

　アルバンの奴は、俺と自分が同じだと言って仲良くなろうとしたけど、色々と違いすぎて同調できなかった。

　俺は結果的に兄を排除した。

　アルバンも、異母兄を排除しようとしてるのか？

　でも、前提がまったく違うんだけどな。

　落ち込むほど気にしているわけではないが、そう言われてしまったせいで心の片隅に引っかかっている。

　そんな感じだと思うのだ。

「つい色々と考えてしまうけど、きっと考えてもなにも解決しないのよ。全部過去のことだから」

「そうですね」

　アマーリエ義姉さんの言うとおりだ。

　アルバンの暴言のせいで過去のことまで色々と考えてしまうけど、考えてもなにかが変わるわけじゃないんだよな。

　すでに終わったことで、もう結末を書き直したりはできないのだから。

「だから、気にしては駄目よ」

「はい」

　アマーリエ義姉さんにそう言われて、楽になったような気がする。

　すると、段々とあのアルバンとかいうバカに仕返ししてやりたくなった。

　あいつ、アマーリエ義姉さんのことを年増扱いしたからな。

「ああ、でも……」

「なに？」

「俺は、アマーリエ義姉さんとカール、オスカーにしか悪いと思っていないかも……」

　なんとなくそんな感じはしたのだけど、実際に口にしてみると、俺は酷いことを言っているような気がしてならない。

「私たちに？」

「結果的に、一つの家族を壊してしまいましたから」

　今、アマーリエ義姉さんが母子で別れて暮らしているのは、俺が原因なのだから。

「そんな風に思っていたんだ……でも、気にしなくていいわよ」

「どうしてですか？」

「実の子でも、カールとオスカーが心の底でどう思っているのかはわからない。表面上はあなたを慕っていてもね。でも、私は酷い女で、この生活を気に入っているのよ」

「気に入っているのですか……」

「周囲は酷い女だと思うかもしれないけど、私は今の生活が気に入っているの。だから、気にしないで」

「はい」

　アマーリエ義姉さんにそう言われて、俺はまた少し救われたような気がした。

「アマーリエ義姉さん、そろそろ行きましょうか？」

「そうね」




　俺たちは喫茶店を出てから、今度は王都のあるお店へと向かう。

　実は、エリーゼたちからあるものを取ってきてくれと頼まれたのだ。

「妊婦用の下着ですが……アマーリエ義姉さんがいなかったら、恥ずかしくて取りに行けない……」

　俺しか行けないとはいえ、下着屋にはあまり入りたくないな……。

　アマーリエ義姉さんがいるのだけが救いだ。

「そう恥ずかしがることはないぞ。バウマイスター伯爵殿」

「えっ！」

　王都でも有名な高級下着店に入ると、そこにはあの魔導ギルドの研究部門のトップ、ルーカス・ゲッツ・ベッケンバウアー氏の姿があった。

　彼は魔法陣でイーナとルイーゼの下着を召喚した生粋の変態である……ああ、魔法で召喚したのは俺か……。

「そういえば、前に実家は下着屋だと言っていましたね」

　そのせいであろう、妙に下着に詳しかったからな。

「そうだ。ここはワシの兄貴が継いでやっていたのだ」

「それで、今日はなぜここに？」

「手伝いだよ」

　この下着屋は、ベッケンバウアー氏の兄が継いでいた。

　過去形なのは、つい先日そのお兄さんが急死してしまったからだ。

　さらに彼には子供がおらず、跡取りとしてベッケンバウアー氏の次男が養子に入っているそうだ。

「急きゅう遽きょ新しいオーナーが跡を継いだのはいいが、まだ若造で色々と問題が発生しておってな。ワシや妻も、お休みの日に手伝っておるのだ」

「そうなんですか……」

　この人、下着の知識には素晴らしいものがあるのだけど、少し変態だからなぁ……。

「奥方たちがご注文した妊婦用の下着であろう？　出来上がっておるぞ」

　というかこの人、よく俺の奥さんたちが注文した品まで把握しているよな。

「注文の数が多いからな。たまたま覚えていただけだよ」

　そう言ってから、ベッケンバウアー氏は俺に完成した下着を確認するようにと一枚一枚広げて見せてくれた。

　さすがは、というべきであろうか？

　下着の扱いは上手なのだが、やはりただの変態ジジイにしか見えない。

　人間、何事も第一印象が肝心というわけだ。

「以上だな。あとは、そちらの奥方の分も買っていくのであろう？」

「はい」

　変態だけど、ベッケンバウアー氏は商売が上手だ。

　他の奥さんたちの分の下着を購入して、アマーリエ義姉さんの分だけなしというのは不公平だ、と俺が考えるであろうことに気がつき、すかさず勧めるのだから。

「えっ……私はいいわよ」

「いいじゃないですか。今日のお礼ですよ」

　あとで、その下着姿を見る俺にも得があるので誰も損はしない。

　俺はベッケンバウアー氏にお勧めの下着を尋ねた。

「試着等があるので、ワシよりも妻に任せよう。お───い！」

「はあ───い。バウマイスター伯爵様でいらっしゃいますね。いつもありがとうございます」

　俺も試着するのを見るわけにはいかないので、あとはベッケンバウアー氏の奥さんが対応してくれた。

　試着室があり、そこで俺たちに見えないよう、アマーリエ義姉さんに色々な下着を着せてくれたのだ。

「少し大胆じゃありませんか？」

「このくらい派手な方が、旦那様も喜びますわよ」

「布地が少ないのですが……」

「奥様、これが今の王都の流行なんです。色も今年は黒が流行しています」

「黒ですか？　私は白が好きなんですけど……」

「同じ色ばかりだと、旦那様も飽きてしまいますよ」

　話を聞くだけでも楽しみ……じゃなかった。

　随分と大胆な下着を勧められているようだ。

「バウマイスター伯爵様、選び終わりましたよ」

「わかりました、勘定をお願いします」

「はい、毎度ありがとうございます」

　どんな下着かはあとのお楽しみということにして、俺はベッケンバウアー氏の奥さんに下着の代金を支払った。

「バウマイスター伯爵様、もっと沢山奥さんを貰もらって下着を買いに来てくださいね」

　そして、ベッケンバウアー氏の奥さんの発言に俺は目を丸くさせる。

　さすがにそれはないと思いたかった。

「バウマイスター伯爵殿、お買い上げ感謝する」

「それはいいのですけど、例の魔法陣ってどうなりました？」

　俺の魔力で色々なものを転送させたあの魔法陣の研究が進んだのかを、俺はベッケンバウアー氏に尋ねた。

　というか、あんたの本業はそっちじゃないか。

「ああいう魔法陣の改良は、天文学的に試行錯誤を繰り返さないと駄目だからな。全然進んでおらぬ。先は長いな」

　研究が進んでいないのに、ベッケンバウアー氏はそれを気にする様子もない。

　その状況で下着屋の手伝いとは、この人はかなりいい性格をしていると思う。

「それよりもだ、奥方殿。今日の下着は加齢による胸やお尻の垂れを補整してくれる機能があるのです。是非ご活用を……」

「まだそこまで垂れていません！」

「あんたは、なんで一言多いのよ！」

　またもベッケンバウアー氏が余計なひと言を言ってしまい、アマーリエ義姉さんと奥さんからダブルビンタを食らっていた。

　やはり、この人が下着屋を継がないで正解のようであった。




　下着屋を出ると、ちょうどエーリッヒ兄さんの終業の時刻になった。

　彼の屋敷に向かうと、玄関先で兄さんが俺たちを出迎えてくれる。

「ヴェル、待っていたよ。アマーリエ義姉さんもお久しぶりですね」

「エーリッヒ様も立派になられましたね」

「そうですかね？　自分では実感がないのですけど」

　アマーリエ義姉さんはバウマイスター家の籍を抜いていないので、エーリッヒ兄さんから見てもいまだに義姉であった。

　女性受けではチートな才能を持つエーリッヒ兄さんなので、久しぶりでもアマーリエ義姉さんと楽しそうに話をしている。

　そう、エーリッヒ兄さんは本物のリア充なのだ。

　二人は仲良く会話を続けていた。

「アマーリエ義姉さん、またバカが出たと聞きましたが……」

「はい」

　エーリッヒ兄さんの言うバカとは、勿論アルバンのことだ。

「エーリッヒ兄さん、なぜ俺の元にはバカな貴族が集まるのでしょうか？」

「ヴェル、それに対する正式な返答が欲しいのかい？」

「いいえ、ただの愚痴です」

　バカの相手をさせられたあとには必ず思うだけだ。

　なぜ俺を目指してやってくるのかと。

「愚痴かぁ……念のために言っておくけど、私とヴェルで、訪ねてくる貴族のバカの確率に変わりはないよ」

「確率ですか？」

「そう、今のヴェルには私の百倍以上の客が押し寄せているからね。例えば十人に一人の割合でバカがいた場合、私のところには一人バカが来て、ヴェルのところには百人のバカが来るというわけさ。確率に差はないだろう？」

　大半はローデリヒたちが弾はじいていると思うけど、それでもたまに交じるからな。

「マッテゾン子爵家の次男はバカで有名だからね。長男の方はよくできた人だと評判だけどね」

　アルバンの後ろにいたデニスという青年、やはり優秀な人らしい。

「でも、家系が悪いのでは？　アルバン本人がそう言っていましたよ」

「別にそこまで悪くないよ」

　エーリッヒ兄さんが夕食を準備してくれたので、あとは、それを食べながらの話になった。

「今のマッテゾン子爵は、ホーラッド男爵家から正妻を迎え入れたのさ」

　ところが、その正妻が三十近くになっても子供ができなかった。

　この世界だと、当たり前のように側室が迎え入れられる。

「王都の貧乏騎士の八女、それがデニス殿と二人の妹たちの母親さ」

「八女という部分にシンパシーを感じますね……」

　俺は八男だからな。

　こういう場合、その側室が産んだ男子を嫡男として養子に入れるなどする。

　ところが側室がデニスを産んでからすぐ、今まで子供ができなかった正妻にできてしまったらしい。

「うわっ、面倒な話」

　当然正妻としては、自分がお腹を痛めて産んだ子供に跡を継いでほしいわけだ。

　その瞬間から、マッテゾン子爵家は御家騒動に巻き込まれることとなる。

　家臣や領民たちも、アルバン派とデニス派に分かれてしまった。

「八女でも騎士の娘なら格下扱いされるのはおかしいのでは？」

「そうだね。でも家系くらいしかアルバンには有利な点がないんだ」

　こうして一歳違いの兄弟が誕生したわけだが、兄のデニスはなにをしても優秀なのに、弟のアルバンはご察しのとおりだ。

　次第に、デニスの方が跡取りに相応しいという意見が増えてくる。

　これにアルバンの母親である正妻と一部家臣たちが反発し、当主の病気と重なって大きな問題になっているというわけだ。

「どこにでもありそうな御家騒動ですか……」

「アルバンは、自分が優位に立つためにデニスを下賤の者だと批判するようになったわけだね。それしか手がないとも言えるけど」

　能力では、圧倒的にデニスの方が上だからだ。

　自分が正妻の子だという部分しか、有利な点がないのが辛つらい。

「なるほど、大変ですね」

「ヴェルはやっぱり放置するかい？」

「向こうから石細工を売ってやらないと言われましたからね」

「そうだね。ヴェルの方から歩み寄ると舐なめられる可能性があるね。やめた方がいい」

　マッテゾン子爵家についての話はそれで終わり、あとは楽しく世間話をしながら夕食を終えて、俺たちはバウルブルクの屋敷へと戻った。

　こういう時には、『瞬間移動』はとても便利である。

　自分の屋敷に戻るとエリーゼたちに頼まれた妊婦用の下着を渡し、その日はアマーリエ義姉さんが購入した下着をちゃんと確認してから……その先もあるけど……就寝するのであった。




「ヴェル君、お客様よ」

　そして翌日、再びメイド服姿のアマーリエ義姉さんが俺に来客を教えてくれた。

「アマーリエ義姉さん、別に今日はメイド服姿でなくてもいいのでは？」

「なんか、気に入ってしまったのよね」

「ならいいですけど」

　アマーリエ義姉さんが着ているメイド服は、俺が試作を依頼した現代風のものだ。

　バウマイスター伯爵家内で採用する時にはスカートの丈を長めにしたけど、従来のものよりも可愛かわいいデザインになっている。

「それよりも、客って誰です？」

「例のマッテゾン子爵家の長男さんよ」

　あれからアルバンは激怒して領地に戻ってしまったそうだが、長男の方は残っていたらしい。

　しかし、俺になんの用事なのだろうか？

「時間はあるし、少しくらいは話を聞くか」

　石細工の仕入れの件もある。

　一応、話くらいは聞いておくべきであろう。




「デニスと申します」

「バウマイスター伯爵だ。時間がない。手短に話をしてくれ」

　話くらいは聞くつもりだが、他の予定もあるのでそう時間を取ってはいられない。

　それに、こちらが強気に出ないと舐められるので、俺は早く話せと彼を急せかした。

「バウマイスター伯爵様、我がマッテゾン子爵領の石細工を再び購入していただきたく」

「お前はバカか？」

　俺は、優秀だとされるこのデニスという男が、今回の問題の本質を正確に掴んでいるのか不安になってしまった。

　別にうちは購入してもいいのに、そちらから売らないと言ってきたのだから。

「俺よりも、先にアルバンの方を説得してこいよ」

「それは……」

　できないんだろうな。

　アルバンからすればこのデニスは、家系の悪い一応兄弟くらいの認識しかない。

　下手に諫かん言げんなどすると、余計に状況が悪くなってしまうというわけだ。

「なんとか、バウマイスター伯爵様にご助力をいただきたく……」

「どうして俺が？」

　そちらが会見を望み、勝手にわけのわからん提案をして俺を怒らせ、挙句に石細工は売らないと言ってきたのだ。

　こちらが、一体なにを協力するというのだ。

「こちらの妻の序列に口を出し、挙句に妹たちを愛人として押し込もうとしたよな？」

「それは……」

「その時点ですでに手切れなんだよ。石細工は他の領地から買うし、多少石細工の設置が遅れても王宮はなにも言わないってさ。じゃあ、そういうことで」

　これ以上話を聞いても無駄だ。

　向こうに対し妥協する理由がないので、俺は急ぎ席を立った。

「待ってください！　このままだと、我がマッテゾン子爵領の石細工業は……」

「俺のせいじゃないだろう」

　それに、バウマイスター伯爵家との取引がなくなっても、他にいくらでも顧客がいるじゃないか。

　アルバンのせいで、それも徐々に減っているようだけど……。

「そこをなんとか……」

「デニス殿、あんたは基本的に間違っている。間違っている人に手は貸せないな。貸しても無駄だから」

「バウマイスター伯爵様、それはどういう？」

「デニス殿は優秀らしいが、自分の身が汚れるのは嫌らしいな」

　そう、デニスが今しなければいけないことは、家臣や領民有志と協力してアルバンを廃嫡し、自分が新しい当主になって俺と関係改善を図ることだ。

　ところが、デニスはそれをしたくないらしい。

「デニス殿は、駄目な弟領主を支える優秀な兄という世間の評価を捨てたくないんだろう？」

「……」

　もしここで弟を廃嫡すると、いくら駄目な弟でも本来の嫡男を追い落とした怖い兄だと非難する者が必ず出てくる。

　デニスは、世間からそういう評価を受けるのが嫌なのであろう。

「デニス殿に残された道は二つ。弟を追い落として次期当主になるか、領地を出るかだね」

「領地を出る、ですか？」

「これからも弟の補佐ができると思っているのなら、甘いんじゃないか？　いくら上手く補佐しても、アルバンはデニス殿に憎悪を燃やすだけだ」

　アルバンは、デニスが自分を追い落とそうとしていると危険視している。

　このままだと、デニスの暗殺を目論むかもしれない。

「アルバンとデニス殿、どちらが家臣の支持が多い？」

「……」

「沈黙ということは、デニス殿の方だと俺は思うからな」

「……」

　デニスは反論しなかったので、家臣の信頼も彼の方が厚いのであろう。

「なら、心を鬼にしてアルバンを廃嫡するしかないな。もしこのまま彼が次期当主として活動すると、デニス殿の妹たちはもっと苦境に追いやられるぞ」

　マッテゾン子爵家が困窮すればするほど、妹たちは条件の悪い家に送り出されるであろう。

　なにしろ、アルバンは異母妹たちにも敵意を持っていて、道具として使うのに、なんの躊躇ためらいもないのだから。

「覚悟を決めるしかないな。少なくとも、俺はアルバンと交渉する気にはならない」

「アルバン様とは交渉しないですか……」

「悪いけど、顔を見るのも嫌」

「……わかりました。妹たちのためにも泥を被かぶりましょう」

　覚悟を決めたデニスは、俺の元を辞して領地へと戻っていった。




　そして一週間後。

　魔導携帯通信機にブライヒレーダー辺境伯から通信が入った。

『アルバンが廃嫡ですか』

『元から駄目な跡取りだと評判でしたからね。家臣や領民有志が兄の方を次期当主にしろと、病床の現当主に迫ったそうですよ』

『現当主は、受け入れたのですか？』

『アルバンが色々と問題を起こしていましたからね。あっさりと受け入れたようです』

『そうですか』

　さらに一週間後、無事に病床の父親から当主の座を受け継いだデニスが挨拶に訪れた。

「アルバンとその母親は、教会行きにしました」

　情けをかけて領地に残すと、またなにかしでかすかもしれない。

　デニスは、二人を教会に送り込んでいた。

「これでよろしいですか？」

「ええ」

　普通に会見をするだけだったはずなのに、えらく時間がかかったものだ。

「つきましては、暫しばらくは石細工の値引きを。こちらも生活があるので、大幅には値引きできませんが……」

「それはありがたい」

　会見は無事に進むが、最後にデニスは一通の手紙を俺に渡した。

　今も病床にある前マッテゾン子爵からのものだ。

「なになに……『デニスの背中を押していただき感謝いたします』か……」

「父にアルバンの廃嫡を迫った時、『ようやく決心したか』と言われました」

　なんのことはない。

　デニスの父親も、アルバンは次期当主に相応しくないと思っていたようだ。

　正妻の子供だし、いい補佐があれば……そう思っていたのに、予想以上に彼が酷いのでデニスに継いでほしいと願うようになったというわけだ。

「父は、安心して死ねると」

　こうして、会見は無事に終了した。

　私室に戻ると、そこにマテ茶を持ったアマーリエ義姉さんが姿を見せた。

「ヴェル君は優しいわね」

「そうですか？　結構厳しいことを言いましたけど」

　実の弟を追い落とせだものな。

　とても優しいとは思えないはず。

「結果的には上手くいったじゃない。私が勝手にそう思っているだけだから、ヴェル君がそう思っていなくてもいいのよ」

「俺は優しいですかね？」

「ええ、優しいわよ」

　アマーリエ義姉さんからそんな風に言われてしまうと、段々とそんな気がしてくるな。

　これも、俺がもうすぐ父親になるからかな？

「エリーゼさんたち、もうすぐね」

「楽しみですね」

「そうね」

　俺は、アマーリエ義姉さんとマテ茶を飲みながら話を続ける。

　エリーゼの出産予定日まで、すでに二ヵ月を切っていた。





第六話　卒業とその後の進路







「先生、質問があります」

「先生、また一緒にケーキ屋に行きましょう」

「先生、今度狩りに連れていってくださいね」




　アグネス、シンディ、ベッティの三人は今日も元気なようだ。

　いつものように笑顔で俺に話しかけてきた。

　この一年近くで魔力量も魔法の技量も大きく上がり、俺も先生として鼻が高いというものだ。

「今日は時間があるからいいか……シンディ、ケーキ屋は最後だからな」

「は───い、わかってます」

「本当にわかっているの？」

「ベッティこそ、さっきケーキが食べたいと言っていたくせに」

「喧けん嘩かするなよ。まずはアグネスの質問からだな……」

「「「は───い」」」

　俺の講師業は、とても順調であった。

　予定を早めて開校させた冒険者予備校バウルブルク支部において、俺の新米臨時講師生活は続く。

　アグネスたち魔法使いクラスの生徒たちに、魔法の理論と実技、両面から指導していく。

　前世の大学時代、教職課程は取っていなかったので不安があったが、案ずるより産むがやすしである。

　思ったよりも、ちゃんとこなせているような気がする。

　生徒たちに俺の先生ぶりを聞いてみると、熱心で、親切にわかりやすく教えてくれる先生なのだそうだ。

　年配の元冒険者講師の方が経験と知識はあるのかもしれないが、彼らも人に教えるための専門教育を受けているわけではない。

　現役時代は優秀な冒険者でも、必ずしも人に教えるのが上手というわけではないのだ。

　こんな話は、前世における野球界でもよく聞いたな。

　名選手イコール名監督ではない、とかなんとか。

　となると、バウルブルクの予備校では将来的に講師を育てる教育や講習を組み込んだ方がいいのかな？

　でも、それをすると年配の講師たちが反発する可能性もあるのか。

「自分に自信がありすぎて独自の教育方法に拘こだわったり、プライドが高くて拒否する者もいると思うが、ありがたいと思う講師も多いはずだぜ」

　王都にいるヘリック校長に相談したら、それはいいアイデアだと褒めてくれた。

「あれ？　反対されるかと思いました」

　大半の講師は、自分が最善と信じる教育方法を実践したいものだと思っていた。

「講師連中は、元は優れた冒険者が多いからな。優れた冒険者ってのは、臨機応変に動く。上手な教え方を無料で教育してくれるってのなら、喜んで受けるのが普通さ。才能があっても偏屈なのはすぐに居づらくなるし、そもそもそういう輩やからは元々講師になる気なんてないのさ」

　仕事のための研修だから、拒否する人はそうそういないってことか。

　それに講師業は、孤高の天才や、偏屈な人には勤まりにくいだろうし。

「となると、やっぱり教え方をマニュアル化しないと駄目ですね」

「それは、うちで進めるよ。うちは歴史が長い分、そういう作業の音頭を取るのに向いている。他の予備校にも協力させて、最終的にはマニュアルの共有ができればいいな」

　ヘリック校長も、元は優れた冒険者である。

　優れた冒険者の資質の一つに、決定と行動の素早さがあった。

　今にも魔物に襲われようとしているのに、長々と考え込んでいては生き残れないからだ。

　『下手の考え、休むに似たり』というわけだ。

　予備校は冒険者ギルドの下部組織だからもっとお役所的かと思ったら、トップが優秀だと新しいことを決めるのも早いようだ。

「バウマイスター伯爵殿、魔法使い用のマニュアルも、ゆっくりとでいいから整備してくれないかな」

「それは構いませんが……」

　一部自分なりに改良を加えているけど、マニュアルはほとんど師匠が書き残した内容だからな。

　ブランタークさんや……ほんの一部導師の教えもあったりするけど。

「アルフレッド殿が著作者で、バウマイスター伯爵殿、ブランターク殿、アームストロング導師殿が監修という形にしようと思う」

「わかりました、引き受けましょう」

　予備校で、魔法使いに教育を施す時に使われるマニュアルの著者が師匠になる。

　誰よりも優れた才能を持ちながら、短い生涯を終えてしまった師匠の名が後世に伝わり、もっと多くの人たちに評価されるようになってくれれば、弟子の俺も鼻が高いというわけだ。

「バウマイスター伯爵殿も忙しいだろうからな。俺たちの方にも準備があるし、ゆっくりとでいいさ」

　ヘリック校長からそう言われ、俺は空いている時間に師匠が残してくれた著述の整理も徐々に行うようになった。




　そんな出来事もあったが、俺はなんとか講師をやれている。

　師匠からの教えに加え、たまに訪れるブランタークさんから指導を受けつつ、この職をまっとうしようとしたのだ。

「伯爵様は真面目だねぇ。アルの記述まで纏まとめているのか」

「やると決めた以上は。それに、弟子の俺が師匠の功績を後世に残さないで、誰がやるというのです」

「俺にも、そんな真面目な直弟子が欲しいわ～」

　俺はブランタークさんの孫弟子だから、厳密に言うと彼の直弟子じゃないんだよな。

　でも、彼には沢山弟子がいると思うけど。

「カタリーナはどうなのです？」

　彼女はブランタークさんからの指導で力量を増しているから、いい弟子だと思うんだよな。

「カタリーナの嬢ちゃんは一種の天才だからな。ああいう天才は、恐ろしいほど人に教えるのに向いていないんだ。俺はさ、結局はアルや導師に一人の魔法使いとして勝てなかった。なんとか拮きっ抗こうしようとして努力を重ねたわけだが、その工夫などが指導に役立っている、というわけだ」

　魔闘流では天才的な技量を持つルイーゼが指導者としてまったく向いておらず、お飾りで臨時指南役になって、弟たちに指導を丸投げしているが、カタリーナも同じというわけか。

「そのうち、ブランタークさんが望むような弟子が現れますよ」

「そうだな。俺はあとまだ、何十年も現役だから」

　魔法使いは、普通の人よりも寿命が延びる傾向にある。

　ブランタークさんも、あと三、四十年は現役である可能性が高かった。

「でも、安心したよ。伯爵様は、導師の百倍くらい教えるのに向いているから」

「それって、褒められているのでしょうか？」

　俺を講師に向いていると褒めてくれるのは嬉うれしいのだけど、比較対象があの導師という点でモヤモヤする。

　なにしろ、あの人ほど教え子を選ぶ人もいないのだから。

「それにしても、慕われているそうじゃないか」

　確かに、俺は生徒たちから慕われていると思う。

　講義のみならず、時間が空けばバウルブルクの外に出て狩りの方法などを実技込みで指導しているのだから。

「魔物には、野生動物に似た形態のものが多い。大きくて、素早くて、強いが、基本的な動作や生態は似ている。成人前に野生動物をなるべく多く狩って、慣れておくことも必要だ」

「沢山狩れば、アルバイト代も増えますしね」

「それもあるな」

　これは冗談ではなく、生活が安定しないと教育を受ける暇がなくなるからだ。

　中級以下の魔法使いにこそ高性能な杖つえを持たせた方がいいし、金属鎧よろいよりも優れた防御力を発揮するローブも生存率に大きな差が出るので必要だ。

　これらは魔物の領域に入る前に入手しておいた方がいいから、アルバイトで稼いで早めに購入しておけと、俺はクドイほど言っていた。

「伯爵様がずっと講師をするわけにはいかないけど、今年はいい魔法使いが複数出そうだな」

　ブランタークさんのような年配の魔法使いからすると、なるべく才能のある若い魔法使いが沢山出てきてほしいというわけだ。

　魔法使いの希少性が薄れて利益が減るなどと言っていられないほど、この世界では魔法使いが不足しているからであろう。

「頑張れよ、伯爵様」




　ブランタークさんに励まされつつ、俺は生徒たちに狩りも教えていく。

「帰りはなにか食べて帰るか。先生が奢おごろう」

「ラッキー」

「先生、ありがとうございます」

　狩りの帰りに生徒たちにスイーツや食事を奢ったり、こういうことをしていると先生をしているなという実感が湧いてくる。

　そして、生徒たちの中でも特に可愛かわいがっているのがアグネス、シンディ、ベッティの三人であろう。

　まだ魔力が伸び続けているので、俺は時間を惜しまずに教えている。

　そのため一緒にいる時間も増えて、授業以外でも色々と教えたり、休日にはどこかに遊びに連れていったりもしていた。

　前世では弟しかいなかったので、妹ができたようで嬉しかったのかもしれない。

　転生後のバウマイスター家では末っ子の八男で、碌ろくに面識もない異母姉たちはいても、妹はいなかったしな。

「アグネス、魔力を込める時にまだ少し多めに流し過ぎだな。もう少し肩の力を抜くように」

「はい。ですが、毎日瞑めい想そうで魔力路を広げているので……」

「魔力路を広げるのは、極大から極小までの魔法に素早く対応するためだ。無駄に魔力を使うのとは別の話だぞ」

「なるほど……わかりました」

「シンディ、そんなにケーキばかり食べていると太……らないか。魔法使いだしな」

「そうですよ。魔法の練習をいっぱいしていますから。先生、レディーに太るは禁句です。奥さんに怒られたりしていませんか？」

「あるな……」

　俺は、ダイエット魔のカタリーナのことを思い出してしまう。

　魔法は魔力の他にもカロリーを消費するらしく、魔法使いで太っている人はほぼ皆無である。

　だからカタリーナは太っていないのに、彼女は定期的にダイエットを目もく論ろむから、俺はついからかってしまうのだ。

　でももし彼女が、自身の理想の体型になったとしたら、俺たち男性陣は痩せすぎだと判断するかもしれない。

　前世でも、女性の理想体型と男性のそれとには大きな違いがあったのを思い出した。

「狩りか。なにが狩りたいんだ？　ベッティ」

「ホロホロ鳥を多めに欲しいとギルドから頼まれたんですけど、他の獲物ならともかく、ホロホロ鳥は人間の気配に敏感で、魔法で遠くから狙ってもなかなか当たらないんです」

「練習込みで手伝ってやるさ。厳しく指導するけど」

「わ───い、ありがとうございます」




　などと、今日も楽しく講義を終えてから屋敷に戻ったのだが、戻るや否やアマーリエ義ね姉えさんから問い質ただされてしまった。

「ヴェル君、今日もお弟子さんたちと一緒だったの？」

「はいっ！　彼女たちは日々成長していますからね」

　先日の地下遺跡の事件では危うく死にかけたが、実戦ほど素晴らしい修業は存在しないと思う。

　アグネスたちの成長ぶりを見ていると、俺も教え甲が斐いがあるというものだ。

「卒業まで、もうそれほど時間もないですけど、きっとアグネスたちは後世に名が残る魔法使いになりますよ」

　そうなれば、彼女たちに直接指導した俺は当然だが、師匠も改めて評価されるであろう。

　別に俺自身はそこまで評価されなくても構わないが、妹のように思っている可愛い弟子たちが、順調に魔法使いとして成長していくのが嬉しいのだ。

「俺って、実は先生に向いているのかもしれませんね。あっ、そうだ！　卒業してからも指導できるんだった。三人は俺の弟子ですからね」

　卒業後も指導していけば、三人はさらに伸びていくだろう。

　素晴らしいことだなと俺は思っているのだが、なぜかアマーリエ義姉さんは浮かない表情をしていた。

「あれ？　どうかしましたか？」

「一つ聞きたいのだけど、ヴェル君は何者？」

「ええと、先生です」

「あらら……」

　すぐに、先生ですと答えたら、なぜかアマーリエ義姉さんはずっこけてしまった。

　リアルでずっこける人を初めて見たな。

「先生業はあくまでも臨時でしょう？　その前によ」

「その前にですか……」

　深く考えすぎると哲学的な回答になってしまいそうだが、俺はバウマイスター伯爵であり、もうすぐ生まれてくる子供たちの父親だ。

　父親になるということは大変なことで、その責任は重いと思う。

　アマーリエ義姉さんは、その辺の配慮とか覚悟の話をしたいのであろうか？

「でもアマーリエ義姉さん、俺は貴族、よき父親となるべく頑張っているじゃないですか」

　いくら楽しくても、先生業のみにばかり集中しているわけではない。

　生まれてくる子供たちのため、バウマイスター伯爵領の継続的な発展に日々努力し、そのために面倒な書類仕事などやっているのだから。

　エリーゼたちが妊娠して動けない分、魔法で工事をする回数も増えたが、俺はローデリヒに言われるがまま、領内を飛び回って魔法を駆使していた。

　これも、エリーゼたちや生まれてくる子供たちのためだ。

「一つ忘れていないかしら？　ヴェル君は、エリーゼさんたちの夫でもあるのよ」

「ですから、そこも抜かりはありませんよ」

　誰が言っていたかは思い出せないが、前世で聞いた話によると、初めて出産する妊婦さんには精神的な不安が大きいのだとか。

　そこで俺は、ちゃんと毎日奥さんたちと話をしてスキンシップをとっていた。

　特にエリーゼは、外野からの『バウマイスター伯爵家の跡継ぎの男を産め！』というプレッシャーが大きかった。

　いまだ現代日本の価値観を引きずる俺からすれば、健康で生まれればどちらでもいいと思うし、他人の家のことにいちいちうるさい連中だなと思ってしまうのだ。

　カタリーナもヴァイゲル家の跡継ぎを期待され、他の奥さんたちにも『娘なら、どこの家に嫁がせたい』とか、家族でもないのに変な皮算用をしている親戚がいたりと。

　俺は、そんなことは気にしなくていいと懸命にフォローに回ったりしていた。

　我ながら、夫としてもとても頑張っていると思うのだが……。

「そんな感じで、俺は先生業のみならず、ちゃんと他の仕事も、奥さんたちへのフォローも忘れていません。今の俺ほど頑張っている人は王国中を捜しても少ないですよ」

　そう、俺はとても頑張っているのだ。

　それなのに、どうして俺はアマーリエ義姉さんから微妙な表情で見られているのであろうか？

「ヴェル君、生徒たちは可愛い？」

「ええ、先生として慕ってくれていますから」

　慕われて嫌な気持ちになるわけがない。

　みんな魔力の量や才能に差はあるけれど、懸命に学んで成長している。

　それを手助けしていると、アホな貴族とのつき合いや、帝国内乱で荒すさんだ心が癒いやされるのだ。

「やはり、戦争による破壊よりは教育による育みですね。駄目な大人になってしまったバカな貴族たちの相手よりも素晴らしい」

　戦争はもう終わったが、再教育も難しそうなバカ貴族の相手はこれからも永遠に続く。

　それを考えると、予備校で生徒たちに教えていた方が心が安らぐというわけだ。

「うん、俺はいいことを言った」

「まあ、いいことを言っているのは確かだけど……」

　それなら素直に感動してくれてもよさそうなものだが、やはりなにか気になることがあるようだ。

「ヴェル君は、特に可愛がっている三人がいるわよね？」

　ああ、なるほど。

　アマーリエ義姉さんが気になっている点はそれか。

　奥さんたちがお腹が大きいから、俺が可愛がっているアグネスたちと浮気をしているのではないかと。

「あのですね、アマーリエ義姉さん。あの三人は純粋に才能があるから、目をかけて教育しているだけです」

　妹のように可愛がっている自覚はあるけど、そこに邪よこしまな感情はない。

　俺は、アマーリエ義姉さんに自分の気持ちを正直に話した。

「休日に、遊びに連れていっているわよね？」

「それは、時には休暇も必要だからですよ。『よく学び、よく遊べ』です」

　奥さんたちはお腹が大きいので、もうあまり屋敷の外には連れ出せなかった。

　俺もたまには遊びに行きたいし、勿もち論ろん出かけた際に奥さんたちへのお土産は忘れない。

　いくら夫婦でも、こういう気配りは忘れてはいけないと思う。

「第一、あの三人は俺の大切な生徒なのです。なぜそこで手を出すという発想が出てくるのか……実に嘆かわしいことですよ。どうせ、どこかの下げ種すな貴族の噂うわさ話でしょうけど」

　ちゃんとここで俺の気持ちを説明しておこうと思う。

　アマーリエ義姉さんは、実は怒らせるとエリーゼと同じくらい怖いので、ここは早いうちに誤解を解いておいた方がいい。

「あのね。私は、ヴェル君の浮気を咎とがめているわけじゃないの。ただ、貴族として脇が甘いと言っているの」

　浮気はいいって……この世界、現代日本と違って随分と寛容だな！

　だからと言って、浮気はしないけど。

「と、申しますと？」

「あの娘たち、王都ではもうあなたの愛人扱いなの」

「なんでです？」

　アマーリエ義姉さんの発言に、俺は思わず首を傾かしげてしまう。

　あの三人が俺の愛人？

　なんだそれは。

　お前ら王都の貴族たちは、胡う散さん臭い女性向け週刊誌やワイドショーか！

「ヴェル君って、たまに大バカよね。あんなに可愛がって、あちこち遊びに連れまわして、貴族でなくてもそう思うわよ。向こうの親御さんもそう思っているわよ」

「それは、向こうの親御さんに悪いことを……是非誤解を解かなければ」

　嫁入り前の娘さんにそんな噂が流れたら、親御さんとしても心配なはずだよな。

　彼女たちも将来は普通に結婚するわけで、その大きな障害になってしまうのだから。

「ううん。向こうの親御さんは大喜びよ。ヴェル君が娘を貰もらってくれると思っているから」

「なんだってぇ───！」

　アグネスたちと俺が結婚？

　いやいやいや。

「俺は魔法の師匠として彼女たちの結婚式に招待されたりなんかして、そこで俺もバウマイスター伯爵としての立場もあるのでひと言挨拶とか……今から話す内容を考えておいた方がいいかなとか、密ひそかに思っていたのに……」

　結婚式に参加する人たちは俺の挨拶に注目するであろうから、ちょっとは気の利いたことをとか思っていたんだが……。

「考え方がとことんズレておるの。アマーリエでなくても呆あきれるわ」

　とそこに、テレーゼが姿を見せた。

　さらにその後ろにはエリーゼたちもいるので、これで全員集合か。

「もしあなたがそんなことを思っていると親御さんが知ったら、逆に悲しむと思います」

「いやだって……」

　すでに多くの奥さんがいる俺に嫁ぐよりも、もっといい相手がいると思うけどな。

「そんな未知数な男性よりも、あなたに嫁いでくれた方が親御さんも安心できて大喜びでしょう」

　エリーゼが、いつもよりも冷たい表情で俺に説明をする。

　俺の認識は間違っているというのか。

「エリーゼが、ホーエンハイム枢機卿から噂を聞いたそうよ」

　イーナが続けて説明するが、要するにベイヤー男爵家の連中の勧誘から三人を守り、挙句に予定よりも早くバウルブルクに予備校を作って三人を転校させたので、俺が囲い込みをしていると思われているらしい。

「特に派手に噂を流しているのは、ベイヤー男爵家だってさ」

「ルイーゼ、それは予想できたぜ」

　どう頑張っても三人はベイヤー男爵家になど行かないのに、とんだ嫌がらせをしてくれたものである。

「ヴェンデリンさんは、生徒を可愛がりすぎです」

「そうかな？」

「カタリーナは、ほぼ独学で魔法を学んでいるから嫉妬している？」

「ヴィルマさん、ここで妙な茶々を入れないでくださいまし……」

　ヴィルマの鋭いツッコミが、俺の心に悲しみを植え付ける。

　そういえば、カタリーナは寂しい学生時代を送っていたのだった。

「……俺はカタリーナの気持ちを察してやれなかったな。今度はカタリーナも一緒にやろうな」

　ごめんな、カタリーナ。

　そんな悲しい過去を察してあげられなくて。

　俺も昔はボッチだったというのに……。

「そういうことではないのですが……それと、私はそこまで一人きりではありませんでした！」

　ボッチはボッチだと指摘されると怒るので、ここは一いっ旦たん引いておくことにしよう。

　なぜそんなことがわかるのかって？　それは、俺もボッチだったからさ。

「出産後は、一緒に魔法の鍛錬をしたいですが……」

　ただし、一緒に魔法の練習をすることは否定しなかった。

　カタリーナのこういう可愛らしい部分が、俺は好きだったりする。

「しかし、ヴェンデリンもなかなか貴族としての振る舞いに慣れぬの」

　しょうがないじゃないか。

　前世の影響と、本来貴族になる予定がなかったのだから。

「じゃあここは貴族として、テレーゼが上う手まい解決案を出してください」

　それならばと、俺はこういう時に一番いい解決策を出してくれそうなテレーゼにお願いしてみる。

「解決策？　そんなものはないわ」

「随分と大胆な意見ね」

「イーナよ。貴族などというのは、そういう噂をされてナンボという生き物なのじゃ。いちいち噂など気にするのは所しょ詮せん小者。ヴェンデリンならば、本当に三人とも妻にしてしまっても問題あるまいて」

「いや、それはどうよ」

　寄より親おやであるブライヒレーダー辺境伯の奥さんの数との兼ね合いもあるし、王国政府がなにか言ってこないのかという心配もあった。

「ヴェンデリンよりも奥さんの数が多い伯爵など沢山おるわ。気にするだけ無駄じゃ」

「じゃあ、ならなぜ俺は？」

　どうして俺一人に対し、エリーゼたち多数という構図になっているのか？

　別に厳しく責め立てられているわけではないけど、夫側……といっても俺一人なので圧倒的に不利な感じがする。

　ここにきて、一夫多妻制のデメリットを改めて実感した。

　創作物にはあまり出てこない、ハーレムの有機的な問題というわけだ。

「あの三人のことも考えておけという、妾わらわからの忠告じゃの」

　それはつまり、上手く囲ってバウマイスター伯爵領発展に貢献させろということなのであろう。

「あたいは旦那に負けて囲われた身だから、今回も旦那の好きにしてくれとしか」

「そうですね。もし必要であれば、魔法を継続して教えますけど」

　カチヤとリサに言わせると、別にどちらでも構わないらしい。

　この世界、本当にこういう部分が寛容だよな。

　日本なら、俺の社会的な評判が詰んでいる可能性もあったはず。

「とにかくだ。貴族であるという背景とは関係なく、俺はただあの三人を鍛えて、無事に予備校を卒業させたいだけなんだ」

　そこに下心などない。

　ただ単純に、自分が師匠から教わったように、才能ある若手に魔法を教えて後進を育てる。

　多分それは、師匠があまりできなかったことなのだから。

「俺が師匠の代わりに、少し多めに弟子を育てないと。俺もまだ未熟者だけど、そうすることで師匠の功績も後世に残せるのだから」

「あなた……」

　エリーゼたちは、俺を尊敬の眼差しで見つめている。

　どうやら、ようやく俺の考えを理解してもらえたようだ。

　貴族というのは大物ほど、その行動の裏を疑われて困ってしまう。

　実際、王都にいる連中は大半がそういう意図はないと言いつつ、いつの間にか若い女性に手を出したりしているので、仕方がない面もあるのだが。

「それで、結局アマーリエ義姉さんは俺になにをしてもらいたいのですか？」

　俺は、彼女がなにを望んでいるのかを尋ねた。

　アマーリエ義姉さんの性格上、俺の貴族的な落ち度だけを責めるなんてしないだろうから。

「ああ、それはね。私は別に妊娠していないし、みんなももうとっくに安定期に入ったのよ。あの娘たちとばかり出かけないで、お休みにはみんなを遊びに連れていきなさい。ちょっとバウルブルクの町に出かけるだけでいいんだから」

「えっ！　大丈夫なんですか？」

　無理にエリーゼたちを連れまわし、もしなにかあったらローデリヒとかがうるさそうなので、だから俺はアグネスたちと遊んでいたのだから。

「少し歩いたくらいで、妊婦がどうこうならないわよ」

　さすがは出産経験者。アマーリエ義姉さんは妊婦について俺よりも圧倒的に詳しかった。

　俺がまるで知らなかっただけなのだが──ローデリヒもエルも、というか男性陣は似たようなものか。

「それは、配慮が足りませんでした……」

「妊婦さんは閉じこもりっきりになりやすいから、そういう気分転換もね」

　もしなにかあったらと心配しすぎて、逆に外に出さないのも問題なのか。

「ええと……バウマイスター騎士爵家でもそうだったのですか？」

「あそこは……そういうことに注意する必要なかったけどね」

　そういえば、アマーリエ義姉さんも出産ギリギリまで庭に出て、料理に使う自家菜園の野菜やハーブを収穫したりしていたな。

　室内でも、縄を糾あざなったり、繕い物をしたり……逆に貴族らしくなかった点が幸いしたのか。

　外出は……どうせ領内にはお店もなかったので出かけていなかったけど。

　屋敷を出れば大自然が間近にあるし……それしかないとも言えたけど。

「ずっと屋敷の中では退屈してしまうから、たまには外出も必要だと思うわ」

「わかりました」

　アグネスたちの件も、アマーリエ義姉さんの指摘の件も、俺では気がつかないので感謝だな。

　こういう話をしない夫婦はすでに終わっているとも言えるので、これでいいのだ。

「じゃあ、早速出かけますか」

　思い立ったら吉日とも言うので、俺はローデリヒに手配してエリーゼたちと外に出かけることにした。

　すると……。




「領主様と奥様たちじゃないか」

「なかなかに壮観な眺めだな」

「男として生まれたからには、綺き麗れいな奥さんを沢山連れて、子供も次々と生まれる、なんて羨うらやましい話じゃないか」

「いつもの娘たちじゃないんだな」

「怒られたんじゃないのか？　たまには私たちにも構えって」




「……う───む」

　なるほど。

　確かに、アマーリエ義姉さんの言うとおりだ。

　町の人たちですら、俺がいつもアグネスたちばかり連れて遊んでいるので、遂ついに奥さんたちに叱しかられたのであろうと思っているのだから。




「そのうち、また三人増えるのかね？」

「もっと増えるんじゃないか？」

「結構なことじゃないか。バウルブルクも賑にぎやかになって」

「そうだな」




　そして領民たちは、将来アグネスたちも俺の奥さんになると思っている。

「ねえ、みんなこう思っているのよ」

「ですね」

　もし将来そうなるとしても……なる確率が高いけど。

　今の俺は先生なのだ。

　卒業までは、先生としてアグネスたちを含めた生徒たち全員を全力で指導していこうと決意するのであった。

　決して問題の先送りではないとだけ言っておく。





　　　　＊　　　＊　　　＊






　そして季節は流れて、翌年の春となった。

　俺も先生業に慣れてきたなと思っていたら、生徒たちはもう卒業だ。

　ずっと先生ばかりしているわけにもいかないので、俺の臨時講師業はここで一旦終了することとなる。

　バウルブルクの予備校に限り、エリーゼ、カタリーナ、リサができる限り臨時講師をする予定にはなっていた。

「先生は……とても感動しているぞ！」

「なんで、ヴェルが一人だけ泣いているんだよ……」

　世間では卒業と言われているが、冒険者予備校では修業とも言われる。

　必要な単位は一年で無理なく取れるのだが、未成年者は魔物の領域には行けないので、必要単位以外の講義をあとから履修することも可能であった。

　この場合は、他の生徒たちと講義時間が被かぶらないように午後や夕方からの講義になる。

　プロの冒険者でも、単発で必要な講義を受けることが可能だ。

　少々のお金はかかるが、予備校の置かれた領地から補助金が出るので、かなり安く受けられる。

　俺たちは数ヵ月しか通っていないので詳しくは知らなかったが、実は意外と冒険者予備校とは融通が利くところだ。

　時間と金さえあれば必要な講義を受けられるので、社会人向け講習のような感じかな？

　なので、これからいくらでも会う機会などあるのに、俺は初めて卒業生を出すので一人感動して泣き、それをエルに呆れられていたのだ。

「エルにはわかるまい。俺が初めて教えた生徒たちが卒業するんだぞ。きっとみんなだって……」

「そうか？　嬉しそうに見えるぞ」

　エルが視線を向けた先では、生徒たちが修業証を受け取ってから嬉しそうに話をしていた。

「俺は成人したから、同期の仲間とパーティを組んで魔の森に挑むぞ」

「俺は来年成人だから、それまではバウマイスター伯爵領内で狩りをする。パーティメンバーはいるから、連携を確認しつつ、必修外の講義でも受けてみようかな」

「野営関連の実技付き講習とかいいな」

「それは必要だな、俺も受けよう。基礎講習は必修だったけど、応用講習も受けておきたい」

「俺も受けようかな？」

「そうした方がいいぞ」

　みんな、卒業後の生活に夢を膨らませながら話をしていて、泣いている者など一人もいない。

　一人だけ泣いている俺は、エルの言うとおり浮いていた。

「あれ？　おかしいな？」

　卒業なのだから、一人くらい涙を浮かべても……。

　そういえば、俺も卒業式で涙なんて流した記憶がないな……。

「どうしてそのくらいで生徒たちが泣くと思うんだよ？　ヴェルは」

「いやあ……」

　エルからの指摘に、まさかドラマの影響ですとも言えず、俺は一人頭をかいた。

　それでも、生徒たちは俺に感謝をしているようで、次々と挨拶をしてくる。

「先生のおかげで、魔法が上達しました」

「先生の教え方は、とてもわかりやすかったです」

「また魔法を教わりに来てもいいですか？」

「当たり前じゃないか！　俺はみんなの先生なんだから！」

　そうだ、この魔法使いクラス六十一名の生徒たちはすべて俺の教え子なのだ。

　いつでも困った時には、俺を頼ってほしいと宣言する。

「先生！　ありがとうございます！」

「そうだ！　先生を胴上げしよう！」

「賛成！」

　というわけで、魔法使いの卵たちの卒業式は感動の中で終わったのであったが……。




「生徒だからという理由で、彼らが冒険者を引退した後にバウマイスター伯爵家で全員雇うのですか？　他の貴族たちからの反発が必至ですけど……」

　卒業式の感動をそのままローデリヒに伝えたら、彼から嫌な顔をされてしまう。

「えっ？　そこまでは言っていないけど……」

「お話を聞く限り、そういう風にも受け取れます」

「あっ！」

　そういえば、困った時にはいつでも俺を頼れと先生らしく言ってしまったのを思い出す。

「冒険者を引退して貴族家などに仕える際に、うちにフリーパスで来れると思っていますよ」

「でもさ、魔法使いは引く手数多あまただから……」

　魔法使いは数が少ないので、当然取り合いになる。

　条件さえよければ、どの家に仕えても構わないのだから。

「現時点で、うちよりも高待遇を提案可能な貴族家って少ないのですが……」

　まだ開発途上で予算もタップリあるバウマイスター伯爵領なので、魔法使いはいくらでも欲しい。

　もし来てくれるのであれば、かなりの好待遇を保証できた。

「いくら元生徒とはいえ、全員に最悪バウマイスター伯爵家で雇うと言ってしまった以上は、彼らも交渉で強気に出るでしょう。同じ高待遇で雇うにしても、お館やかた様のせいで相場が跳ね上がったと言われかねません」

「うっ！　必ず雇うってわけでも……仕官や転職の仲介とかさ……」

　ローデリヒからの追及に、俺はタジタジになってしまう。

「大丈夫、その頃にはみんな景気がよくなっているから……」

　最南端開発とそれに伴う大量の資金の流入で、これからの王国経済は右肩上がりとなる。

　これが王国中の貴族に波及すれば、きっと多少魔法使いに払う賃金が増えたとて、俺に文句など言うはずもない……ないよね？

「バウマイスター伯爵領から始まる経済発展、その名を『バウマイスターノミクス』！」

「妙なネーミングですな……」

　前世日本で、そんなことをテレビや新聞で言っていた政治家や経済評論家が沢山いた。

　俺のささやかな賃金では体感できなかったが、景気は気分に影響を与えやすいという。

　少なくともこれ以上は悪くならないのだから、ここは強引に押し切ってしまおう。

　要は、ローデリヒからの追及をかわせればいいのだ。

「すでに終わってしまったことですので、これ以上言っても仕方がありません。彼らが仕官するにしても、数十年後ですしね」

「そうだよ、これは麗しい師弟愛だから」

「まあ、この件はよろしいでしょう。ところで、お館様が特に可愛がっている三名ですが……」

　ローデリヒは、特に目をかけていたアグネスたちについて新たな追及を始める。

「ローデリヒ、知っていたのか？」

「いや、バウルブルクの町中をあれだけ頻繁に連れ回して愛めでていれば、ここの領民で知らない人は少ないと思いますけど……」

　しかしながら、たかが俺如ごときの私生活によく注目が集まるものだ。

　俺は芸能人でも、イケメンでもないのに。

「それ、本気で仰おっしゃっていますか？　今のお館様は、王国でも指折りの有名人なのですが……」

「あ───わかったから」

　ローデリヒは、一年以上も巻き込まれた帝国内乱での功績を言いたいのであろう。

　それにしても、面倒な話ではある。

「あの三人は、これからどうするのですか？」

「もう卒業したんだ。自分たちの進路くらいは自分たちで決めているさ」

　アグネスは、どこか見習いで入れるパーティを探している。

　シンディとベッティは未成年なので、まだ受けていない講義を取りながらバウルブルク周辺で狩猟を行うそうだ。

　そして、三人とも成人してから改めて活動を共にすると言っていた。

　堅実な進路を選んでいる。さすが俺が一番目をかけて教育した弟子たちだ。

　きっと優秀な魔法使いになってくれるさと、俺は期待していた。

「……えっ？　あの三人は囲いましょうよ」

「お前なぁ……」

　他の男子を含む魔法使いたちと、アグネスたちとの違いはなによ？

　才能の差か？

「まあ、今は大丈夫ですか……」

　俺が追及すると、なぜかローデリヒはなにも言わなくなってしまった。

　こうして魔法使いの卵たちは無事に予備校を卒業し、それぞれの進路へと歩んでいく。

　俺も、担任としての臨時講師の仕事を終えた。

　約束の期間である一年が終わっても、たまに臨時講師の仕事は引き受けるが、バウルブルクの冒険者予備校は人員も整い、俺が常に出張る必要はなくなった。

　妻たちの出産も近い。

　最初にエリーゼが出産予定だが、あとは他の妻たちも次々と出産だ。

「ローデリヒ、俺は父親として頑張るぞ。領内の開発を進めるのだ」

　というわけで、俺は再び領内の基礎工事へと赴く。

　開発計画はローデリヒが次々と立てているので、その基礎工事に全力を振り向けた。

　奥さんたちが全員産休なので俺しかいなかったが、ここにちょうどよく助っ人が現れる。

「先生、私は土木工事も覚えたいのです」

「私もです」

「こういう仕事なら、冒険者を引退してもできますよね」

「そうかそうか、三人とも熱心だな。工事魔法は、一部繊細な部分もあるからな。特に、他の作業員たちがいる場合、彼らを巻き込んでは駄目だ。先生が一から教えよう」

「「「ありがとうございます！」」」

　アグネスは見習い魔法使いとして他のパーティに加入したので回数は少なかったが、シンディとベッティは狩猟と合わせて、バウマイスター伯爵領の工事を請け負うことが多くなった。

　最初は指導が必要だが、それはカタリーナも通った道だ。

　すぐにコツを覚えて、こちらの依頼をテキパキとこなしてくれるであろう。

「お館様、だから大丈夫だと言ったでしょう？」

「いや、あの三人はあくまでも俺の弟子だって」

「今はそうでしょうね」

　ローデリヒが思わせぶりなことを言うが、実際に三人への土木魔法の指導成果は出ており、それに比例してバウマイスター伯爵領の工事も順調に進んでいる。

　カタリーナとリサの産休分を上手く埋めてくれていた。

　勿論正式な謝礼は支払っているし、アグネスたちの成長も早まっている。

　これは、師匠としても喜ばしい限りだ。

「お館様、将来が楽しみですね」

「その楽しみには、他の思惑も入っていないか？」

「それは、お館様の気のせいでしょう」

　ローデリヒの中ではアグネスたちは俺の嫁確定らしいけど、あの三人はまだ幼いからそんな話はなしだ。

　俺は弟子たちの魔法使いとしての成長を見届けつつ、奥さんたちの出産を待つのであった。





巻末おまけ　メイド、修学旅行に同行する







「えっ？　卒業前に旅行させる？　どうしてそんなことをする必要があるんだよ？」

「だって、ここは予備校だから」

「ブライヒブルクの予備校でも、王都の予備校でも、というか他のどの予備校でも、卒業前に生徒たちを旅行に連れていくなんて話、聞いたことがないんだが……」

「だからだ。俺は始めようかなって。名付けて『修学旅行』だ」

「旅行でなにを学ぶんだよ？　経費とかの問題もあるだろうが！」




　なんか、お館やかた様とエルヴィン様が議論をしていますね。

　お館様は、もうすぐ卒業する生徒たちを旅行に連れていきたいようです。

　予備校やアカデミーの生徒たちが旅行に行くなんて話、今初めて聞きましたが、どうやらまたしてもお館様独自の思いつきというわけです。

　『修学旅行』というネーミングまでしてしまいました。

　エルヴィン様は、何を学んで修める旅行なのだという疑問と、主に費用面の問題で反対しているようです。

　確かに、沢山の生徒さんたちを旅行に連れていくには多額の費用がかかりますし、いまだ開発が進むバウマイスター伯爵領において、それだけの人数を移動させるのって大変ですからね。

　どうしても、開発に必要な物資と人員の移動が優先されますから。

　ですが、エルヴィン様はもう一つの事実について気がつくべきでした。

　なにかを思いつき、それをやると言い始めたお館様は、決して諦めなどしないということに。

「レーア、こういう時こそ、内助の功と申します。あなたはエルヴィン様の妻になるのですから、準備は怠らないように」

「了解しました」

　ドミニク姉さんは、こう予想したようです。

　お館様は、その『修学旅行』なるものの実行を決して諦めない。

　結局エルヴィン様は同行することになると思うので、私も一緒についていってその補佐を行うべきだと。

　なるほど。

　確かにこれは、未来の夫を支える内助の功というわけですね。

「つまり、旅行の思い出として、エルヴィン様とラブラブしてくればいいんですね」

「そんなわけないでしょうが！」

　くぅ───！

　久しぶりのドミニク姉さんの拳げん骨こつ。

　実に頭に染み渡ります。

　言うほど、そんな久しぶりでもないですね。

　それすら忘れてしまいそうになる、強烈な一撃というわけです。

「アンナさんもよろしいですか？」

「はい。もしかしたら、野営のお手伝いなどもあるのでしょうか？」

「ないとは言えませんね」

　私と同じく、エルヴィン様に嫁ぐ予定のアンナさんにも、ドミニク姉さんは出かける準備をしておくようにと言いました。

　彼女は今、嫁入り前の修業扱いでバウマイスター伯爵邸でメイドとして働いています。

　エルヴィン様とは幼おさな馴な染じみの関係とはいえ、メイドとしての実力は私の方が上！

　つまり、妻としても私の方が上う手まく家庭を回すことができる……そんな風に思っていた時期もあったのですが……アンナさん、地方の商家の出にもかかわらず、家事の類たぐいはほぼ完ぺきで、すぐにお屋敷に馴な染じんでしまいました。

　地方の零細商家にメイドなんていないので、下の娘ほど、外に嫁ぐ時に備えて家事などは厳しく教育されるそうです。

　ドミニク姉さんも、私がこのお屋敷に来たばかりの頃にはよく拳骨を落としたのに、アンナさんには軽く注意するだけですし……ちょっと不公平な気がします。

「アンナさんはあまり注意することもなく、あっても一言言えば済む話なので」

「げっ！　私の心を読みましたか？　ドミニク姉さん！」

「どれほどのつき合いだと思うのです？　そんなことができなくても、レーアの考えていることなんて容易に想像できます」

　そんなぁ……それじゃあ、私が単純思考少女みたいじゃないですか。

「お館様はきっとローデリヒ様にも相談すると思うので、その修学旅行なるものの形が決まるのは明日以降のはずです。その結果を聞けば、宿に泊まるのか、野営になるのかわかると思います」

「野営……なんか、旅行っぽくないですね」

　旅行なのですから、せめてどんなボロでも宿に泊まるくらいはしてほしいものです。

「そんな予算があるのかという問題に直面するでしょうから。宿代をお館様のポケットマネーで補ってしまうと、来年以降の運営に支障が出る可能性があります。私は、バウルブルク郊外で野営をする、とかになると思います」

　それならあまり予算もかからず、冒険者になって野営をする時に役に立つという利点もあります。

　きっとドミニク姉さんの言うとおりになるのだと思っていたのですが……。




「えっ？　魔の森の見学と、近くの温泉宿に宿泊ですか？　よくそんなお金がありましたね」

「どうやら、お館様がかなり食い下がったようです」

　お館様が考案なされた『修学旅行』なる行事ですが、なんと予備校の生徒たちみんなで魔の森まで出かけることになったらしく、ドミニク姉さんもかなり驚いていました。

「ぶっちゃけ、予算とか大丈夫なんですか？」

「ローデリヒ様によると、お館様の不休の努力と、隙すきのない説得、自己負担で極限まで抑えた予算により実現したとか……」

　まず、魔の森への移動は、これは現在、船乗りを訓練中の未就航の船で向かうとか。

　正式にお客さんを乗せる前の船なので、船員さんたちの訓練も兼ねて運賃はゼロだそうです。

　次に、冒険者ギルドに少額ながら補助金を出させたとか。

　外側からですが生徒たちに魔の森を見学させ、支部の様子なども見せて、自分たちが冒険者になった時に備えてもらう。

　なかば研修扱いだからだとか。

　そのあとは、魔の森北部のいまだ手付かずの自然の中でみんなで一斉に狩猟をし、得た成果をギルドに卸して旅行代金に充てるのだそうで。

　宿については、私もドミニク姉さんに言われて思い出したのですが、魔の森近くの温泉地には、バウマイスター伯爵家専用の保養所がありました。

　お館様や奥様たちが使う別荘とは別に、バウマイスター伯爵家の家臣やその家族が格安で使える保養所があり、年に一度はお休みを取ってこの保養所に行くのが一番の楽しみという人も多かったのです。

　予備校の生徒たちはそこに宿泊させるそうです。彼らはバウマイスター伯爵の家臣ではないのですけど、予備校生の間はバウマイスター伯爵家が運営する予備校の生徒なので、使用許可を出すようにとお館様がローデリヒ様に掛け合ったとか。

　それにしても、一体なにがお館様を『修学旅行』なるものの実現に向けて突き動かしているのでしょうか？

　本当に不思議と言いますか。

「そんなわけなので、レーアとアンナにはお館様やエルヴィン様と同行してお手伝いをしてきてほしいのです。私は、エリーゼ様たちのお世話があるから動けませんので」

「はい、わかりました」

　なるほど。私とアンナさんは、『修学旅行』を引率するお館様と、その手伝いで同行するであろうエルヴィン様を補佐するのですね。

「でも、凄すごいんですね。大貴族様が運営している冒険者予備校では旅行に行けるのですから」

　ここに来るまで一度も生まれた村を出たことがなかったというアンナさんからすれば、旅行というだけで贅ぜい沢たくという印象があるようです。

　それに同行できると聞き、心なしかとても嬉うれしそうに見えます。

「アンナさん、他の大貴族家ではこのような行事はありませんよ。王都の予備校ですらそうです」

「そうなのですか。バウマイスター伯爵様って、凄い方なのですね」

　アンナさんがお館様の太っ腹ぶりに驚いているようですが、実は計算してみるとそんなにお金はかかっていないような……。

　向こうで狩猟をして旅費を稼ぐのは、旅行に行く生徒さんたち自身なのですから。

「ドミニク姉さん、私とアンナさんの仕事はお館様とエルヴィン様のお世話だけでよろしいのでしょうか？」

「保養所にも人はいますが、なにしろ大勢の宿泊者なので、食事の支度や掃除をできる範囲で手伝ってあげてください」

　なるほど、まあいつもどおりですね。

　私はできるメイドなので、ビシバシ働いてエルヴィン様に『いい奥さんだな』と思われるように頑張りますよ。

「あっ、でも。保養所にはちゃんと温泉があるって聞きましたから、空いた時間に温泉に入れるのはいいですね」

　上手くいけば、エルヴィン様と二人きりで温泉に入っていい雰囲気になるとか。そんなことを考えたら、このお仕事がとても楽しみになってきました。

　アンナさんも同じ風に考えているかもしれませんし、ここは気合を入れていきましょう。

「頼みますよ、レーア、アンナさん」

「お任せください。エルヴィン様としっぽりと温泉で楽しんできますから！」

「どうしてそういう風に話が脱線するんですか！」

　痛い……。

　これで昨日に引き続き二回目のドミニク姉さんからの拳骨ですけど、相変わらずの容赦のなさで頭頂部がヒリヒリしてきました。

　温泉に入れば、このヒリヒリは治るのでしょうか？





　　　　＊　　　＊　　　＊






「みんな、勝手に単独行動を取らないように！　まずは新しくできたばかりの冒険者ギルド魔の森支部の見学からだ」

「ヴェル、お前はどうしてそんなに嬉しそうなんだ？」

　こうして始まった修学旅行ですが、バウルブルクを出発した中型の魔導飛行船は無事、魔の森近くの港に到着しました。

　同行した講師たちがそれぞれのクラスの引率に当たりますが、魔法使いクラスは、お館様にエルヴィン様、そして私とアンナさんが担当します。

　私とアンナさんはメイド服姿なので、魔の森の近くでは完全に浮いてますね。

「レーアさん、なんかジロジロと見られているような……」

「早く保養所に行きたいですね」

　流れ的に、私たちだけ先に保養所に行くわけにもいかず、まずは冒険者ギルド魔の森支部へと向かいます。

　ぞろぞろと少年少女たちが集団で歩いているので、冒険者の人たちからは何事かとますます注目が集まっています。

　私とアンナさんはメイド服姿なので、特に視線が集中しているような……。

「ここが受付だ」

　すでに生徒の皆さんは、バウルブルクの支部にアルバイトの狩りで得た獲物を卸しているので今さらな気もしますけど、これも修学旅行ということなのでしょう。

　続けて、獲物の解体施設を見学し、外から魔の森を見学して、今度はとある草原へと移動しました。

「みんなはまだ魔の森には入れないが、ここは獲物の密集度が濃い。頑張って稼いでくれ」

　沢山獲物が獲とれれば、今回の修学旅行の旅費はゼロになる。

　そうお館様に発破をかけられ、生徒たちはこれまでの訓練の総仕上げという名目で狩猟を開始しました。

「ここで、私たちの出番ということですね」

　その間、私とアンナさんとで昼食の準備をします。

「事前にちゃんと準備はしてますけどね」

　この人数分の食事を一から作っていたら間に合いません。

　事前にドミニク姉さんたちと作っておいたものを、お館様の魔法の袋から取り出して配るだけです。

　私たちがやるのは、スープが入った鍋を温め直すくらいでしょうか。

「実習なのか、旅行なのか、よくわからないですね」

　アンナさんの言うとおりで、この狩猟のおかげで生徒さんたちの旅費負担はゼロなのですが、旅行で狩りをするというのは、冒険者予備校の旅行だからですかね。

　だから『修学旅行』とも言えるのですが。

「なにを学んでいるのでしょうか？」

　そう言われると、狩猟なんて毎日放課後にやっているのだから、別に魔の森まで来てやる必要もないわけで。

　いやはや、私にはお館様の深謀遠慮は理解できませんとも。

「突然妙なことを思いつくし、意外と頑固で強行してしまうんだよな」

　エルヴィン様が、私たちの様子を見に来ました。

　ちゃんと時間どおりに食事を出せるかどうか、それを確認しに来たのでしょう。

「まあ、みんな楽しそうだからいいんだろうけど。魔の森支部にいる荒くれ冒険者たちや、ギルドの受付でマナーが悪い連中を実際に見せて、『ああいうのはよくない』と注意すれば、全員とは言わないが気をつけるようになる。解体所で魔の森の巨大な魔物の現物を見ることで、無茶をして死ぬ奴が減るかもしれない。負傷者が運び込まれたところも見たようだしな。そういう現実を、冒険者になる前に実際に見せておくのは悪くないかもしれない。ベテラン冒険者ほどその程度のことと思いがちだが、誰も冒険者になる前に見せてなどくれないからな。『修学旅行』って、うちのお館様が名付けたのは言い得て妙だよな」

　一見ただのお遊びに見えて、ちゃんと預かった生徒たちのことを考えているというわけですか。

「生徒たちが動けば、その分領内の経済も回る。冒険者になれば必ず宿に泊まるようになるわけだが、マナーなどについても指導するそうだ。宿側としてもちゃんとした客なら、長期滞在で宿代を割り引いてくれたり、洗濯やお弁当を作ってくれるところもある。マナーが悪くて嫌われるよりも得するだろう？　そういうことって、案外誰も教えてくれないんだよな」

「そこまで考えているなんて、お館様って凄いんですね」

　バウマイスター伯爵家に来てから日が浅いアンナさんは、お館様の考えに心から感動していました。

　私も、まさかただの旅行行事にここまで色々な利点があったとは気がつきませんでした。

　なぜか、それを説明しているエルヴィン様の表情が冴さえませんけど。

「エルヴィン様？　なにかご懸念でも？」

「いや、そういう利点があるとローデリヒさんを説得したんだけど、実はただ単に自分がこういう行事を実行したかっただけ、という疑念も晴れないなと」

「「……」」

　確かに、そう言われるとそんな気が……。アンナさんはどう思っているかわかりませんが、たとえお手伝い役でも旅行に来れたのだからよしとしませんと。

　それに、宿に行けば温泉が待っているのですから。

　私は、どんな状況でも楽しみますよ。

　ちょうど都合よくドミニク姉さんもいませんしね。




「レーアさんやアンナさんと相部屋ですか。よろしくお願いします」

「今度は、もっと凝った料理を教えてください」

「私も。あ、先生が喜びそうなデザートもいいかな」




　狩猟は無事に終わり、沢山の獲物が冒険者ギルドに納められ、見事に旅費はゼロになったそうです。

　今回は、赤字だった場合、言い出しっぺのお館様が不足分を負担する約束だったそうですが、そうなると来年以降の『修学旅行』は中止になるかもしれず、お館様は赤字にならなかったことに安あん堵どしておられました。

　次は、今夜泊まる温泉がある保養所へと移動し、そこで割り当てられた部屋で荷を解きました。

　ここは、お館様の別荘や重臣の方々専用の高級な保養所とは比べられませんが、新築なので綺き麗れいですね。

　男女別で五、六人ずつの部屋を割り当てられ、私とアンナさんはアグネスさん、シンディさん、ベッティさんと同室になりました。

　今でもたまに料理を教えているのですが、そんな知り合いだから同部屋になったのだと思います。

　アンナさんも一緒に料理を教えることが多いので、アグネスさんたちとは顔見知りでしたし。

　ちなみに、お館様とエルヴィン様の隣の部屋でもあります。

　さすがにお二人は五、六人で相部屋というわけにいかず、二人で一部屋を使っているそうです。

　別荘に泊まればいいと思ってしまうのですが、そこは予備校の講師として参加しているのだから、ここに宿泊するのが道理とのことで。

　お館様も意外と真面目といいますか……。

「レーアさん、私たちお仕事がなくなってしまいましたね」

「予想外でしたね……」

　多くの生徒たちが泊まるので、そのお手伝いもということで同行してきた私とアンナさんですけど、この保養所で働く人員が思いのほか多くて、お手伝いを断られてしまいました。

　お館様に報告したら、『じゃあ、明日帰るまで休みでいいじゃない？』と仰おっしゃってくれましたので、ならば遠慮なくお休みしましょう、というわけです。

　保養所の方々も責任とプライドを持って仕事をしているのですから、そこに無理やり私たちが割り込むのはよくないと思うのです。

　真に優秀なメイドとは、仕事とプライベートをきっちり分けることができる人。

　それにドミニク姉さんも、お館様が休めと仰った以上、なにも言えないはずですから。

「せっかくなので、温泉を堪能しましょう」

「レーアさん、この保養所の温泉について知っていますか？」

「はい」

　本来、お館様をお世話するためここに派遣されてきた私なので、事前にちゃんと保養所について調べてありますとも。

「ご安心を、アグネスさん。この保養所の温泉ですけど……」

　お館様の別荘や重臣の方々やそのご家族が使用する保養所とは違い、少し設備の豪華さは劣りますけど、他の貴族家では下級家臣向けの保養所なんてまずあり得ませんからね。

　これも、お館様の器の大きさと慈悲深さの表れというもの。

「男女別の大浴槽がありまして、これがとても大きいのですよ」

　今日宿泊している予備校の生徒たちが全員で一斉に入っても大丈夫なほど大きいです。

　しかも、きっちりと男女に分かれていて男性たちから覗のぞかれる心配もありません。

　私としてはエルヴィン様が覗きに来るのは構わないのですけど、他の男子に覗かれでもしたら嫌ですからね。

「次に、家族風呂というのもありますね」

　これは、個室のお風呂で家族みんなで一緒に入るものです。

「家族とは、男女一緒でもいい、ということですか？」

「家族ですからね」

　シンディさんも、なにを当たり前のことを……。

「じゃあ、私は先生を誘って」

「それは駄目ですよ」

　いくらシンディさんがお館様の弟子でも、家族ではありませんからね。

　結婚していない男女が一緒のお風呂に入るのはどうかと思います。

　そういうのを注意するのもメイドの仕事……仕事ですよね？

「では、私はエルヴィン様と一緒に家族風呂に入っても問題ないですよね？」

　と、ここでいきなりきますかアンナさん。

　確かに、アンナさんはエルヴィン様と婚約をしている身。

　一緒に家族風呂に入っても……正式に式を挙げる前なので駄目……というか、私も同じ立場じゃないですか。

「ふっ、ふっ、ふっ。つまりそれは、私にもチャンスはあるってことですね」

　アンナさん、私を差し置いてしれっとエルヴィン様と一緒に家族風呂に入ってしまおうなんて、そうは問屋が卸しませんよ。

「アンナさん、抜け駆けは禁止ですよ」

「と、仰いますと？」

「勝負です！」

　私の方が先輩であるという点を主張しても問題はないと思うのですが、ここは後々のことを考えて平等に勝負しましょう。

　私は、お館様が考案して領内で流行しているリバーシを用意しました。

　この部屋に置いてあったのですけど。

「勝者こそが、エルヴィン様と家族風呂に入るというわけです」

「なるほど。わかりやすいルールですね」

　私とアンナさんは、エルヴィン様と家族風呂に入る権利を賭けてリバーシで勝負を始めました。

　ですが……。

「私の勝ちです！」

　どういうわけか、アンナさんが勝利してしまいました。

　私の方が、リバーシには慣れていたはずなのに……。

　もしかして、私ってもの凄くゲームに弱い？

「どちらかが三勝するまでです」

　こうなれば、長期戦に移行するしかありません。

　最終的に勝てばいいのですよ！

　勝てば！

「アグネス、誰かが三勝するまでね」

「私もシンディちゃんの意見に賛成！」

「えっ───！」

　私たちの隣では、お館様と家族風呂に入る権利を賭けて、アグネスさんたちがトランプのババ抜き勝負を始めていました。

[image: ]

　こういうのが得意なアグネスさんが勝利するかと思っていたら実際にそうでしたけど、シンディさんとベッティさんも私と同じ手できましたね。

　いくら勝負を引き延ばそうと、最後に勝てばいいのですよ。

「三勝しました」

「やっぱり五勝した方にしましょう」

「それはさすがにずるいですよ」

　あれ？

　というか、どうして私ってこんなにリバーシに弱いのでしょうか？

　不思議……でもないか。

　これまでドミニク姉さんと勝負して、ほとんど勝った記憶がないですし……。

　完全に、勝負する内容の選択を誤っているじゃないですかぁ───！

「これで三勝ね」

「アグネス、誰かが五勝するまでね」

「私も、シンディちゃんの意見に賛成！」

「二人ともずるいよぉ───！」

　そして、私と同じようなことを言っているシンディさんとベッティさん。

　とてもシンパシーを感じますね。

「レーアさん、勝負は勝負なので恨まないでくださいね」

「そういうことだから。シンディ、ベッティ」

　さすがに、五勝するまでという引き延ばし戦法は通用しませんでしたか。

　アンナさんとアグネスさんは、それぞれお館様とエルヴィン様を家族風呂に誘いに行ってしまいました。

　ですが、ここで思わぬアクシデントが発生しました。




「エルヴィン様！」

「先生！」

「うん？　アンナ、まだ風呂に入っていなかったのか？　俺はもうヴェルと大浴場に入ってきたから、アンナも早く風呂に入った方がいいぞ。温泉だから気持ちいいぞ」

「アグネス、いつもの仲良し三人組とレーアとアンナもいるから、部屋で遊んでいたのか？　大浴場が閉まる前に入っておいた方がいいぞ」

　誰がお館様やエルヴィン様と一緒に家族風呂に入るか、それが決まった時にはもうすでに、お二人は先に入浴を済ませていたという──これは予想外のアクシデントでした。

「ううっ……レーアさんは、これを狙って……」

「シンディとベッティは、これを狙って……」

　いやいやいや。

　シンディさんとベッティさんの心の内は知りませんけど、私はそこまでの策士ではありませんって！

　本当に偶然そうなっただけですから！

　……本当、ですよ？




「温泉は気持ちいいですね」

「気持ちいいですけど……ねえ、アグネスさん」

「ですよね、アンナさん」

　まさか、すでにお風呂に入ってしまったお二人を再び誘うわけにもいかず、私たちは五人で大浴場の大きな浴槽に浸つかっていました。

　少しアンナさんとアグネスさんが愚痴っていますけど、ここは気にしないで温泉を堪能しましょう。

「う───む、それにしても」

「どうかしましたか？　レーアさん」

「私たち、胸が普通すぎます！」

　さすがにエリーゼ様と同じくらいという無謀な野心は抱きませんけど、これからエルヴィン様と結婚するというのに、私とアンナさんの胸は普通。

　結構大きめのハルカ様の存在を思うに、これは後々大きな問題になるのではないかと。

「そのうち大きくなりますよ」

「そうでしょうか？」

「きっとそうですよ、レーアさん」

　年齢的に見ても、私とアンナさんはこれからですしね。

　人間、将来に希望を抱かなくてどうするって話ですよ。

　きっと。

「エリーゼ様くらい胸があった方が、先生も嬉しいのでしょうか？」

「でも、アグネス！　ルイーゼ様という希望もあるよ」

「そうよね。私たちの胸も普通で、シンディちゃんは平均よりもちょっとだけ……ルイーゼ様でも大丈夫だから！」

「ベッティ、私はこれから大きくなるから大丈夫だよ！」

　そういえば、お館様の奥様の座を狙うアグネスさんたちも、胸は普通、無個性ですからね。

　それでも、『ルイーゼ様よりは……』という言葉には私もアンナさんも励まされました。




『へくしょん！』




　今どこかから、ルイーゼ様の声に似たくしゃみが聞こえてきたような……。

　ルイーゼ様はバウルブルクのお屋敷にいるので、間違いなく気のせいでしょうけど。




「先生は、女性を胸の大きさで差別するような、器の小さな人ではありません！」

「そうだよね、ルイーゼ様もいるし！　少しくらい小さくても全然問題ないよね！」

「全体のバランスの方が重要よ。私は狩猟で鍛えているから足とか細いし、お尻もキュッと上がっているから。アグネスちゃんは座って勉強している方が多いから、ちょっとプニプニだけど」

「私、そこまでプニプニじゃないもの！　ベッティは、足が細くても筋肉質で、膝枕とかに向かないかも」

「この前、子供になってしまった先生を膝枕したけど、全然問題なかったわ」

「今は胸が小さいけど、すぐに成長するもの。私には、アグネスやベッティと違って未来があるから」

「「そこまで年齢差はないし！」」




　旅行中のガールズトークは、旅の華。

　結局五人で部屋に戻ってからも、あれやこれや夜遅くまで話し込んでしまいました。

　わずか一泊の『修学旅行』でしたが、とても楽しかったです。

　来年以降も『修学旅行』が行われることを、珍しく切に願う私なのでした。

　こういうことは女子には必要ですよ。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「なるほど、保養所は人手が足りていたので仕事はなかったと」

「はい、保養所に着くまではちゃんと仕事をしていましたよ」

「まあ、お館様がそう仰ったのであればいいでしょう」

「お屋敷の方は大丈夫でしたか？」

「ええ、特になにも。昨晩、ルイーゼ様が変なくしゃみをされたので風邪かと心配しましたが、くしゃみは一回だけだったので」




　『修学旅行』が終わって屋敷に戻ってから、ドミニク姉さんにその様子を報告しましたが、保養所に着いてから仕事がなかった件については特になにも言われませんでした。

　さすがは、お館様のご威光というわけです。

「そういえば、ふと思ったのですが……」

「どうかしましたか？　ドミニク姉さん」

　またなにか指摘することがあるのでしょうか？

「家族風呂ですけど……」

「あはは、私もアンナさんも、まだエルヴィン様と正式に式を挙げていないので駄目でしたかね？」

　ドミニク姉さんは壮絶クソ真面目なので、未遂とはいえそこは注意したいのかもしれません。

「いえ、私もそこまで堅苦しいことは言いません。家族になる者同士でお風呂に入る。いい施設だと思いますよ。それで、どうしてレーアはアンナさんとどちらがエルヴィン様と一緒にお風呂に入るのか、勝負する必要があったのですか？　三人で一緒に入ればよかったのに」

「あっ……」

　今、ドミニク姉さんに指摘されて初めて気がつきました。

　そうでした！

　どうせ二人ともエルヴィン様の奥さんになるんだから、なにも不毛な争いなんてしなくても！

　私もアンナさんも、なんて愚かなことを！

　争いはなにも生まないと、常日頃エリーゼ様が仰っていたというのに！

「三人で入れば、エルヴィン様も大喜びでなんの不都合もなかったというのに！　しかも、堅物のドミニク姉さんですら気がついていたことを、私が気がつかないなんて！」

「誰が堅物ですか！」

　その、すぐに拳骨を落とすところだと思います。

「今日は余計に頭頂部がヒリヒリします……」

　そのうち、私の身長は縮んでしまうかもしれませんね。

「確かに、ドミニクさんの言うとおりでした！」

　とここで、今日も私に料理を習いにきたアグネスさんが、やはり『しまった！』という表情を浮かべながら話に割り込んできました。

　あと、その後ろには彼女と同じ表情をしたシンディさんとベッティさんもいます。

「先生なら、複数の女性とお風呂に入るなんてよくあることだから、三人で一緒に入っても全然問題なかったのに！」

「今、それを指摘されて気がつくなんて！　私も先生とお風呂に入りたかった！」

「いえ、アグネスさんたちは駄目でしょう。正式に婚約したわけでもないのに」

「「「駄目なんですか？」」」

「駄目です」

　そこは冷静に、私たちとは違って、アグネスさんたちの混浴は駄目だと言い放つドミニク姉さん。

　さすがです。さすがの堅物ぶりです。

　このドミニク姉さんの堅物ぶりが、バウマイスター伯爵邸内の秩序維持に貢献している……。

「誰が堅物ですか！」

「言っていないのにぃ───！」

「言ってはいないけど、そう思ったのでしょう？」

「ううっ……否定できない」

　またも私の心の内を読んでしまうドミニク姉さん。

　彼女は一体どこに向かっていくのでしょうか？

　それだけが心配になってしまう私でした。
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